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特
集
２

今月の顔
目代 純平さん
チェックフィールド株式会社 代表取締役

海外校シリーズ
ニュージャージー日本人学校
シンガポール補習授業校

受け入れ校紹介
芝国際中学校・高等学校
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学校法人  藤華学院

品川エトワール女子高等学校
〒140-0004 東京都品川区南品川5-12-4　Phone：+81-3-3474-2231（代表）

https ://www.etoi le .ed. jp/highschool/
JR大井町駅 から 徒歩 ６ 分

京急青物横丁駅 から 徒歩 ２ 分
アクセス

オープンキャンパス

  7/23（日）  10：00～
  8/27（日）  10：00～
  9/  3（日）  10：00～

個別相談会

12/  2（土）  10：30～
2024/1/  6（土）
　13：00～

学校説明会

10/21（土）  14：00～
10/29（日）  10：00～
11/12（日）  10：00～
11/19（日）
　10：00～ 単願希望者対象
　14：00～ 併願希望者対象
11/25（土）  14：00～

入試日程
■帰国子女、転編入試験
12/  8（金）筆記/国語・数学・英語（各科目マークシート式）面接/個人（語学力の確認を含む）

■推薦入試
  1/22（月）面接/個人（語学力の確認を含む）

■一般入試
  2/10（土）
  2/11（日）

筆記/国語・数学・英語（各科目マークシート式）
面接/個人（語学力の確認を含む）

エトワールだけの個性を伸ばす学習プログラム
個性を伸ばす５つのコース

「国際キャリアコース」は語学力と教養を身につけるコースです。ネイティブの先生
と日本人の先生の二人担任制で、日常から英語にふれます。「マルチメディア表現コ
ース」は一人一台のiMacを使って、デザイン・イラスト・映像・アニメ・ゲーム・
音響分野のクリエイティビティを育むコースです。「ネイチャースタディコース」は
自然を学び、園芸や空間デザイン、健康フードの調理や環境問題の解決に取り組みま
す。「保育コース」では併設幼稚園での実習を通し、必要な知識や感性を身につけま
す。「キャリアデザインコース」では１年次に基礎を固め、２・３年次には自由選択
科目から自分の進路に合った授業を選び、時間割をデザインすることが出来ます。

充実した国際交流プログラム
アメリカやカナダ、イギリス、アイルランドなどの欧
米諸国への留学制度をはじめとし、フィリピンなどの
アジア圏諸国への短期研修プログラムも人気。年間を
通じて、姉妹校から留学生、研修生が訪れる環境でも
あります。多彩な交流プログラムを提供し、校内外で
他にはない貴重な経験を積むことが可能です。またコ
ースによっては海外研修旅行を実施しており、学校全
体で海外経験の場を多く設けています。

わたし輝く。
　　世界がかわる。

要予約要予約要予約

インターナショナルフェア

  7/30（日）  10：00～
10/14（土）  10：00～

要予約 スターライト説明会

12/  8（金）  18：00～
要予約

https://www.etoile.ed.jp/highschool/


https://www.ariake.kaetsu.ac.jp/


 7 月29日（土）
 8 月 5 日（土）
 8 月26日（土）

学校説明会

11月11日（土）
体験授業

１国際的な環境の中で　自分らしさを再発見
現在、KANTOには外国籍または海外
滞在経験者の生徒が、およそ１割在籍
しています。帰国生のための特別なク
ラス分けはしていません。日本語が母
語でない生徒も多数おり、教室の中で
は常に日本語や英語、中国語などさま
ざまな言語が飛び交っています。これ
まで同じような環境で学んできた友達
も、全く異なる環境の友達もたくさん
います。すべての生徒が、育った環境
が異なることを「あたりまえ」と思え
る。それこそがKANTOの大きな特徴
のひとつです。

２これまでに学んだ　言語をさらに伸ばす
外国語を身につけることは、グローバ
ルな規模で活躍する人材にとって欠か
せないスキルです。KANTOの外国語
科には英語・中国語・ロシア語・韓国
語・タイ語・インドネシア語・ベトナ
ム語・イタリア語・スペイン語・フラ
ンス語の10のコースがあります。
帰国生にとって、学んだ言語をさらに
向上させ、大学入試に活かすチャンス
です。本校には帰国生レベルの英語授
業、海外大学進学を目指すための資格
取得授業もそろっています。KANTO
は、個々に合った学習の場を提供し、
皆さんの将来を全力で応援します。

３帰国生に対するご相談
　　 お問い合わせください
転編入学試験につきましては、必ず事
前にお問い合わせください。なお令和
6（2024）年度入学試験に関する方
法もさまざま準備しております。あな
たに合った入試方法を一緒に考えま
す。詳しくはお問い合わせください。

■外国語科 英語コース・中国語コース・ロシア語コース・韓国語コース・
タイ語コース・インドネシア語コース・ベトナム語コース・
イタリア語コース・スペイン語コース・フランス語コース※

■普 通 科 文理コース・日本文化コース

編入試験に関しては事前にご相談ください。

ホームページアドレス https://www.kantokokusai.ac.jp/
〒151-0071 東京都渋谷区本町3-2-2　TEL.03-3376-2244　FAX.03-3376-5386

世界教室2023（オープンキャンパス）　10月14日（土）・15日（日）

※令和6年4月新設

https://www.kantokokusai.ac.jp/


C O N T E N T S

海外子女教育
現地校との交流（初等部）
（ニュージャージー補習授業校）

2 今月の顔　　目代 純平さん（チェックフィールド株式会社 代表取締役）

4　特集１　愛と命をめぐるセクシュアリティ教育
13　特集２　文学への扉をひらくミュージアム
22 連載　家族／クロスカルチャー

ドイツで考える家族の生活とキャリア（後編）

25 オススメの一冊

26 ◆受け入れ校紹介～学校会員ファイル◯244 ◆ 芝国際中学校・高等学校

28 連載　１都１道２府４３県めぐり 北海道

29 連載 　JOES Davos Next

30　海外校シリーズ ニュージャージー日本人学校
シンガポール補習授業校

34 連載　校歌の広場　　デュッセルドルフ日本人学校

35 聞いてみよう！子どもの教育　　海外子女教育振興財団 教育アドバイザー  奥田修也
　　 ─「お別れ」と「新生活」に向けて、気持ちを整理するためにしておくとよいことを教えてください。

38 みんなの広場

40 ニュース

44 連載　漫画 「なっとうねばじろうシリーズ」　コロンビア

ガ
ー
デ
ン
ズ
・
バ
イ
・
ザ
・
ベ
イ

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

海外子女・帰国子女教育の振興をはかるために、海外で経済活動を展開している企業・団体によって
1971年に外務省および文部省（現 文部科学省）の許可を受け財団法人として設立されました。それ

以来、政府の行う諸施策および維持会員の要望に相呼応して幅広い事業を行っています。2011年4月1日に公益財団法人に移行しました。財団の
事業は、おもに維持会員からの会費によって成り立っています。財団のサービスはどなたでもご利用いただけますが、維持会員の皆様には有料サ
ービスを無料または割引にて提供しています。（ 維持会員一覧表　https://www.joes.or.jp/kaiin/ ）

＊維持会員企業・団体所属のかたはウェブサイト上 ( https://joes-kaiin.jp/joesportal/ ) でも閲覧いただけます。
　閲覧にあたって必要となるグループＩＤは、所属先の企業・団体へお問い合わせください。

海外子女教育振興財団
公益財団法人
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Ｉ
Ｔ
の〝
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
〞
？

　
目
代
純
平
さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
に
「
ネ
ッ
ト
問
題
評

論
家
・
専
門
家
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
「
メ
イ
ン
の
仕
事
は
中
小
・
中
堅
規
模
の
法
人
に

向
け
た
Ｉ
Ｔ
全
般
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
運
用
管

理
業
務
で
す
。
数
千
人
規
模
の
大
き
い
会
社
な
ら
自

社
内
に
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
が
あ
っ
て
、
社
内
全
体

の
Ｉ
Ｔ
管
理
や
ト
ラ
ブ
ル
の
対
処
を
し
ま
す
が
、
私

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
の
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門

を
担
当
し
て
い
る
の
で
す
」

　
具
体
的
に
は
？

　
「
現
在
約
一
〇
〇
社
の
お
客
様
の
Ｉ
Ｔ
管
理
や
コ

ン
サ
ル
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の
用
語
は

難
し
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
た
と
え
ば
新
し
く
シ
ス

テ
ム
を
組
み
た
い
と
思
っ
て
も
、
発
注
側
が
仕
組
み

を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
と
シ
ス
テ
ム
を
組
む
側
に

う
ま
く
伝
わ
ら
ず
、
見
当
違
い
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き

あ
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

双
方
の
状
況
が
わ
か
る
私
た
ち
が
間
に
入
っ
て
通
訳

し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
」

　
科
学
技
術
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
基
本
的
な
仕
組
み
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
面
も
あ
る
そ
う
だ
。

　
「
お
客
様
ご
と
に
業
種
や
仕
事
の
進
め
方
も
違
う

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の
業
務
を
知
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
現
在
、
ど
の
業
種
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｔ
を

使
わ
ず
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
時
代

で
す
が
、
何
か
問
題
が
起
こ
る
と
業
務
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
お
客
様
も
多
い
の
で
、
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム

や
イ
ン
フ
ラ
を
設
計
・
管
理
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

事
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
の
仕
事
は
〝
小
回
り
が
利

く
〞
こ
と
も
重
要
で
す
し
、
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
ど

1976年、東京生まれ。父親の仕事の関係で、台北日本人
学校中学部で３年間学んだ。帰国後、国際基督教大学高
等学校から中央大学総合政策学部に進学し、環境経済学を
専攻。大学１年のときにホライズン・デジタル・エンタープ
ライズ（現HENNGE株式会社）の立ち上げに参画。大学
４年のときに有限会社チェックフィールドを設立した（2006
年、株式会社に組織変更）。2010年、東京都が「ｅメディ
アリーダー」に認定。近著に『時短成功! 効率200%UP! 
スマホ×PC仕事術』（アスカビジネス）がある。

目
も く だ い

代 純
じゅんぺい

平さん
チェックフィールド株式会社
代表取締役

Ｉ
Ｔ
の
悩
み
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

解
決
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う
い
う
ふ
う
に
仕
事
が
処
理
さ
れ
て
き
た
か
を
解
明

し
、
改
善
を
提
案
す
る
必
要
も
出
て
き
ま
す
」

　
患
者
の
病
状
や
病
歴
を
把
握
し
て
適
切
な
治
療
を

し
て
く
れ
る〝
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
〞の
よ
う
な
話
だ
。

か
な
ら
ず
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
も
の
の
仕
組
み
に
興
味
が
あ
っ

た
。
特
に
『
機
械
の
図
解
』
と
い
う
学
研
の
図
鑑
と

の
出
会
い
は
、
決
定
的
で
も
あ
っ
た
と
言
う
。

　
「
い
つ
も
読
ん
で
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
さ
ま
ざ
ま

な
機
械
の
仕
組
み
を
徹
底
的
に
調
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
し
、
写
真
も
好
き
で
よ
く
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
自
分
が
写
っ
た
写
真
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん

で
す（
笑
）。
パ
ソ
コ
ン
も
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
Ｆ

Ｍ
│
７
と
か
Ｍ
Ｓ
Ｘ
と
か
…
…
非
常
に
高
価
だ
っ
た

の
で
、
自
宅
に
は
Ｐ
Ｃ
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ

ち
こ
ち
で
貸
し
て
も
ら
っ
て
触
っ
て
い
ま
し
た
」

　
中
三
ま
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
い
、
台
湾
に
行
く
ま

で
は
区
民
セ
ン
タ
ー
の
少
年
剣
道
に
も
通
っ
て
い
た
。

　
「
初
め
て
台
北
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
不

安
で
し
た
が
、
行
っ
て
み
る
と
貴
重
な
経
験
が
い
ろ

い
ろ
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
日
本
人
学
校
の
友
達
と

は
い
ま
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
」

　
高
校
は
単
身
で
帰
国
し
、
祖
母
の
家
か
ら
通
っ
た
。

　
「
一
年
次
は
ク
ラ
ス
に
な
じ
め
な
く
て
、
部
活
に

没
頭
し
ま
し
た
。
毎
週
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に
三
日
、

剣
道
部
に
三
日
…
…
暇
が
あ
れ
ば
、
吉
祥
寺
の
街
を

部
活
の
先
輩
が
連
れ
て
歩
い
て
く
れ
て（
笑
）。
人

に
恵
ま
れ
て
ま
す
よ
ね
」

　
大
学
二
年
の
と
き
、
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
ア
メ
リ
カ
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
そ
の
と
き
次
世
代
無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経

験
で
き
た
の
も
幸
運
で
し
た
。
そ
こ
で
集
ま
っ
た
学

生
た
ち
と
前
身
の
会
社
を
つ
く
り
、
大
学
四
年
の
と

き
に
、
い
ま
の
会
社
を
起
業
し
ま
し
た
。『
困
っ
た

と
き
に
は
、
か
な
ら
ず
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
』

と
い
う
の
が
実
感
で
す
ね
」

若
手
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る

　
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
混
乱
が
続
い
た
。

　
「
突
然
『
社
員
を
出
社
さ
せ
な
い
よ
う
に
』『
テ
レ

ワ
ー
ク
に
し
て
』
と
言
わ
れ
て
も（
笑
）。
仕
事
は

急
増
し
た
の
で
す
が
、
人
手
も
機
材
も
足
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
お
客
様
か
ら
は
い
ろ
ん
な〝
球
〞

（
要
求
）が
飛
ん
で
き
ま
す
か
ら
、
忙
し
す
ぎ
て
辞

め
て
い
く
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し
た
」

　
若
手
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
は
特
に
深
刻
な
課
題
だ
。

　
「
Ｉ
Ｔ
業
界
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
計
が
で
き

る
人
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
仕
事
は

そ
こ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
内
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
歴
史
的
な
話
を
し
た
り
、
ド
ッ
ト
コ

ム
マ
ス
タ
ー※

対
策
講
座
の
よ
う
な
研
修
も
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、利
便
性
と
安
全
性
（Security

）

と
い
う
相
反
す
る
要
素
を
両
立
さ
せ
る
工
夫
を
身
に

つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
現
場
で
体
得

し
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
手
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
う
い
う
ニ
ッ
チ
な
市
場
な
の
で
競
合
す
る
会
社
も

少
な
い
の
で
す
が
…
…
（
笑
）」

　
最
近
、
小
・
中
学
校
等
に
招
か
れ
て
、
子
ど
も
や

保
護
者
に
「
安
全
な
ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
」
の
講
演
を
す
る
機
会
が
増
え
た
。

　
い
ま
や
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
側
に
立
つ
。

（
取
材
・
文　
小
山
和
智
）

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

※  NTTコミュニケーションズが実施し ているインターネットの利用拡大を目的としたICTスキル認定資格制度。

スマホやインターネットの安全な使い方などを子どもたちに
やさしく話す。

台北から沖縄への修学旅行で。機長とはその後も親交が続く。
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こ
の
特
集
は
、
編
集
部
女
性
ス
タ
ッ
フ
の「
性
教
育
は

と
て
も
大
事
な
こ
と
な
の
に
、
時
代
も
あ
っ
て
か
私
は
き

ち
ん
と
教
わ
ら
ず
に
き
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
述
懐
か
ら

始
ま
っ
た
。
元
帰
国
生
で
も
あ
る
彼
女
は
、
い
ま
は
二
人

の
母
親
で
も
あ
る
。「
無
知
が
ゆ
え
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
病
気
の
こ
と
、
そ
し
て
大
人
に
な
っ
て
初
め
て

知
っ
た
こ
と
が
多
く
て
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
」

と
言
う
。

　
性
教
育
と
い
う
こ
と
ば
自
体
、
か
つ
て
の
日
本
で
は「
純

潔
教
育
」と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
た
り
、
最
近
で

は「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
」と
呼
ば
れ
て
い
た
り
す
る
。

地
域
に
よ
っ
て
、
文
化
や
宗
教
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
や
意
見
が
あ
る
テ
ー
マ
だ
が
、
こ
の
特
集
は
ま
ず

「
親
子
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
」に
し
て
ほ
し
い
と
考
え
た
。

そ
の
た
め
に
、
世
界
各
国
に
住
む
か
た
が
た
に
体
験
談
や

質
問
を
募
り
、
十
数
件
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
監

修
者
と
し
て
小
貫
大
輔
先
生
に
協
力
を
仰
ぎ
、
こ
れ
ら
の

回
答
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

　
読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
素
直
に
、
誠
実
に
、
率
直

に
さ
ま
ざ
ま
な
会
話
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

取
材
・
文
　
古
家
淳

特集

1

■監修者プロフィール

小
お ぬ き

貫大
だ い す け

輔先生
東海大学国際学部教授、日本性教育協会運営理事。ジェ
ンダーとセクシュアリティの教育が専門で、保護者や高
校生・大学生などに向けたワークショップを頻繁に開催。
ＮＨＫテレビなどへの出演も多数。
かつて十二年間にわたりブラジルでエイズ予防や自然分

ぶん

娩
べん

推進などのプロジェクトにかかわり、帰国後は日本国
内に住むブラジル人をはじめとした外国人の子どもたち
の支援にも携わってきた。

愛と命をめぐる
セセセクククシシシュュュアアアリリリテテティィィティテテティティティテテティテ 教育教育教育
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小貫先生による「メトロマップ」から。小貫先生による「メトロマップ」から。

ユネスコによる
８つのキーコンセプト：

●人間関係
●価値観、人権、文化、セクシュアリティ
●ジェンダーの理解
●暴力と安全確保
● 健康とウェルビーイング（幸福）のため
のスキル

●人間のからだと発達
●セクシュアリティと性的行動
●性と生殖に関する健康

＊１ https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167
これは日本語版のURLだが、ここから他の言語にもアクセスできる。

＊２ https://www.bzga-whocc.de/en/publications/standards-for-sexuality-education/
＊３ https://www.unesco.org/gem-report/en/cse-country-profi les

　

こ
の
特
集
で
は
国
際
標
準
と
も
い

え
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
存
在
し
て
い

る
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
」
と

い
う
こ
と
ば
を
使
う
。

　

ま
ず
は
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
）が
編
集
し
た『
国

際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ

ン
ス
│
│
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

ア
プ
ロ
ー
チ
』
で
、
二
〇
一
八
年
に

出
た
改
訂
版
が
日
本
語
や
英
語
な
ど

十
三
カ
国
語
で
無
償
公
開
さ
れ
て
い

る＊
１

。
こ
こ
で
は
初
等
教
育
か
ら
中
等

教
育
ま
で（
五
歳
か
ら
十
八
歳
以
上
）

の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
「
包
括
的

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
」
が
、
八

つ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て

提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
二
〇
一
〇
年
に
Ｗ
Ｈ

Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

地
域
事
務
所
と
ド
イ
ツ
連
邦
健
康
教

育
セ
ン
タ
ー
が
共
に
発
表
し
た
『
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
│
│
政
策

作
成
者
、
教
育
・
保
健
関
係
当
局
お

よ
び
専
門
家
の
た
め
の
枠
組
み
』
で
、

こ
ち
ら
は
０
歳
児
か
ら
の
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
教
育
を
提
唱
、
英
語
や
ド

イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
な
ど
十
四
カ
国
語
版
が
無
償
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る＊
２

。

い
ず
れ
も
「
健
康
と
幸
せ
（w

ell-

being

）の
た
め
の
命
と
性
の
教
育
」

を
受
け
る
こ
と
は
子
ど
も
の
基
本
的

な
権
利
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
で
は
世
界
の
五
十
カ
国

を
対
象
に
包
括
的
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ

ィ
教
育
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て

い
る
の
か
も
調
べ
て
い
て
、
最
新
版

で
は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る＊
３

。

国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

小貫先生による「メトロマップ」から。
ユネスコの「包括的セクシュアリティ教育」の８つのキー
コンセプトをそれぞれ鉄道路線に見立て、そのエッセンス
を駅名などとして示している。

（この「メトロマップ」を入手したいかたは、目的と用途
を明示のうえ、小貫先生にメールしてください。

宛先：bj.daisuke@tsc.u-tokai.ac.jp）

包括的セクシュアリティ教育と法制度

国の法律で実施を定めている……20%
教育方針のなかで言及している……64%

包括的セクシュアリティ教育の
学校での実施

初等教育で義務化している……68%
中等教育で義務化している……76%
すべての公立学校で義務化している……87%

https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000374167
https://www.bzga-whocc.de/en/publications/standards-for-sexuality-education/
https://www.unesco.org/gem-report/en/cse-country-profiles
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﹇
事
例
﹈

　

性
教
育
は
何
歳
か
ら
始
め
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
？　

私
は
「
何

歳
の
と
き
か
ら
」
と
い
う
の
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の

精
神
の
成
長
に
合
わ
せ
て
説
明
の

仕
方
等
が
変
わ
る
、
変
え
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す
。

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
現
地
校
、
十
一
歳
）

※（　
）内
は
滞
在
国
、子
ど
も
が
通
う
学
校
、

子
ど
も
の
年
齢
等

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
『
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
』
で
は
０
歳
か
ら

の
性
教
育
を
提
案
し
て
お
り
、
日
本
語

で
書
か
れ
た
『
０
歳
か
ら
は
じ
ま
る
オ

ラ
ン
ダ
の
性
教
育
』（
リ
ヒ
テ
ル
ズ
直

子
著
、
日
本
評
論
社
）
と
い
う
本
も
参

考
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
０
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
教
え
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
親
自

身
が
偏
見
や
タ
ブ
ー
を
取
り
除
き
、
家

庭
の
中
に
自
然
で
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気

を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

か
ら
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
人
と
ふ

れ
あ
う
喜
び
を
育
み
、
何
に
つ
い
て
で

も
話
し
合
え
る
土
壌
を
つ
く
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に

快
・
不
快
の
違
い
を
理
解
さ
せ
、
イ
ヤ

な
こ
と
に
は
イ
ヤ
だ
と
き
ち
ん
と
言
え

る
よ
う
に
育
て
る
の
も
、
０
歳
か
ら
の

性
教
育
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
て
説
明

の
仕
方
が
変
わ
る
」
と
い
う
の
は
、
ま

さ
に
そ
う
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
ユ
ネ
ス

コ
の
『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
で
も
子
ど
も

の
成
長
に
合
わ
せ
て
同
じ
テ
ー
マ
を
繰

り
返
し
提
示
す
る
「
ス
パ
イ
ラ
ル
・
ア

プ
ロ
ー
チ
」
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
「
友
情
、
愛
情
、
恋
愛
関
係
」

に
つ
い
て
は
、
五
〜
八
歳
で
は
「
愛
情

は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
表
現
で
き
る
こ

と
を
認
識
す
る
」、
九
〜
十
二
歳
で
は

「
成
長
す
る
な
か
で
自
分
の
友
情
や
愛

情
を
表
現
す
る
方
法
が
変
化
す
る
こ
と

を
省
察
す
る
」、
十
二
〜
十
五
歳
で
は

「
愛
情
、
友
情
、
夢
中
に
な
る
と
い
っ

た
感
情
と
、
性
的
魅
力
を
感
じ
る
こ
と

を
区
別
す
る
」、
十
五
歳
〜
十
八
歳
以

上
で
は
「
適
切
な
方
法
で
親
愛
や
愛
情

を
表
現
す
る
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

﹇
事
例
﹈

　

子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
、「
な

ん
で
結
婚
し
た
ら
赤
ち
ゃ
ん
が
で

き
る
の
？
赤
ち
ゃ
ん
っ
て
ど
う
や

っ
て
で
き
る
の
？
」
と
聞
か
れ
ま

し
た
。

（
小
学
四
年
生
ま
で
日
本
の
公
立
小

学
校
。
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校

で
小
学
六
年
生
）

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
こ

か
ら
来
る
の
」
あ
る
い

は
「W

here Do Babies 
Com

e From

」
と
い
う
の
は
、
三
歳
か

ら
五
歳
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
に
特
有
の
質

問
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
世
界
各
地
で
絵

本
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
な
疑
問
で
す
。
自
分
や
友

達
に
弟
や
妹
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
周
囲

に
妊
婦
さ
ん
が
多
い
世
代
だ
か
ら
な
の

か
、
こ
の
時
期
に
自
分
の
起
源
に
つ
い

て
の
根
源
的
な
問
を
考
え
る
よ
う
に
な

る
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
質
問

が
出
た
ら
性
教
育
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

０
歳
か
ら
の
性
教
育

０
歳
か
ら
の
性
教
育

赤
ち
ゃ
ん
の
「
出
口
」

赤
ち
ゃ
ん
の
「
出
口
」
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MMMMM

MMMMM

MMMMM

MMMMM

で
す
。

　

こ
の
質
問
が
出
た
ら
率
直
に
ほ
ん
と

う
の
こ
と
を
話
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
否
定
す
る

必
要
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界

中
に
か
ぐ
や
姫
や
桃
太
郎
や
親
指
姫
の

よ
う
な
お
話
が
あ
り
、
子
ど
も
は
そ
う

い
う
お
話
が
大
好
き
で
す
。
私
の
娘
は

「
神
様
の
国
か
ら
来
た
」
と
い
う
記
憶

を
語
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、

子
ど
も
の
魂
の
起
源
の
一
つ
の
真
実
で

あ
り
、
肉
体
の
起
源
の
お
話
と
な
ん
ら

矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
は
な
ん
の
偏
見
も
な
く
ど
ち
ら
も

自
然
に
、
同
時
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
肉
体
の
こ
と
を
話
そ
う
と

す
る
と
、
そ
も
そ
も
女
性
の
性
器
の
こ

と
を
何
と
呼
ぶ
の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
男

の
子
に
は
「
お
ち
ん
ち
ん
」
と
い
う
全

国
共
通
の
呼
び
名
が
あ
る
の
に
、
女
の

子
の
場
合
は
安
心
し
て
使
え
る
こ
と
ば

が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
外
国
語

で
も
よ
く
見
ら
れ
る
問
題
で
、
結
果
と

し
て
女
性
を
抑
圧
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
お
風
呂
で

母
親
が
女
の
子
に
「
○
○
を
き
れ
い
に

洗
い
な
さ
い
ね
」
と
言
う
と
し
た
ら
、

○
○
の
部
分
は
何
と
言
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
？　

こ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
言
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
女
性
が
自
分
の

性
を
自
分
で
管
理
す
る
た
め
の
第
一
歩

で
も
あ
り
ま
す
。
従
来
、「
わ
れ
め
」「
お

ま
ん
こ
」「
あ
そ
こ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
が
使
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

最
近
は
「
お
ま
た
」
と
い
う
こ
と
ば
が

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
印

象
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
：h

ttp
s://w

w
w
.n
h
k
.o
r.jp
/

m
inplus/0029/topic110.htm

l

）

﹇
事
例
﹈

　

入
浴
中
、
小
学
二
年
生
の
長
女

が
「
ど
う
や
っ
て
入
れ
る
の
？
」

と
。
凸
凹
の
形
を
例
に
、
マ
マ
の

体
を
見
せ
な
が
ら
、「
こ
こ
に
、

種
を
入
れ
る
よ
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
ア
メ
リ
カ
、
現
地
校
）

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

て
く
る
と
き
の
通
り
道

と
、
お
父
さ
ん
の
種
が

お
母
さ
ん
の
体
の
中
に
入
っ
て
い
く
と

き
の
入
り
口
は
、
双
方
向
の
「
命
の
通

り
道
」
な
ん
で
す
ね
。
子
ど
も
の
年
齢

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
だ

け
で
十
分
な
は
ず
で
す
。
小
さ
な
子
ど

も
は
解
剖
学
的
な
説
明
を
期
待
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
大
切
な

の
は
「
何
で
も
聞
け
る
・
話
せ
る
」
と

い
う
親
子
の
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

よ
く
絵
本
の
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
が
、

絵
本
に
よ
っ
て
は
性
交
を
描
い
た
も
の

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
小
さ
な
子
ど
も

は
そ
う
い
う
本
も
大
好
き
な
も
の
で
す
。

絵
本
は
基
本
的
に
セ
ッ
ク
ス
の
こ
と
を

愛
情
の
あ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
イ
メ
ー
ジ

で
描
い
て
い
て
、
親
と
し
て
も
安
心
し

て
読
み
聞
か
せ
で
き
る
も
の
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
自
分
の
メ
ガ
ネ
に
か
な
う

本
を
自
分
の
目
で
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

三
歳
か
ら
八
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
年

齢
で
は
性
に
つ
い

て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

意
識
を
持
っ
て
い

る
子
ど
も
は
少
な

く
、「
セ
ッ
ク
ス

は
素
敵
な
こ
と
、

大
切
な
こ
と
」
と

理
解
さ
せ
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
逆
に

こ
う
し
た
こ
と
は

親
密
な
人
と
し
か

話
さ
な
い
話
題
な

の
に
、
最
も
親
密
な
親
に
も
逃
げ
ら
れ

て
し
ま
う
と
、「
こ
う
い
う
こ
と
は
誰

と
も
話
し
て
は
い
け
な
い
の
だ
」
と
い

う
意
識
だ
け
が
子
ど
も
に
伝
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

性
の
こ
と
を
家
庭
で
知
る
機
会
の
な

か
っ
た
子
ど
も
は
、
の
ち
に
友
達
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
知
識
を
得
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
も
の
に
美
し

い
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
危
険
な
情
報
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
学
校
で
は
、
小
学
校
の
高
学

年
で
生
理
に
つ
い
て
の
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
そ
の
授
業
は
し
ば
し
ば

唐
突
で
、
駆
け
足
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を

カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の「
入
り
口
」

赤
ち
ゃ
ん
の「
入
り
口
」

愛と命をめぐる
セセセセセセククククククシシシシシシュュュュュュアアアアアアリリリリリリテテテテテティィィィィィティテテティティティテテティテティテテティティティテテティテ 教育教育教育教育教育教育

https://www.nhk.or.jp/minplus/0029/topic110.html


赤
ち
ゃ
ん
の

　

タ
ネ
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詳
し
い
こ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
か
っ
た

と
い
う
人
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

し
か
も
場
合
に
よ
っ
て
は
女
子
だ
け

集
め
ら
れ
て
、
強
い
緊
張
感
の
な
か
で

授
業
が
行
わ
れ
る
の
で
、
子
ど
も
に
は

「
男
子
に
は
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
汚
い
こ
と
、
イ
ケ
ナ
イ
こ
と
」

と
い
う
印
象
が
残
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

中
途
半
端
な
授
業
で
、
自
分
が
生
ま

れ
て
き
た
の
は
親
が
イ
ケ
ナ
イ
こ
と

（
汚
い
こ
と
）
を
し
た
か
ら
だ
っ
た
と

い
う
印
象
を
受
け
て
、「
シ
ョ
ッ
ク
だ

っ
た
」
と
い
う
大
学
生
も
い
ま
す
。

﹇
事
例
﹈

　

息
子
が
六
年
生
の
と
き
に
、
男

性
の
器
官
と
女
性
の
器
官
と
子
ど

も
が
で
き
る
仕
組
み
の
説
明
が
あ

り
、
生
理
な
ど
思
春
期
の
体
に
起

こ
る
変
化
に
つ
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
ま
し
た
。
基
本
的
に
は

思
春
期
対
応
を
重
視
し
、
生
理
用

品
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し

い
説
明
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
性
交

に
つ
い
て
は
生
物
学
的
な
説
明
。

コ
ン
ド
ー
ム
や
避
妊
に
つ
い
て
も

触
れ
た
よ
う
で
す
。
女
の
子
の
一

部
は
き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
言
っ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
当
時
の
担
任
の
先

生
は
ベ
テ
ラ
ン
の
女
性
で
経
験
豊

富
、
ど
ん
な
反
応
に
も
動
じ
な
い
、

ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
対
応
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
タ
ン
ポ

ン
の
実
物
を
水
に
浸
し
て
、
ど
の

く
ら
い
吸
収
力
が
あ
る
か
を
見
せ

た
う
え
で
、
そ
の
濡ぬ

れ
た
タ
ン
ポ

ン
を
子
ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
投

げ
る
！
と
か
。
数
分
間
は
教
室
中
、

濡
れ
た
タ
ン
ポ
ン
投
げ
で
盛
り
上

が
っ
た
ら
し
い
で
す
。

（
イ
ギ
リ
ス
、現
地
校
、現
在
十
三
歳
）

﹇
事
例
﹈

　

ア
メ
リ
カ
で
教
き
ょ
う
べ
ん鞭
を
執
っ
て
い

た
と
き
、
あ
る
日
本
人
の
お
母
さ

ん
か
ら
「
困
っ
て
い
る
の
で
助
け

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

娘
さ
ん
（
私
の
生
徒
の
ひ
と
り
）

が
家
族
写
真
を
見
て
家
族
の
顔
が

似
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て

質
問
し
た
そ
う
で
す
。
お
母
さ
ん

は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
が
、
娘
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
こ

と
な
ら
知
っ
て
い
る
。
実
際
に
ど

う
や
っ
た
ら
精
子
と
卵
子
が
ま
ざ

る
の
か
を
知
り
た
い
」
と
言
っ
た

そ
う
で
、
私
に
説
明
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
具
体
的

な
話
も
し
て
い
い
か
許
可
を
取
り
、

実
際
に
父
親
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
こ
う
い

う
ふ
う
な
性
交
を
通
し
て
母
親
の

体
内
に
入
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

娘
さ
ん
が
と
っ
て
も
納
得
し
て
帰

っ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
ア
メ
リ
カ
）

﹇
事
例
﹈

　

息
子
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
い
ろ

い
ろ
知
り
た
が
り
屋
な
の
で
す
が
、

五
歳
か
六
歳
ご
ろ
に
、
た
し
か
お

風
呂
に
入
っ
た
あ
と
で
、
自
分
の

陰い
ん
の
う嚢
を
指
さ
し
て
「
何
が
入
っ
て

る
の
？
」
と
聞
い
て
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
タ
マ
タ
マ
」
と
答

え
る
と
、「
そ
れ
に
は
何
が
入
っ

て
る
の
？
」
と
。
あ
れ
、
も
う
こ

う
い
う
話
な
の
か
、
思
っ
た
よ
り

早
か
っ
た
な
あ
…
…
と
思
い
つ
つ
、

「
赤
ち
ゃ
ん
の
タ
ネ
」
と
答
え
ま

し
た
。
本
人
は
、「
ひ
え
え
え
」

と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

私
は
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

「
そ
の
タ
ネ
が
、
女
の
人
が
持
っ

て
い
る
卵
と
く
っ
つ
い
て
、
赤
ち

ゃ
ん
が
で
き
る
ん
だ
よ
」
と
説
明
。

こ
れ
は
私
も
深
い
考
え
と
か
方
針

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
ん

に
そ
の
場
で
口
を
つ
い
て
出
て
し

ま
っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、
息
子

が
科
学
好
き
な
の
で
、た
ぶ
ん「
事

実
」
を
言
っ
て
お
か
な
い
と
納
得

し
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
気
が
し

た
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
あ
と
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
、
笑

い
な
が
ら
…
…
と
い
う
状
況
も
よ

か
っ
た
か
な
と
。

（
イ
ギ
リ
ス
、現
地
校
、現
在
十
三
歳
）

 

男
の
子
と
の
会
話

男
の
子
と
の
会
話



　
こ
れ
は

も
ち
ろ
ん

大
事
だ
が

い
ち
ば
ん

大
事
な
の
は

相
手
へ
の

　
リ
ス
ペ
ク
ト

　

だ
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﹇
事
例
﹈

　

息
子
が
小
さ
い
と
き
か
ら
私

（
母
）
が
生
理
に
な
る
と
普
通
に

生
理
痛
で
つ
ら
い
と
言
う
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
な
ぜ
生
理
が
あ
る
の

か
（
赤
ち
ゃ
ん
の
部
屋
に
な
る
け

れ
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
な
け
れ

ば
部
屋
は
い
ら
な
い
の
で
流
れ
出

て
し
ま
う
）
な
ど
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
小
学
校
低
学
年
ま
で
は

い
っ
し
ょ
に
お
風
呂
に
入
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
体
の
こ
と
も
ホ
ル

モ
ン
な
ど
も
含
め
て
必
要
に
応
じ

て
話
し
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で

理
解
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
実
際
に
学
校

で
習
っ
た
と
き
や
友
達
か
ら
話
を

聞
い
た
と
き
に
、
息
子
の
頭
の
中

で
つ
な
が
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。

　

初
め
て
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
で

き
た
と
き
は
、
夫
に
避
妊
の
話
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
か
ら
は
、

好
き
な
女
の
子
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
子
も
息
子
の
こ
と
を
好

き
な
こ
と
は
素
晴
し
い
こ
と
で
あ

り
、
キ
ス
そ
の
他
の
性
的
な
か
か

わ
り
を
深
め
た
く
な
る
の
は
人
間

と
し
て
ご
く
自
然
な
こ
と
、
と
話

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
自
分
が
し
た

く
て
も
、
彼
女
が
し
た
く
な
か
っ

た
ら
無
理
や
り
は
絶
対
に
い
け
な

い
と
い
う
よ
う
な
メ
ン
タ
ル
な
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。
つ
き
合
う
と

い
う
こ
と
は
、
性
的
な
こ
と
だ
け

で
な
く
つ
ね
に
相
手
へ
の
リ
ス
ペ

ク
ト
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
六
年
生
ま
で
は
公

立
、
七
年
生
か
ら
は
ユ
ダ
ヤ
系
の
私

立
高
校
に
編
入
）

　

男
の
子
に
つ
い
て
の

二
つ
の
事
例
、
い
ず
れ

も
ふ
だ
ん
か
ら
親
子
で

よ
い
話
し
合
い
が
で
き
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
て
、
い
ず
れ
も
素
晴
し
い
と

思
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
事
例
で
は
、

お
父
さ
ん
も
そ
う
し
た
会
話
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
が
互
い
に
思
い
や

り
と
リ
ス
ペ
ク
ト
を
持
ち
、
し
っ
か
り

と
模
範
に
な
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て

い
る
こ
と
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
な

に
よ
り
の
教
育
に
な
り
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
の
な
か
に
は
、
子
ど
も
の

性
と
か
体
の
こ
と
は
妻
に
任
せ
て
お
け

ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
仕
事
の
関
係

で
お
子
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
す
機
会
が

持
て
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
う
い
う
状
況
に
置
か
れ
た
父

親
こ
そ
、
意
識
し
て
子
ど
も
と
親
密
な

関
係
を
築
く
努
力
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
は
あ
っ
と
い
う
間

に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
族

で
親
密
な
こ
と
を
話
す
と
き
、
い
つ
も

お
父
さ
ん
だ
け
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
ら
、
誰
に
と
っ
て
も
残
念
な

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
母
さ
ん
に
は
説
明
し
づ
ら
い
か
も

し
れ
な
い
テ
ー
マ
に
、
男
の
子
の
性
器

の
衛
生
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で

は
、
亀
頭
と
包
皮
に
つ
い
て
昔
か
ら
誤

っ
た
情
報
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
お

父
さ
ん
も
正
し
い
知
識
を
学
ん
で
か
ら

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い＊

４

。
基
本
は
、

包
皮
が
む
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
子
ど

も
が
自
分
で
む
い
て
自
分
で
中
身
（
亀

頭
）
を
洗
う
こ
と
。
洗
っ
た
ら
決
し
て

む
き
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
（
も
と
の
よ

う
に
亀
頭
を
覆
っ
た
状
態
に
戻
し
て
お

く
）
こ
と
で
す
。

https://w
w
w
.jase.faje.or.jp/jigyo/

journal/seikyoiku_journal_201910.
pdf﹇

事
例
﹈

　

何
回
セ
ッ
ク
ス
し
た
の
？
（
セ

ッ
ク
ス
で
子
ど
も
が
で
き
る
こ
と

は
知
っ
て
る
の
で
踏
み
込
ん
で
き

＊
４
亀
頭
と
包
皮
、
特
に
包
茎
に
つ
い
て
は
日
本
の

成
人
男
性
の
な
か
に
大
き
な
誤
解
が
広
ま
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

お
父
さ
ん
の
役
割

お
父
さ
ん
の
役
割

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

大
切
に

大
切
に

https://www.jase.faje.or.jp/jigyo/journal/seikyoiku_journal_201910.pdf


　
２
人
き
ょ
う
だ
い

と
い
う
こ
と
は

２
回
セ
ッ
ク
ス
を
し
た

　
と
い
う
こ
と
か
な
あ
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ま
し
た
が
、
回
答
に
困
り
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
だ
か
ら

ノ
ー
コ
メ
ン
ト
！
」
で
押
し
切
り

ま
し
た
が
）

（
ア
メ
リ
カ
、
現
地
校
の
六
年
生
と

中
学
二
年
生
）　

も
し
か
し
た
ら
、
お

母
さ
ん
が
回
答
に
困
っ

た
の
と
は
違
う
意
味
の

質
問
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
赤

ち
ゃ
ん
は
セ
ッ
ク
ス
で
で
き
る
」
と
知

っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
き
ょ
う
だ
い
の

人
数
と
同
じ
回
数
だ
け
親
が
セ
ッ
ク
ス

し
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
い
つ
セ
ッ
ク
ス
し

た
の
？
」
と
い
う
質
問
も
多
く
聞
か
れ

ま
す
が
、
こ
の
質
問
も
、「
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
何
カ
月
（
何
年
？
）
前
に
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
セ
ッ
ク
ス
し

た
の
？
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
お
母
さ
ん
の
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
だ
か
ら
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
！
」
と

い
う
回
答
が
素
晴
し
い
。
お
子
さ
ん
が

質
問
し
た
こ
と
自
身
を
否
定
す
る
の
で

は
な
く
、
セ
ッ
ク
ス
は
親
密
で
大
切
な

こ
と
で
、
人
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
べ

き
こ
と
だ
と
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。性
に
ま
つ
わ
る
こ
と
が「
恥

ず
か
し
い
」
と
い
う
感
情
を
も
た
ら
す

の
は
当
然
で
す
。
す
べ
て
を
あ
か
ら
さ

ま
に
語
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
繊
細
な
心
の
動
き
を
理
解
す
る
力

を
養
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

思
春
期
を
迎
え
た
子
ど
も
を
持
つ
親

か
ら
は
、「
子
ど
も
部
屋
に
入
っ
た
ら

子
ど
も
が
自
慰
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

目
撃
し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学
生
た
ち
に
聞

く
と
「
何
も
言
わ
ず
ほ
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
」
と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
で
す
。

見
ら
れ
た
の
は
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

叱
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
謝
ら
れ
て

も
困
る
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
も

子
ど
も
部
屋
に
カ
ギ
を
つ
け
て
ほ
し
い
、

子
ど
も
部
屋
に
入
る
と
き
は
せ
め
て
ノ

ッ
ク
を
し
て
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
、
子

ど
も
部
屋
の
中
に
何
が
置
い
て
あ
る
の

か
、
何
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は

知
っ
て
ほ
し
く
な
い
、
と
い
う
声
が
上

が
り
ま
す
。
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
し
て
ほ
し
い
、
こ
れ
は
お
互
い

さ
ま
だ
か
ら
、
親
に
も
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
で
す
。
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ

れ
た
ら
大
き
な
声
で
苦
情
を
言
う
べ
き

な
ん
で
す
。

﹇
事
例
﹈

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ふ
れ
あ
い
を
な
く

し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
他
人
と
の

境
界
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
ま

ず
は
男
の
子
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
、

女
の
子
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
と
分
け

て
、
体
を
使
っ
て
押
し
た
り
触
れ

た
り
す
る
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。

い
ま
は
男
女
ま
ざ
っ
た
グ
ル
ー
プ

で
の
体
験
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

触
れ
る
と
い
う
体
験
を
す
る
こ
と
、

そ
し
て
他
人
の
境
界
と
自
分
の
境

界
を
確
か
め
る
こ
と
。
そ
う
い
う

体
験
を
経
て
本
格
的
な
性
の
教
育

を
し
て
い
く
、
と
い
う
流
れ
の
よ

う
で
す
。

（
ド
イ
ツ
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
、

小
学
三
年
生
）

﹇
事
例
﹈

good
 touch/b

ad
 touch

か
ら
始
ま
り
、
自
分
の
体
と
友
達

の
体
の
境
界
、
人
を
尊
重
し
大
切

に
す
る
こ
と
、
無
理
強
い
し
な
い

こ
と
な
ど
を
学
び
、
次
い
で
体
の

部
分
の
名
称
な
ど
学
ぶ
よ
う
で
す
。

（
ア
メ
リ
カ
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
学
校
、

小
学
二
年
生
）　

こ
の
授
業
は
コ
ロ
ナ

禍
で
互
い
の
体
に
触
れ

る
機
会
が
極
端
に
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
教

室
に
戻
っ
て
き
て
行
わ
れ
た
も
の
の
よ

う
で
す
が
、
互
い
の
体
に
触
れ
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
気
持

ち
よ
く
て
、
ど
う
さ
れ
た
ら
イ
ヤ
な
の

か
と
い
う
感
覚
を
確
か
め
合
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
う
い
う
快
と
不
快
の
境
界
を

グ
ッ
ド
タ
ッ
チ
と

グ
ッ
ド
タ
ッ
チ
と

バ
ッ
ド
タ
ッ
チ

バ
ッ
ド
タ
ッ
チ
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自
分
の
体
で
知
り
、
相
手
に
も
同
じ
よ

う
な
境
界
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
自
分
と

他
人
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
に
は
、
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、「
大
声
で
ノ
ー
と
叫
ぶ
」
こ

と
を
教
え
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
も
ち

ろ
ん
そ
れ
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
グ

ッ
ド
タ
ッ
チ
の
素
晴
し
さ
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま

す
。
自
分
の
体
と
感
覚
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と

伝
え
た
い
も
の
で
す
。
障
害
者
向
け
の

性
教
育
を
実
践
し
て
い
る
先
生
か
ら
伺

っ
た
の
は
、
ま
ず
「
気
持
ち
い
い
」
と

い
う
感
覚
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

温
め
た
タ
オ
ル
、
冷
や
し
た
タ
オ
ル
、

足
湯
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
体
験
し
て

も
ら
う
そ
う
で
す
。

﹇
事
例
﹈

　

外
国
人
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
を
出
て
フ
ラ
ン
ス
へ
発た

つ
と
き
に
、
母
と
父
に
思
い
切
り

ハ
グ
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
思
い

ま
し
た
。
こ
う
や
っ
て
ほ
し
か
っ

た
ん
だ
、
と
。
も
っ
と
ふ
れ
あ
い

た
か
っ
た
ん
だ
、
と
。
そ
れ
か
ら

は
、
一
時
帰
国
す
る
た
び
に
思
い

切
り
ハ
グ
を
し
て
い
ま
す
（
父
母

は
違
和
感
を
抱
き
つ
つ
も
許
容
し

て
く
れ
て
い
ま
す
！
）

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
ハ
グ
や
ビ
ズ

（
頬
に
す
る
キ
ス
）
は
日
常
茶
飯

事
な
の
で
、
子
ど
も
も
大
人
を
見

て
し
た
い
と
き
に
自
然
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
フ
ラ
ン
ス
、
子
ど
も
は
公
立
の
幼

稚
園
年
少
組
三
歳
）

　

こ
れ
も
グ
ッ
ド
タ
ッ

チ
の
一
例
で
す
ね
。
親

子
で
も
グ
ッ
ド
タ
ッ
チ

を
積
み
重
ね
て
、ま
さ
に
「
ふ
れ
あ
い
」

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
バ
ッ
ド
タ
ッ
チ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
は
、
自
分
や
他
人
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ゾ
ー
ン
を
尊
重
し
、
そ
の
安
全
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
ド
イ
ツ
か
ら
の
回
答
に
は

も
う
一
つ
事
例
が
書
か
れ
て
い
て
、
こ

ち
ら
は「
ノ
ー
と
言
う
こ
と
の
大
切
さ
」

に
触
れ
て
い
ま
す
。

﹇
事
例
﹈

　

昨
年
末
、
通
り
す
が
り
の
車
か

ら
「
乗
せ
て
い
く
よ
」
と
下
校
中

の
子
ど
も
に
声
を
か
け
る
不
審
者

の
情
報
が
出
さ
れ
た
と
き
に
、
警

察
と
学
校
か
ら
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
大
事
な
の
は
子
ど

も
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え

る
こ
と
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
子
ど
も

を
怖
が
ら
せ
た
り
、
大
人
が
パ
ニ

ッ
ク
に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
に

恐
怖
心
を
植
え
つ
け
る
こ
と
が
も

っ
と
も
危
な
い
の
で
、
落
ち
着
い

て
、
子
ど
も
が
そ
の
と
き
に
す
べ

き
こ
と
を
子
ど
も
に
教
え
る
こ
と
。

そ
し
て
大
人
は
そ
れ
が
可
能
だ
と

い
う
態
度
を
見
せ
る
よ
う
に
指
示

さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
子
ど
も
た

ち
は
自
信
を
持
っ
て
逃
げ
る
、
助

け
を
求
め
れ
ば
い
い
の
だ
、
と
い

う
こ
と
を
学
ん
で
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ノ
ー
と
言
う
態
度
、
さ

ら
に
そ
れ
が
子
ど
も
に
も
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

﹇
事
例
﹈

　

小
学
五
年
生
の
と
き
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
Ｉ
Ａ
＋
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
息
子
に
よ

る
と
、
概
略
と
し
て
は
「
自
分
は

自
分
で
あ
っ
て
い
い
。
他
人
が
違

う
こ
と
も
そ
れ
を
認
め
、
い
じ
め

た
り
し
な
い
」
と
い
う
話
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
政
府
と
し
て
の
方
針

は
こ
ち
ら
に
も
情
報
が
あ
り
ま
す
：

https://educationhub.blog.
g
o
v
.u
k
/2
0
2
3
/0
3
/1
0
/

w
h
a
t-d
o
-c
h
ild
re
n
-a
n
d
-

y
o
u
n
g
-p
e
o
p
le
-le
a
rn
-in
-

re
la
tio
n
sh
ip
-se
x
-a
n
d
-

health-education/

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
つ
い
て
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
は
身
近
な
話
で
す
。

息
子
の
ク
ラ
ス
に
は
、「
お
父
さ

ん
が
ふ
た
り
」
と
い
う
同
級
生
も

い
ま
し
た
。
学
年
で
ひ
と
組
だ
け

だ
っ
た
の
で
、
入
学
当
時
は
少
し

驚
き
も
あ
っ
た
と
思
う
け
れ
ど
、

み
ん
な
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
、

普
通
に
保
護
者
と
し
て
つ
き
合
っ

さ
ま
ざ
ま
な

さ
ま
ざ
ま
な

性
的
志
向

性
的
志
向

愛と命をめぐる
セセセセセセククククククシシシシシシュュュュュュアアアアアアリリリリリリテテテテテティィィィィィティテテティティティテテティテティテテティティティテテティテ 教育教育教育教育教育教育

https://educationhub.blog.gov.uk/2023/03/10/what-do-children-and-young-people-learn-in-relationship-sex-and-health-education/


　

ひ
と
り
は

マ
マ
だ
け
ど
ね

サ
ッ
カ
ー
う
ま
い
の
も

　

マ
マ
だ
し

お
父
さ
ん

２
人
い
て
い
い
よ
ね

サ
ッ
カ
ー
教
え
て

も
ら
え
る
し
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て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
夫
の

知
り
合
い
に
は
女
性
同
士
で
結
婚

し
た
人
た
ち
も
い
る
し
、
同
性
婚

は
ご
く
普
通
の
こ
と
で
す
。
で
も

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
時
代
に
教
育
を

受
け
た
人
は
、「
学
校
で
同
性
愛

を
促
進
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
よ
う
な
法
令
も
あ
っ
た
し
、
宗

教
的
に
「
罪
」
と
さ
れ
た
時
代
も

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
い
ま
の
教
育

を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
中
学

で
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
機
会
に
話
を
し
て
い
る
よ
う

で
、
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
イ
ギ
リ
ス
、現
地
校
、現
在
十
三
歳
）

　

特
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
現
地
校
に

通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
場
合
、
こ
う

し
た
内
容
に
つ
い
て
も
学
校
で
教
わ
る

こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

の
方
が
親
よ
り
も
先
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
よ
り
保
守
的
な
文
化

や
家
庭
の
な
か
で
育
っ
て
き
た
親
に
と

っ
て
は
試
金
石
と
な
る
場
面
で
す
が
、

人
権
や
差
別
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で

親
の
方
が
社
会
全
体
の
価
値
観
の
変
化

に
追
い
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
や
が
て
子
ど
も
か
ら

「
時
代
遅
れ
の
偏
見
」
だ
と
非
難
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
日
本

で
も
、
若
者
の
感
覚
は
め
き
め
き
と
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
に
よ
り
、
子

ど
も
は
親
よ
り
も
二
十
年
か
ら
三
十
年

先
の
未
来
を
生
き
て
い
く
の
で
す
か
ら
。

﹇
事
例
﹈

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
。

学
校
な
ど
で
子
ど
も
の
名
前
を
書

く
と
き
に
性
別
の
欄
に〝Fem

ale

〞

と〝M
ale

〞
の
次
に〝O
ther

〞
あ

る
い
は
〝P

refer not to say

〞

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
キ
ン
ダ
ー
の

こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
、
ま
た
学
校
以

外
で
も
、
大
人
子
ど
も
関
係
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
ア
ン
ケ
ー
ト

や
会
合
へ
の
参
加
の
記
名
な
ど
で

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
あ
る
表
現

で
す
。
私
は
こ
の
表
現
が
好
き
で
、

子
ど
も
時
代
か
ら
自
然
な
こ
と
と

し
て
受
け
入
れ
る
環
境
は
素
晴
し

い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
ア
メ
リ
カ
、現
地
校
、小
学
二
年
生
）

﹇
事
例
﹈

　

私
が
体
験
し
た
こ
と
で
す
が
、

大
学
の
保
健
の
授
業
で
性
病
に
つ

い
て
教
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
教
師
が
実
際
に
性
病
に

か
か
っ
た
男
性
器
、
女
性
器
の
写

真
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
な
か
に
は
形
を
判
断
で
き
な

い
く
ら
い
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

先
生
は
「
こ
れ
を
見
て
、
自
分
や

パ
ー
ト
ナ
ー
が
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
ち
早
く

わ
か
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
高
校
の
女
子
寮
で

寮
長
を
し
て
い
た
と
き
に
、
毎
月

何
か
レ
ッ
ス
ン
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
乳
が
ん
に

つ
い
て
、
小
さ
な
豆
の
上
に
シ
リ

コ
ン
で
で
き
た
胸
の
模
型
を
置
い

て
、
上
か
ら
指
で
押
し
て
そ
の
豆

を
感
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
レ
ッ
ス

ン
を
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
い

か
に
そ
の
豆
を
感
じ
取
る
の
が
難

し
い
か
を
実
感
し
、
そ
の
あ
と
の

レ
ッ
ス
ン
を
真
剣
に
受
け
止
め
て

い
ま
し
た
。

（
ア
メ
リ
カ
）

　

世
界
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
？　

次
に
子
ど
も
に
何
か
を

聞
か
れ
た
ら
、
話
し
合
い
が
で
き
そ
う

で
し
ょ
う
か
？　

最
後
に
紹
介
し
た
い

の
は
こ
の
回
答
で
す
。

　

生
き
て
い
く
な
か
で
、
出
会
っ

た
人
や
動
物
と
の
別
れ
で
「
命
」

を
知
り
、
身
近
な
人
、
特
に
パ
パ

と
マ
マ
が
困
難
な
と
き
も
支
え
合

う
こ
と
や
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

で「
愛
」を
知
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
ア
メ
リ
カ
、
現
地
校
、
十
七
歳
男

子
／
十
五
歳
女
子
／
十
三
歳
女
子
）

愛と命をめぐる
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「
も
ち
ろ
ん
、
文
学
館
も
博
物
館
の
一

つ
の
形
で
す
」
と
、
栗
原
祐
司
さ
ん
は
言

う
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
で

は
、文
学
館（literary m

useum

）を「
文

学
を
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
た
施
設
で
あ
り
、
文
学
と
そ

の
社
会
的
役
割
に
関
す
る
知
識
を
促
進
す

る
た
め
に
、
博
物
館
学
的
な
方
法
で
資
料

を
取
得
、
保
存
、
伝
達
す
る
機
関
で
あ
る
」

と
定
義
づ
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
簡
単
に
言
う
と
、
文
学
資
料
の
閲
覧

を
手
が
か
り
に
、
作
家
の
人
生
や
作
品
世

界
に
興
味
を
持
ち
、
読
書
す
る
こ
と
を
促

さ
れ
る
施
設
で
す
」

　

明
治
の
文
豪
の
ち
ょ
っ
と
気
難
し
い
雰

囲
気
の
肖
像
写
真
、
判
読
不
可
能
な
ま
で

に
赤
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
自
筆
原
稿
、

本
が
雑
然
と
積
み
上
が
っ
た
作
家
の
書
斎
、

愛
用
の
万
年
筆
と
原
稿
用
紙
、
貴
重
な
初

版
本
…
…
。
形
が
あ
る
よ
う
な
、
な
い
よ

う
な
。

　
「
具
体
的
な
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
文
学

館
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
」

　

栗
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
一
つ
は
日
本
近

代
文
学
館
に
代
表
さ
れ
る
総
合
文
学
館
だ
。

そ
の
後
、
各
地
に
県
立
や
市
立
の
総
合
文

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
古
い
も
の
や
貴
重
な
も
の
が
ず
ら
り
と
並

ん
で
い
る
。
美
術
館
な
ら
絵
画
や
彫
刻
、
考
古
・
歴
史
博
物
館
な
ら

土
器
や
古
文
書
、
自
然
史
博
物
館
な
ら
自
然
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ

や
恐
竜
の
骨
格
標
本
…
…
。

　
で
は「
文
学
館
」に
は「
文
学
」が
展
示
し
て

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
で
も「
文
学
の
展
示
」っ

て
、い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
？

　
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
扉
を
ひ
ら
い
て

き
た
毎
年
夏
の
恒
例
特
集
。今
回
は「
文
学
館
」

の
登
場
だ
。ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
は
お
な
じ
み
、
国
内

外
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
栗

原
祐
司
さ
ん（
国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
、
国
際
博
物
館

会
議
日
本
委
員
会
副
委
員
長
）。

　
後
半
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
文
学
館
二
館

を
紹
介
す
る
。

取
材
・
文
　
只
木
良
枝

提供：栗原祐司漱石山房記念館（東京都新宿区）
提供：栗原祐司

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
京
都
府
宇
治
市
）

特集2

文
学
へ
の
扉
を
ひ
ら
くく

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

文
学
館
も
博
物
館
？
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学
館
が
で
き
、
そ
の
地
域
ゆ
か
り
の
作
家

な
ど
の
作
品
や
関
連
す
る
資
料
を
展
示
し

紹
介
し
て
い
る
。

　
「
県
立
文
学
館
は
全
国
に
十
五
館
ほ
ど
。

ハ
コ
モ
ノ
を
持
た
ず
に
『
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
』（https://w

w
w

.
artm

.pref.hyogo.jp/bungaku/

）の
よ
う

に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
存
在
す
る
例
も
あ

り
ま
す
ね
」

　

も
う
一
つ
は
、
作
家
個
人
や
作
品
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
記
念
館
だ
。
作
家
の

旧
宅
な
ど
を
公
開
し
た
り
、
ゆ
か
り
の
品

を
ま
と
め
て
展
示
し
た
り
し
て
い
る
。

　
「
全
国
文
学
館
協
議
会
に
は
、
総
合
文

学
館
や
記
念
館
一
〇
六
館
が
加
盟
。
博
物

館
や
公
共
施
設
、
図
書
館
内
の
文
庫
な
ど

の
施
設
を
含
め
る
と
、
日
本
に
は
文
学
館

的
な
施
設
が
六
六
〇
館
以
上
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
本
に
あ
る
博

物
館
は
約
六
〇
〇
〇
で
す
か
ら
、
そ
の
一

割
程
度
で
す
」

　

意
外
に
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
だ
。

　

で
は
、
同
じ
よ
う
に
書
籍
を
収
蔵
す
る

施
設
で
あ
る
図
書
館
と
は
ど
う
違
う
の
か
。

　
「
文
学
館
が
作
家
の
直
筆
原
稿
や
遺
品

等
の
い
わ
ゆ
る
一
次
資
料
を
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
対
象
と
し
て
保
存
・
公
開
し
て
い
る

の
に
対
し
、
図
書
館
は
印
刷
・
出
版
さ
れ

た
資
料
を
広
く
一
般
の
閲
覧
に
供
し
て
い

ま
す
」
と
栗
原
さ
ん
。
図
書
館
は
、
あ
く

ま
で
も
閲
覧
が
メ
イ
ン
な
の
だ
。

　
「
ま
あ
で
も
、
大
き
な
図
書
館
に
は
『
稀き

覯こ
う

本
コ
ー
ナ
ー
』
な
ど
が
あ
っ
て
、
資
料

と
し
て
の
価
値
が
高
い
も
の
を
展
示
し
て

い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
博
物
館
的
な
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
郷
土

の
作
家
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
り
、
作
家
や

家
族
か
ら
ま
と
め
て
寄
贈
を
受
け
た
本
を

置
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」

　

世
界
に
は
、
国
立
の
文
学
館(N

ational 
Literary M

useum

）
を
持
つ
国
が
い
く

つ
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、

ス
ロ
バ
キ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
南

ア
フ
リ
カ
。
ア
ジ
ア
で
は
台
湾
、
韓
国
、

中
国
な
ど
だ
。

　
「
ご
く
大
雑
把
に
言
う
と
、
か
つ
て
分

断
さ
れ
て
い
た
り
植
民
地
支
配
を
受
け
て

い
た
り
し
て
、
自
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す
る
た
め
の
求
心

力
と
し
て
政
治
的
な
目
的
で
つ
く
ら
れ
た

館
が
多
い
で
す
。
国
立
図
書
館
の
一
部
門

と
し
て
展
示
機
能
を
設
け
て
い
る
国
も
あ

り
ま
す
ね
」

　

日
本
に
は
国
立
の
文
学
館
は
な
い
が
、

一
九
六
七
年
に
財
団
法
人
と
し
て
日
本
近

代
文
学
館
が
設
立
さ
れ
た
。
栗
原
さ
ん
い

わ
く
「
日
本
の
文
学
館
の
総
本
山
」
だ
。

同
館
に
、
理
事
長
の
中
島
国
彦
さ
ん
を
訪

ね
て
話
を
聞
い
た
。

　
「
昭
和
三
十
年
代
後
半
、
文
壇
の
高
見

順
、
小
田
切
進
ら
を
中
心
に
文
学
館
設
立

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
日
本
が
敗
戦
か

ら
経
済
成
長
へ
向
か
っ
て
い
た
時
期
。
出

版
社
が
競
う
よ
う
に
文
学
全
集
を
出
版
し

て
、
文
学
が
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で

　
ア
メ
リ
カ
赴
任
中
に
訪
れ
て
印
象
的
だ

っ
た
の
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ

ェ
イ
博
物
館
（Ernest H

em
ingw

ay 
H

om
e &

 M
useum

）
で
す
。
別
に
愛

読
者
で
も
な
く
、
出
張
の
つ
い
で
に
立
ち

寄
っ
た
ん
で
す
が
、
素
晴
し
い
環
境
に
驚

き
、「
大
し
た
人
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
博
物
館
（N

ational 

S
teinbeck C

enter

）、
や
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
の
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
博
物
館

（M
ark Tw

ain H
ouse &

 M
useum

）

も
そ
う
で
し
た
。
彼
ら
の
作
品
も
文
学
の

知
識
と
し
て
知
っ
て
い
た
だ
け
で
、
き
ち

ん
と
読
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

が
ぜ
ん
読
み
た
く
な
っ
て
本
を
買
い
ま
し

た
。

　
文
学
に
は
、
ど
う
し
て
も
言
語
の
ハ
ー

ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
日
本
美
術
の
専
門
家

は
海
外
で
ど
ん
ど
ん
活
躍
し
て
い
る
の
に
、

日
本
の
文
学
は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
国
際

化
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
海
外
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
日
本

文
学
を
日
本
語
で
理
解
し
、
現
地
の
文
学

も
現
地
の
こ
と
ば
で
理
解
で
き
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
、
こ

の
分
野
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
人
材
で
す
。

ぜ
ひ
日
本
の
文
学
を
、
自
分
の
こ
と
ば
で

世
界
に
紹
介
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

栗
原
祐
司
さ
ん

国
立
科
学
博
物
館
理
事（
兼
）副
館
長

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
日
本
委
員
会
副
会
長

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
国
際
交
流
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

「太宰治文学サロン」（東京都三鷹市）前で

「
総
本
山
」

日
本
近
代
文
学
館
へ

https://www.artm.pref.hyogo.jp/bungaku/
https://www.artm.pref.hyogo.jp/bungaku/
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し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
文
学
資
料
の
散
逸

を
防
ぎ
、
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
ん
で
す
ね
」

　

一
九
六
三
年
に
財
団
法
人
が
発
足
。
川

端
康
成
ら
の
文
壇
有
志
が
設
立
趣
意
書
を

持
っ
て
政
財
界
か
ら
の
寄
付
を
集
め
た
。

一
九
六
七
年
、
東
京
都
目
黒
区
駒
場
公
園

の
一
角
に
、
国
立
で
も
都
立
で
も
な
い
日

本
初
の
文
学
館
が
完
成
し
た
。

　
「
当
時
の
寄
付
金
を
財
政
の
基
礎
と
し

て
、
現
在
で
も
公
的
な
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
な
く
運
営
し
て
い
ま
す
。
支
え
る
人

は
、
皆
、
情
熱
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
よ
」

　

中
島
さ
ん
は
、
文
学
館
の
こ
と
を
愛
情

込
め
て
「
駒
場
」
と
呼
ぶ
。

　
「
文
壇
と
学
会
と
出
版
社
が
協
働
し
て

つ
く
り
あ
げ
た
稀け

う有
な
存
在
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
支
え
合
い
、
共
に
文
学
資
料
を
守

っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
『
駒
場
の

伝
統
』
な
ん
で
す
」

　

同
館
で
文
学
資
料
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

書
籍
と
雑
誌
、
そ
し
て
自
筆
原
稿
だ
。
一

二
〇
万
点
以
上
の
蔵
書
は
館
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
稀き

し
ょ
う少
な
初
版
本
や
、
絶
版
に
な
っ
た

雑
誌
類
。
作
家
の
自
筆
原
稿
な
ど
、
作
家

の
遺
族
な
ど
か
ら
寄
贈
や
寄
託
さ
れ
て
い

る
貴
重
な
資
料
も
多
い
。
著
作
権
ご
と
預

か
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
創
立
か
ら
半
世
紀
た
っ
て
、
館
が
認

知
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

『
駒
場
な
ら
信
頼
で
き
る
』
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
作
家
や
ご
家
族
も
多
い
の
で
す

よ
」
と
中
島
さ
ん
。
近
年
の
展
覧
会
で
は
、

図
録
の
図
版
す
べ
て
が
館
の
収
蔵
品
だ
と

い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

日
本
近
代
文
学
館
に
よ
っ
て
文
学
館
と

い
う
も
の
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
各
地
で
総
合
文
学
館
が
、
そ
し
て
作

家
記
念
館
の
設
立
が
相
次
い
だ
。

　
「
で
き
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
中
身

が
ま
だ
ま
だ
。
相
互
の
交
流
も
な
い
の
で

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
悩
み
も
共
有
で
き
な

い
。
そ
こ
で
一
九
九
四
年
、
当
時
の
中
村

稔
理
事
長
が
全
国
文
学
館
協
議
会
の
設
立

を
呼
び
か
け
た
ん
で
す
」

　

翌
年
に
協
議
会
が
正
式
発
足
。
以
来
、

交
流
は
広
が
り
、
情
報
交
換
は
も
ち
ろ
ん
、

人
材
育
成
や
他
館
と
連
携
し
た
展
示
な
ど

も
実
現
し
て
い
る
。「
人
も
館
も
、
育
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す

ね
」
と
中
島
さ
ん
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
成
果
の
一
つ
が
、

「
３
・
１
１
文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

だ
。
各
地
の
文
学
館
が
「
文
学
と
天
災
地

変
」
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、
各
館

で
工
夫
を
凝
ら
し
た
展
示
を
行
う
。
毎
年
、

数
十
館
が
参
加
し
て
い
る
。

　
「
被
災
の
記
憶
を
持
つ
館
も
、
ま
っ
た

く
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
館
も
あ
り
ま
す
。

規
模
も
状
況
も
違
い
ま
す
か
ら
、
展
示
に

も
正
直
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
一
つ
の
テ
ー
マ
で
文
学
館
が
共
同
展

示
を
す
る
こ
と
に
は
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
」

　

日
本
近
代
文
学
館
で
は
、
文
学
者
が
揮き

毫ご
う

し
た「
東
日
本
大
震
災
に
寄
せ
る
言
葉
」

を
、
毎
年
新
作
を
加
え
な
が
ら
展
示
し
て

い
る
。
自
筆
の
原
稿
か
ら
は
、
文
学
者
の

怒
り
や
叫
び
、
そ
し
て
祈
り
や
希
望
が
に

じ
み
出
て
く
る
よ
う
だ
。

　
「
ま
ず
十
年
や
ろ
う
、
と
言
っ
て
始
め

た
の
で
す
。
二
〇
二
一
年
で
ひ
と
区
切
り

つ
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
も
っ
と
発
展
さ

せ
て
、
別
の
形
で
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
災
害
は
、
東
日
本
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
大
震
災
な
ど
の
歴
史

に
も
、
さ
ら
に
広
島
・
長
崎
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
や
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
な
ど
世
界
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
大
切
な
テ
ー
マ
で
す

か
ら
」

　

中
島
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
と
、

東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、「
災
害
時
に
芸

術
に
何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が

盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。

提供：日本近代文学館

日
本
近
代
文
学
館　

中
島
国
彦
理
事
長

夏
目
漱
石『
こ
こ
ろ
』初
版
本
の
複
刻
本

日本近代文学館で開催された展覧会のチラシ

文
学
館
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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総
合
文
学
館
は
公
立
が
多
い
が
、
記
念

館
は
、
作
家
の
死
後
に
遺
族
や
関
係
者
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
等
が
運
営
し
て
、

旧
宅
や
蔵
書
な
ど
を
公
開
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
。
一
九
四
七
年
に
木
曽
路
の

馬
籠
宿
に
開
館
し
た
島
崎
藤
村
記
念
館
が

そ
の
最
初
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
に
は
作
家
記
念
館
が
と
て
も
多

い
。
大
規
模
な
と
こ
ろ
や
自
治
体
が
や
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
小
規
模
な
私
立
で
、
ど
こ
も
維
持
す

る
の
が
た
い
へ
ん
で
す
」
と
栗
原
さ
ん
。

訪
問
し
た
館
が
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
と
い
う
。

　
「
作
家
の
旧
宅
は
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。司
馬
遼
太
郎
記
念
館（
東

大
阪
市
）
の
よ
う
に
、
自
宅
の
隣
に
記
念

館
を
建
設
し
て
十
分
な
展
示
・
収
蔵
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
の
が
理
想
的
な
の
で
す

が
、
普
通
は
無
理
で
し
ょ
う
」

　

資
料
の
保
全
の
点
か
ら
も
不
安
が
あ
る
。

当
初
は
家
族
が
大
切
に
保
存
し
て
い
て
も
、

代
が
わ
り
や
時
間
の
経
過
と
共
に
散
逸
し

て
し
ま
う
こ
と
も
。

　
「
お
金
に
困
っ
た
遺
族
が
資
料
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
コ
レ
ク
タ
ー
に
売
り
払
っ
ち

ゃ
う
、
な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

資
料
の
保
全
の
た
め
に
は
、
地
元
自
治
体

や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
に
委
ね
る
の
が

い
い
の
で
す
が
…
…
」

　
『
赤
毛
の
ア
ン
』の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
村

岡
花
子
の
資
料
は
、
母
校
で
あ
る
東
洋
英

和
女
学
院
に
寄
贈
さ
れ
て
「
村
岡
花
子
文

庫
」
の
常
設
展
示
が
あ
る
。
昭
和
を
代
表

す
る
作
詞
家
・
阿

久
悠
の
記
念
館
は
、

や
は
り
母
校
の
明

治
大
学
の
一
角
に

あ
る
。
東
京
都
台

東
区
の
中
央
図
書

館
に
は
、『
鬼
平

犯
科
帳
』
な
ど
時

代
小
説
の
大
家
・

池
波
正
太
郎
文
庫

が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
ご
く
少
数
の
恵

ま
れ
た
例
だ
。

　
「
そ
れ
な
り
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
あ

る
作
家
で
な
い
と
、や
は
り
難
し
い
で
す
」

と
栗
原
さ
ん
は
渋
い
顔
に
な
っ
た
。

　

近
年
、
文
学
館
が
扱
う
資
料
の
姿
が
、

急
激
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
マ
ン
ガ
が
文
学
館
の
対
象
に
な
っ
て

き
て
い
て
、
総
合
文
学
館
で
の
企
画
展
も

増
え
て
い
ま
す
。
文
学
を
読
む
人
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
ガ
は
人
気
が

高
い
。
集
客
力
が
圧
倒
的
に
違
い
ま
す
か

ら
ね
」

　

た
と
え
ば
一
九
九
五
年
に
東
京
二
十
三

区
初
の
総
合
文
学
館
と
し
て
開
館
し
た
世

田
谷
文
学
館
で
は
、
年
に
数
回
の
企
画
展

の
う
ち
一
回
は
マ
ン
ガ
が
テ
ー
マ
だ
。
石

ノ
森
章
太
郎
展
以
降
、
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
、

安
野
モ
ヨ
コ
、
谷
口
ジ
ロ
ー
、
山
下
和
美

と
続
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
世
界
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
も
起

き
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
な
か
の
文
学
の
博
物
館

国
際
委
員
会
で
す
が
、
近
年
、『
文
学
と

作
曲
家
の
博
物
館
国
際
委
員
会
』
と
な
っ

た
ん
で
す
よ
」

　

な
ぜ
文
学
と
音
楽
？
と
思
う
が
、
歌
詞

は
詩
だ
か
ら
文
学
だ
。
曲
も
、
楽
譜
と
い

う
作
品
の
資
料
が
存
在
す
る
点
で
、
文
学

と
似
て
い
る
…
…
。

　
「
前
々
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
大
会
の
と
き
、

分
科
会
を
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
た
ら
、

み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
ね
ぇ
」

　

ち
な
み
に
こ
の
委
員
会
、
日
本
の
文
学

館
か
ら
の
参
加
が
少
な
い
の
だ
と
い
う
。

博
物
館
の
国
際
交
流
・
連
携
の
先
頭
に
立

つ
栗
原
さ
ん
は
、
歯
が
ゆ
く
感
じ
て
い
る

よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
大
き
な
変
化
が
、
い
わ
ゆ
る
デ

ジ
タ
ル
ボ
ー
ン
の
作
品
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
る
こ
と
だ
。
パ
ソ
コ
ン
で
執
筆
す
る

作
家
が
増
え
、「
自
筆
原
稿
」
が
存
在
し

な
く
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
の
は
著
者
の

修
正
指
示
が
入
っ
た
校
正
原
稿
、
メ
モ
、

初
版
本
の
サ
イ
ン
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。

歴
代
の
直
木
賞
・
芥
川
賞
受
賞
作
の
自
筆

原
稿
を
収
集
し
て
き
た
日
本
近
代
文
学
館

で
は
、
最
近
は
受
賞
作
家
の
協
力
を
仰
い

で
、
作
品
の
冒
頭
部
分
を
自
筆
で
原
稿
用

紙
等
に
書
き
起
こ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
。

　

マ
ン
ガ
も
同
様
だ
。
墨
汁
と
ペ
ン
で
描

く
作
家
は
減
っ
て
い
る
。
作
品
は
パ
ソ
コ

ン
の
な
か
で
完
成
し
、
唯
一
無
二
の
「
原

画
」
は
存
在
し
な
い
。

　
「
ケ
ー
タ
イ
小
説
な
ん
て
、
書
く
の
も

ス
マ
ホ
、
読
む
の
も
ス
マ
ホ
で
す
か
ら
ね
。

紙
の
本
す
ら
な
い
。
こ
う
い
う
新
し
い
文

提供：栗原祐司高志の国文学館（富山県富山市）

提供：栗原祐司
ドナルド・キーン・センター柏崎（新潟県柏崎市）

孤
軍
奮
闘
す
る
記
念
館

変
わ
る
「
文
学
資
料
」
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学
資
料
を
、
ど
う
や
っ
て
保
存
・
展
示
し

た
ら
い
い
の
か
。
そ
の
方
法
を
根
本
か
ら

考
え
な
き
ゃ
い
け
ま
せ
ん
」

　

と
こ
ろ
で
、「
文
学
館
と
は
展
示
室
に

本
や
資
料
が
並
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
固
定
観
念
を
取
り
払
う
と
、
別
の

形
も
見
え
て
く
る
。

　
「
い
わ
ゆ
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

館
の
周
辺
の
環
境
丸
ご
と
が
、
作
家
や
文

学
作
品
の
世
界
観
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
街
や
地
域
に
点

在
す
る
作
家
・
作
品
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡

れ
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、

作
家
や
作
品
の
世
界
観
を
現
実
世
界
に
あ

て
は
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

点
で
、
文
学
館
的
な
も
の
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
」

　

前
者
の
例
は
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
だ
。

日
本
ア
ル
プ
ス
を
仰
ぐ
広
大
な
村
営
公
園

と
一
体
化
し
た
美
し
い
風
景
は
、
絵
本
画

家
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
の
作
品
世
界
そ
の
も

の
。
そ
の
な
か
に
、
絵
本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
た
た
ず
ん
で
い
る
。

　

前
述
の
池
波
正
太
郎
記
念
文
庫
で
は
、

「
ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ
」
を
発
行
し
て
い

る
。
池
波
の
旧
宅
や
な
じ
み
の
店
、
さ
ら

に
は
作
品
ゆ
か
り
の
場
所
が
記
載
さ
れ
、

実
際
に
そ
の
場
所
に
行
く
と
高
札
の
形
を

し
た
案
内
板
が
立
っ
て
い
る
。
地
図
を
片

手
に
、
の
ぼ
り
や
看
板
に
導
か
れ
て
街
を

巡
っ
て
い
る
う
ち
に
、
作
家
の
世
界
に
入

り
込
み
、
作
品
の
登
場
人
物
の
ひ
と
り
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
こ
う
い

う
楽
し
み
方
は
ほ
か
の
作
家
・
作
品
で
も

も
ち
ろ
ん
可
能
で
、
た
と
え
ば
太
宰
治
ゆ

か
り
の
東
京
都
三
鷹
市
に
は
「
三
鷹　

太

宰
治
マ
ッ
プ
」
が
あ
る
し
、
夏
目
漱
石
な

ら
中
島
さ
ん
の
著
作
『
漱
石
の
地
図
帳
』

が
格
好
の
ガ
イ
ド
本
に
な
る

　

と
か
く
堅
苦
し
く
考
え
敬
遠
し
が
ち
な

「
文
学
」。
そ
の
世
界
を
味
わ
う
た
め
の
手

が
か
り
は
、
意
外
に
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

る
よ
う
だ
。

　
「
そ
う
で
す
よ
。
と
っ
か
か
り
は
何
だ

っ
て
い
い
。
こ
う
い
う
本
と
か
ね
」

　

栗
原
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
文

学
者
や
作
品
の
背
景
や
こ
ぼ
れ
話
を
つ
づ

っ
た
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
『
よ
ち
よ
ち
文

藝
部
』（
久
世
番
子
）
だ
。『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ふ
う
に
紹
介
し
た
り
、『
舞
姫
』

の
登
場
人
物
に
現
代
人
の
視
点
か
ら
「
あ

り
え
な
い
」
と
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
た
り

…
…
。
い
つ
の
間
に
か
「
原
作
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、
読
ん
で
み
よ
う

か
な
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
ち
ょ
っ
と
古
い
文
学
作
品
に
、
よ
く

柳や
な
ぎ

行ご
う

李り

っ
て
出
て
き
ま
す
よ
ね
。
ヤ
ナ

ギ
や
タ
ケ
を
箱
の
形
に
編
ん
だ
も
の
で
、

衣
類
を
入
れ
た
り
、
旅
行
鞄か

ば
ん代
わ
り
に
使

う
。
本
物
を
見
た
こ
と
な
ん
か
な
い
で
し

ょ
う
。
で
も
、文
学
館
に
『
作
家
愛
用
品
』

と
し
て
置
い
て
あ
る
現
物
を
見
た
ら
、
そ

れ
を
背
負
っ
て
旅
を
す
る
主
人
公
の
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
か
。
あ
る
い
は
、
再

現
さ
れ
た
作
家
の
書
斎
に
入
っ
た
ら
、
こ

の
空
間
か
ら
ど
ん
な
作
品
が
生
ま
れ
た
ん

だ
ろ
う
と
想
像
し
ま
せ
ん
か
。
同
じ
作
品

を
読
む
に
し
て
も
、
実
際
に
作
家
の
自
筆

原
稿
や
資
料
に
接
し
た
あ
と
で
は
、
読
書

の
深
み
が
違
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」

　

文
学
館
は
、
文
学
に
親
し
む
た
め
の
扉

に
な
る
。
だ
か
ら
栗
原
さ
ん
は
、「
好
き

な
作
家
の
文
学
館
だ
か
ら
行
く
の
で
は
な

く
、
あ
え
て
、
読
ん
だ
こ
と
も
な
い
作
家

の
文
学
館
に
も
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
」
と

言
う
。

　

ま
ず
行
っ
て
み
る
こ
と
。
そ
こ
に
ど
こ

に
つ
な
が
る
扉
が
ひ
ら
い
て
い
る
の
か
は

わ
か
ら
な
い
し
、
ど
ん
な
興
味
関
心
が
育

つ
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。

　

で
も
、
そ
れ
こ
そ
が
、
未
知
の
本
と
の

出
会
い
の
醍だ

い

醐ご

味み

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

池波正太郎記念文庫（東京都台東区）

『漱石の地図帳』中島国彦　
大修館書店

『よちよち文藝部』久世番子　
文藝春秋（文庫版もあり）

「
文
学
館
」を

  

飛
び
出
し
て
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高
志
の
国
文
学
館
（
富
山
県
富
山
市
）

　
旧
富
山
県
知
事
公
館
の
建
物
や
緑
豊
か
な
庭
園
を

活
用
し
、
二
〇
一
二
年
七
月
に
開
館
。
富
山
県
出
身

ま
た
は
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
、
富
山
県
が
舞
台
と
な

っ
た
作
品
、
そ
れ
ら
作
家
の
愛
用
品
、
美
術
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
約
七
万
三
〇
〇
〇
点
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.k
o
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h
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世
田
谷
文
学
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　
東
京
二
十
三
区
で
は
初
の
近
代
総
合
文
学
館
と
し

て
、
一
九
九
五
年
に
開
館
。「
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
に
と

ら
わ
れ
な
い
文
学
館
」、「
文
学
を
体
験
で
き
る
空
間
」

と
し
て
、
年
に
五
本
の
企
画
展
と
二
本
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.s
e

ta
b

u
n

.o
r.jp

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

〝
万
葉
の
ふ
る
さ
と
〞
で
あ
る
奈
良
に
ふ
さ
わ
し

い
総
合
文
化
拠
点
を
設
置
の
趣
旨
と
し
て
二
〇
〇
一

年
に
開
館
。
人
形
や
映
像
で
万
葉
の
世
界
を
紹
介
し

た
り
、
ジ
オ
ラ
マ
で
古
代
の
暮
ら
し
を
再
現
す
る
な

ど
、
古
代
文
化
の
魅
力
を
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.m
a

n
y
o

.jp

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
（
愛
媛
県
松
山
市
）

　
俳
人
・
正
岡
子
規
を
中
心
に
、
夏
目
漱
石
や
松
山

市
が
生
ん
だ
文
人
た
ち
の
業
績
を
集
大
成
し
た
博
物

館
で
、
一
九
八
一
年
に
開
館
。
三
階
の
展
示
場
に
は
、

子
規
と
夏
目
漱
石
に
ち
な
ん
だ
愚
陀
仏
庵
（
松
山
中

学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
と
き
の
漱
石
の
下
宿
で
、

子
規
と
し
ば
ら
く
同
居
）
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://s

h
ik

i-m
u

s
e

u
m

.c
o

m

　

は
じ
め
て
「
文
学
館
」
の
名
を
冠
し
て
設

立
さ
れ
た
、
日
本
を
代
表
す
る
文
学
館
。
開

館
以
来
、
日
本
の
近
代
文
学
に
関
す
る
資
料

の
収
集
・
保
存
・
公
開
と
文
芸
・
文
化
の
普

及
・
発
展
の
た
め
に
活
動
し
、
二
〇
二
二
年

に
開
館
五
十
五
周
年
を
迎
え
た
。
所
蔵
す
る

資
料
は
一
三
〇
万
点
を
超
え
、
現
在
も
資
料

の
収
集
を
続
け
て
い
る
。
渋
谷
か
ら
京
王
井

の
頭
線
で
二
駅
目
の
「
駒
場
東
大
前
」
駅
西

口
か
ら
徒
歩
七
分
。
静
か
な
駒
場
公
園
の
中

に
あ
っ
て
喫
茶
室
も
あ
る
。

●
多
彩
な
資
料
と
出
会
う
展
示
室

　

展
示
室
は
年
齢
制
限
な
く
誰
で
も
利
用
で

き
る
。
常
設
展
示
は
な
く
、
年
に
四
回
の
展

覧
会
に
合
わ
せ
て
展
示
が
え
を
し
て
い
る
。

　

紙
の
資
料
は
極
端
な
温
湿
度
の
変
化
に
弱

い
の
で
、
資
料
保
存
の
観
点
か
ら
、
原
本
を

展
示
す
る
の
は
春
秋
の
展
覧
会
で
、
夏
と
冬

は
レ
プ
リ
カ
を
中
心
に
展
示
し
て
い
る
。
ま

た
毎
年
夏
に
は
高
校
生
を
対
象
に
「
教
科
書

の
な
か
の
文
学
／
教
室
の
そ
と
の
文
学
」
と

題
し
て
、
芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』、
中
島

敦
『
山
月
記
』、
森
鷗
外
『
舞
姫
』、
夏
目
漱

石
『
こ
こ
ろ
』
な
ど
の
定
番
教
材
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
覧
会
が
あ
る
。

　

展
覧
会
ご
と
に
、
そ
の
分
野
や
テ
ー
マ
の

研
究
者
を
招し
ょ
う
へ
い聘す
る
。
た
ん
な
る
監
修
者
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
は
な
く
、
展
示
を
つ
く
り

上
げ
る
主
体
と
な
る
の
で
あ
え
て
「
編
集
委

員
」
と
呼
ん
で
展
示
解
説
の
執
筆
を
依
頼
、

チ
ラ
シ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
名
前
を
明
記

し
て
い
る
。
展
示
内
容
が
充
実
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
最
新
の
研
究
成
果
を
い
ち
早
く
展

示
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。

●
本
を
探
す
た
め
の
閲
覧
室

　

利
用
は
原
則
十
五
歳
以
上
。
十
五
歳
未
満

の
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
な
ど
の
条
件
で
入

室
で
き
る
場
合
が
あ
る
（
要
問
い
合
わ
せ
）。

　

閲
覧
室
に
は
、
閲
覧
希
望
の
多
い
書
籍
と

目
録
的
に
使
用
で
き
る
参
考
図
書
が
開
架
と

し
て
置
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
以
外
の

本
は
す
べ
て
閉
架
。
閲
覧
し
た
い
本
の
タ
イ

ト
ル
を
Ｐ
Ｃ
端
末
で
検
索
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー

の
職
員
に
依
頼
す
る
。
も
ち
ろ
ん
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
る
。

　

昔
懐
か
し
い
カ
ー
ド
目
録
の
棚
は
壮
観
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
は
別
に
、
二
〇
〇
〇
年
ま

で
カ
ー
ド
の
方
も
新
規
作
成
を
続
け
て
い
た

そ
う
だ
。
い
ま
で
も
こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て

閲
覧
図
書
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

   ●
ホ
ン
モ
ノ
と
出
会
え
る
こ
と
も
あ
る
講
堂

　

講
堂
で
は
、
文
化
普
及
事
業
等
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。「
資
料
は
語
る
」
は
、
収
蔵
す

る
自
筆
原
稿
な
ど
の
現
物
資
料
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
あ
っ
て
人
気
の
高
い
講
座
。

参
加
者
は
高
校
生
か
ら
研
究
者
、
シ
ニ
ア
の

常
連
ま
で
幅
広
い
。

　
「
声
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
、
作
家

本
人
の
語
り
を
動
画
で
残
す
朗
読
会
も
開
催

し
て
る
。
作
家
本
人
に
よ
る
朗
読
と
サ
イ
ン

会
を
実
施
す
る
が
、
そ
の
主
目
的
は
映
像
資

料
の
収
集
・
公
開
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

提供：日本近代文学館駒場公園の一角に立つ日本近代文学館

展
示
室
の
様
子

　閲覧室内のカード目録コーナー

講
座
　
右
に
見
え
る
赤
い
布
の

上
に
資
料
が
置
か
れ
て
、間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
。

国
内

オ
ス
ス
メ

オ
ス
ス
メ
のの
文
学
館

文
学
館

栗
原
栗
原
ささんん

文壇・学会・出版社の奇跡のコラボ

日本近代文学館
 https://www.bungakukan.or.jp
〒153-0041　東京都目黒区駒場４－３－５５　駒場公園内

オ
ス
ス
メ
の
文
学
館

栗
原
さん

https://www.koshibun.jp
https://www.setabun.or.jp
https://www.manyo.jp
https://shiki-museum.com
https://www.bungakukan.or.jp
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中
原
中
也
記
念
館
（
山
口
県
山
口
市
）

　
湯
田
温
泉
の
中
心
地
に
あ
っ
た
詩
人
・
中
原
中
也

の
生
家
（
中
原
医
院
）
の
跡
地
に
一
九
九
四
年
開
館
。

中
原
中
也
の
遺
品
、
遺
稿
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
映

像
や
音
響
に
よ
る
展
示
で
中
也
の
世
界
を
体
感
で
き

ま
す
。

h
ttp
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://c

h
u

y
a

k
a

n
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太
宰
治
記
念
館「
斜
陽
館
」（
青
森
県
五
所
川
原
市
）

　
小
説
家
太
宰
治
の
生
家
で
、
近
代
和
風
住
宅
の
代

表
例
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。
一
九
九
六

年
ま
で
旅
館
「
斜
陽
館
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
太
宰
の
文
学
資
料
の
ほ
か
、
昭
和
初
期
の
大

地
主
で
あ
っ
た
津
島
家
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

h
ttp

s
://d

a
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i.o
r.jp

三
沢
市
寺
山
修
司
記
念
館
（
青
森
県
三
沢
市
）

　
寺
山
修
司
が
主
宰
し
た
劇
団
「
演
劇
実
験
室
・
天

井
棧
敷
」
の
舞
台
や
映
画
の
セ
ッ
ト
が
再
現
さ
れ
、

十
一
台
の
机
の
引
き
出
し
の
中
を
懐
中
電
灯
で
照
ら

し
て
の
鑑
賞
な
ど
斬
新
な
展
示
手
法
が
使
わ
れ
、
寺

山
ワ
ー
ル
ド
を
堪
能
で
き
ま
す
。

h
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三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
（
北
海
道
旭
川
市
）

　
代
表
作
『
氷
点
』
の
舞
台
に
も
な
っ
た
外
国
樹
種

見
本
林
の
中
に
あ
り
、
建
物
の
周
り
は
静
か
で
散
策

を
す
る
に
も
絶
好
の
場
所
で
す
。
ま
た
小
説
『
塩
狩

峠
』
の
舞
台
に
な
っ
た
和
寒
町
に
は
「
塩
狩
峠
記
念

館
」
が
あ
り
、
三
浦
綾
子
の
旧
宅
を
部
分
移
築
し
て

い
ま
す
。

h
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●
本
が
ぎ
っ
し
り
つ
ま
っ
た
書
庫

　

巨
大
な
書
庫
に
は
職
員
し
か
立
ち
入
れ
な

い
。
書
籍
は
作
家
の
名
前
順
に
、
関
連
書
籍

も
い
っ
し
ょ
に
並
ん
で
い
る
。
基
本
的
に
は

受
け
入
れ
て
整
理
が
済
ん
だ
順
に
整
理
番
号

を
付
し
て
い
く
。
ち
な
み
に
、「
夏
目
漱
石
」

の
棚
に
は
現
在
四
三
五
冊
の
整
理
済
み
書
籍

が
あ
り
、
整
理
を
待
っ
て
い
る
も
の
が
書
架

二
段
分
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
の
函は
こ

は
も
ち

ろ
ん
、
著
名
人
か
ら
の
推
薦
文
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
新
刊
本
の
帯
は
貴
重
な

資
料
と
な
る
た
め
、
き
ち
ん
と
い
っ
し
ょ
に

保
存
し
て
あ
る
。
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
節
約
の

た
め
、
文
庫
本
は
通
路
側
の
専
用
の
棚
に
ず

ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

●
こ
だ
わ
り
の

複
刻
本

　

川
端
康
成『
雪
国
』、

夏
目
漱
石『
こ
こ
ろ
』

な
ど
の
名
著
を
選
び
、

貴
重
な
初
版
本
の
姿

を
可
能
な
か
ぎ
り
再

現
し
て
い
る
。
複
刻

に
あ
た
っ
て
は
最
低

で
も
三
冊
以
上
同
じ

本
を
集
め
て
、
色
や

質
感
を
綿
密
に
検
討

し
た
。「
同
じ
も
の

を
再
現
」
と
い
う
意

味
を
込
め
て
、
あ
え

て
「
複
」
の
文
字
を

使
い
「
複
刻
本
」
と

呼
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

書庫の様子　職員しか立ち入れない　川端康成『雪国』複刻本

提
供
：
日
本
近
代
文
学
館

　
私
は
、
若
き
日
か
ら
文
学
館
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
財
団
が
設
立
さ
れ
た
一

九
六
三
年
に
新
宿
伊
勢
丹
で
「
近
代
文
学

史
展
」
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
三
年
生
だ

っ
た
私
は
、
高
見
順
や
川
口
松
太
郎
な
ど

錚そ
う
そ
う々

た
る
メ
ン
バ
ー
が
登
壇
す
る
講
演
会

を
聴
き
に
行
き
ま
し
た
。
翌
年
夏
に
は
、

現
在
も
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
で
続
い
て
い
る

文
学
館
の
「
夏
の
文
学
教
室
」
の
第
一
回

に
参
加
。
作
家
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に

し
、
直
接
そ
の
声
を
聴
く
と
い
う
体
験
を

し
ま
し
た
。
中
野
重
治
が
「
友
人
の
堀
辰

雄
が
ね
…
…
」
な
ど
と
話
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
文
学
館
と
い
う
の
は
、
こ
ん
な
す

ご
い
メ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え
、
こ
う
い
う
場

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
、
興
奮
し
た

も
の
で
す
。

　
日
本
近
代
文
学
館
へ
の
寄
付
を
呼
び
か

け
た
「
設
立
の
趣
意
」
と
い
う
小
冊
子
の

中
で
、
川
端
康
成
は
「
日
本
の
誇
り
」
と

い
う
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
、「
研
究
家
や
愛
好
者
の
便
、
一
覧
回

顧
の
場
、
読
書
人
の
益
ば
か
り
で
な
く
、

文
化
の
博
物
館
と
い
ふ
ば
か
り
で
は
な

く
、
若
い
人
を
鼓
舞
し
て
明
日
の
文
学
を

誘
発
す
る
所
と
も
な
ら
う
」
と
い
う
一
節

が
あ
り
ま
す
。
文
学
館
は
、「
若
い
人
」

の
た
め
に
も
存
在
す
る
と
い
う
意
味
づ
け

は
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
い
人
た
ち
に
「
文
学
の
面
白
さ
」
を
伝

え
る
た
め
に
、
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
「
感

興
」
を
生
み
出
す
た
め
に
、
今
後
も
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
で
育
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
文

学
を
通
し
て
人
間
と
社
会
へ
の
目
を
養

い
、「
人
間
性
」
豊
か
な
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
周
囲
に
対
す
る
幅
広

い
「
好
奇
心
」
を
育
て
る
こ
と
が
、
何
に

も
増
し
て
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
「
日

本
文
学
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
言
い
た

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
で
も
、

絵
画
で
も
、
マ
ン
ガ
で
も
、
ア
ニ
メ
で
も
、

ゲ
ー
ム
で
も
よ
い
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
対
し
て
貪
欲
な
感
性
を
持
ち
、
そ

れ
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
た
人
な

ら
、
本
を
読
ん
だ
と
き
に
、
き
っ
と
文
学

の
深
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
お
う
ち
に

ど
ん
な
本
が
あ
り
ま
す
か
」
と
お
尋
ね
し

た
い
で
す
ね
。
本
が
家
の
中
に
あ
た
り
ま

え
に
あ
っ
て
、
気
軽
に
読
ん
で
親
し
め
る
、

そ
う
い
う
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
い
ま
で
は
、
親
し
み
や
す
い

文
学
の
選
集
、
名
作
選
、
面
白
い
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
も
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。
文
庫

本
で
手
に
入
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。「
百

人
一
首
」
に
興
じ
て
、
そ
こ
か
ら
日
本
の

古
典
に
親
し
む
の
も
、
よ
い
こ
と
で
す
ね
。

　中島国彦さん

中な
か
じ
ま島
国く

に
ひ
こ彦

さ
ん

公
益
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

https://chuyakan.jp
https://dazai.or.jp
https://www.terayamaworld.com/museum.html
https://www.hyouten.com
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知
里
幸
恵
銀
の
し
ず
く
記
念
館
（
北
海
道
登
別
市
）

　
ア
イ
ヌ
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
よ
り
洗
練
さ
れ
た

も
の
に
し
た
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
著
者
、
知
里
幸

恵
の
記
念
館
。
一
般
の
募
金
に
よ
り
二
〇
一
〇
年
に

開
館
。
知
里
幸
恵
の
日
記
、
ノ
ー
ト
、
遺
品
等
を
展

示
し
、
ア
イ
ヌ
に
と
っ
て
大
切
な
植
物
の
自
生
す
る

森
も
合
わ
せ
て
見
学
で
き
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.g
in

n
o

s
h
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k

u
.c

o
m

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
柏
崎（
新
潟
県
柏
崎
市
）

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
日
本
に
帰
化
し
た
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
の
作
品
を
通
し
て
、
日
本
文
学
・
文

化
を
再
発
見
す
る
場
と
し
て
二
〇
一
三
年
開
館
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
っ
た
書
斎
と
居
間
を
再
現
。
二
つ

の
常
設
展
示
室
の
ほ
か
、
豊
富
な
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
や
図
書
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

h
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ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
生
家
博
物
館

（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
キ
ー
ウ
ェ
ス
ト
）

　
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
文
豪
ア
ー
ネ
ス
ト・

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
晩
年
住
ん
で
い
た
家
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
製
家
具
や
調
度
品
が
置
か
れ
、
直
筆
の
原
稿

や
写
真
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、
庭
に
は
大
き
な
プ
ー

ル
も
あ
り
ま
す
。
館
内
に
は
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
飼

っ
て
い
た
と
い
う
猫
の
末ま

つ
え
い裔
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
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シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
博
物
館

（
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
）

　
文
学
作
品
に
登
場
す
る
架
空
の
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
に
か
か
わ
る
資
料
を
専
門
に
展
示
。

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
の
許
可
を
得
て
ベ
ー
カ
ー

街2
2
1
B

の
番
地
を
掲
げ
、
歴
史
的
建
造
物
を
活

用
し
て
一
九
九
〇
年
に
開
館
。
作
品
の
シ
ー
ン
を
再

現
し
た
展
示
も
あ
り
、
フ
ァ
ン
の
垂す

い
ぜ
ん涎
の
的
で
す
。
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ttp
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s
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o
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東
大
阪
の
住
宅
街
の
中
に
、
ひ
と
き
わ
緑

濃
い
一
角
が
あ
る
。
正
門
を
入
っ
て
雑
木
林

の
よ
う
な
小こ
み
ち径
を
進
む
と
、
太
陽
の
光
を
受

け
な
が
ら
風
に
揺
れ
る
木
々
の
向
こ
う
に
、

本
で
埋
も
れ
た
書
斎
が
見
え
て
く
る
。

　

き
ち
ん
と
整
理
さ
れ
た
書
棚
に
大
き
な
デ

ス
ク
、
ゆ
っ
た
り
し
た
椅
子
。
書
斎
は
司
馬

遼
太
郎
が
亡
く
な
っ
た
一
九
九
六
年
二
月
十

二
日
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

壁
が
現
れ
る
。
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
の
回
廊

の
奥
に
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
。
出
迎
え
て
く
れ
る

の
は
、
吹
き
抜
け
の
壁
の
天
井
ま
で
び
っ
し

り
と
、
約
二
万
点
の
本
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た

展
示
室
だ
。こ
の「
大
書
架
」
は
、
司
馬
遼
太

郎
の
蔵
書
の
イ
メ
ー
ジ
展
示
だ
と
い
う
。

　
「
こ
こ
は
『
感
じ
る
記
念
館
』
で
す
。
来

館
さ
れ
た
か
た
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
何
か
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
」

　

穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
館
長
の
上
村

洋
行
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
た
。
司
馬
遼
太
郎

の
義
弟
に
あ
た
り
、
長
く
い
っ
し
ょ
の
時
間

を
過
ご
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。

　

司
馬
遼
太
郎
の
没
後
、
記
念
館
を
望
む
声

が
当
然
の
よ
う
に
沸
き
起
こ
っ
た
と
き
、
上

村
さ
ん
は
迷
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
自
己
顕
示
欲
と
縁
遠
か
っ
た
司
馬
遼
太

郎
が
記
念
館
を
望
む
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
自
宅
の
書
斎
、
書
庫
、
廊
下
ま
で
も

埋
め
尽
く
し
た
六
万
点
の
資
料
は
、
司
馬
遼

太
郎
の
頭
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
紡
い

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
ら
、
司
馬
遼
太
郎
と
い
う
存
在
が
消
え
て

し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
た
ん
で
す
」

　

三
十
年
来
の
知
己
で
あ
る
建
築
家
の
安
藤

忠
雄
氏
に
相
談
し
て
み
る
と
、
開
口
い
ち
ば

ん
「
司
馬
さ
ん
と
い
え
ば
『
本
』
や
な
」
と
言

わ
れ
た
。「
私
と
同
じ
感
覚
だ
、こ
の
人
な
ら
」

と
思
っ
て
設
計
を
依
頼
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

マ
ス
コ
ミ
や
企
業
、
そ
し
て
一
般
の
人
に

至
る
ま
で
多
く
の
人
の
寄
付
と
行
政
の
応
援

を
得
て
、
自
宅
と
そ
の
隣
地
に
五
年
後
に
開

館
し
た
。

　
「
こ
ち
ら
が
勝
手
に
建
て
て
、
勝
手
に
見

に
来
い
、
と
い
う
記
念
館
に
は
し
た
く
な
か

っ
た
」
と
上
村
さ
ん
。
書
庫
と
雑
木
林
の
よ

う
な
庭
と
思
索
の
場
で
あ
る
書
斎
。
来
館
者

は
こ
れ
ら
三
つ
の
空
間
で
小
さ
な
落
ち
着
き

を
感
じ
、
考
え
る
ひ
と
と
き
を
持
つ
。

　
「
こ
こ
で
考
え
た
こ
と
を
自
宅
に
持
っ
て

帰
る
、
家
族
に
話
す
、
す
る
と
ほ
か
の
人
に

も
広
が
る
。
多
く
の
人
の
、
ゆ
る
や
か
な
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
文
化
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
ね
」

　

展
示
室
の
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
「
二
十
一

世
紀
を
生
き
る
君
た
ち
へ
」
と
い
う
文
章
が

掲
げ
て
あ
る
。
一
九
八
九
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
普
及
す
る
前
、
司
馬
遼
太
郎
は
「
二

十
一
世
紀
に
あ
っ
て
は
、
科
学
と
技
術
が
も

っ
と
発
達
す
る
だ
ろ
う
。
科
学
・
技
術
が
、

提供：司馬遼太郎記念館安藤忠雄設計による印象的な外観

提供：司馬遼太郎記念館２万点の書籍が並ぶ「大書架」

海
外

書庫と書斎と雑木林で、
「文化」を感じる・考える

司馬遼太郎記念館
https://www.shibazaidan.or.jp
〒577-0803 大阪府東大阪市下小阪3丁目11番18号

https://www.ginnoshizuku.com
https://www.donaldkeenecenter.jp
https://www.hemingwayhome.com
https://www.sherlock-holmes.co.uk
https://www.shibazaidan.or.jp
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フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
博
物
館
（
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
）

　『
変
身
』
等
の
作
品
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
カ

フ
カ
の
作
品
の
初
版
や
手
紙
、
日
記
、
写
真
、
素
描
、

文
学
評
論
家
の
エ
ッ
セ
イ
等
を
展
示
し
て
お
り
、
カ

フ
カ
の
生
涯
の
お
も
な
出
来
事
と
そ
の
作
品
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
環
境
な
ど
そ
の
世
界
観
を
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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ヴ
ィ
ク
ト
ル
・ユ
ゴ
ー
記
念
館
（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
）

　
詩
人
・
作
家
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
が
十
六
年

間
暮
ら
し
た
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
改
修
し
、
一
九
〇
二

年
に
開
館
。
古
い
町
並
み
を
残
す
マ
レ
地
区
の
ヴ
ォ

ー
ジ
ュ
広
場
に
あ
り
、
ユ
ゴ
ー
が
生
前
に
使
っ
た
家

具
や
絵
画
、
詩
、
書
籍
、
原
稿
な
ど
の
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

h
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国
立
台
湾
文
学
館
（
台
湾
・
台
南
市
）

　
日
本
統
治
期
に
建
築
さ
れ
た
旧
台
南
州
庁
を
改
修

し
て
二
〇
〇
三
年
に
開
館
。
先
住
民
族
お
よ
び
オ
ラ

ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
明
朝
、
清
朝
、
日
本
等
の
統
治

に
よ
る
苦
難
に
満
ち
な
が
ら
も
、
多
様
に
成
長
し
て

来
た
台
湾
の
文
学
に
関
す
る
図
書
資
料
等
を
保
存
・

展
示
し
て
い
ま
す
。
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ttp
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ヘ
ル
マ
ン・ヘ
ッ
セ
記
念
館（
ス
イ
ス
・
モ
ン
タ
ニ
ョ
ー
ラ
）

　
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ

セ
が
晩
年
暮
ら
し
た
ア
ル
プ
ス
南
麓
の
モ
ン
タ
ニ
ョ

ー
ラ
の
邸
宅
を
改
修
し
、
一
九
九
七
年
に
開
館
。
ヘ

ッ
セ
の
原
稿
や
絵
画
、
生
活
用
具
等
の
遺
品
等
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
ヘ
ッ
セ
の
眠
る
教
会
墓

地
も
あ
り
ま
す
。
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h

こ
う
水
の
よ
う
に
人
間
を
の
み
こ
ん
で
し
ま

っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
す
で
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
た
。

　

司
馬
作
品
は
、
若
い
人
に
読
み
継
が
れ
て

現
代
で
も
生
き
て
い
る
。
何
度
も
読
み
返
す
、

読
む
た
び
に
違
う
と
い
う
声
も
あ
る
。
館
で

は
、
未
来
に
向
け
た
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。
毎
年
「
司
馬
遼
太
郎
賞
」
を
選
出
、

「
菜
の
花
忌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、
そ

し
て
「
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
」
と
し
て
、
十
六

歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
若
者
を
対
象
に

「
司
馬
作
品
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
テ
ー
マ
」
を
募
集
、
実
施
の
た
め
の
奨

励
金
を
出
し
て
い
る
。

　
「
文
化
の
裏
打
ち
な
く
し
て
経
済
発
展
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
文

化
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
少
し
で
も
受
け

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　

上
村
さ
ん
の
こ
と
ば
に
、
司
馬
遼
太
郎
と

い
う
巨
大
な
知
性
の
伝
承
者
と
し
て
の
決
意

を
感
じ
た
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り

の
若
者
た
ち
が
、
館
に
や
っ
て
き
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
協
力
隊
の
仲
間
の
宿
舎

に
司
馬
遼
太
郎
の
本
が
あ
っ
て
読
ん
で
い

た
。
日
本
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
だ

か
ら
帰
国
し
た
ら
記
念
館
に
行
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
。
同
じ
こ
と

が
三
回
も
あ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
フ
ラ
ン

ス
の
翻
訳
家
と
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
グ
ル
ー

プ
が
来
館
し
た
と
き
に
は
、「
司
馬
遼
太

郎
を
読
む
と
日
本
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
遠
く

離
れ
た
国
で
、
司
馬
遼
太
郎
を
読
ん
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
が
い

る
。
こ
の
こ
と
が
、
司
馬
の
創
作
の
視
点

と
重
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
司
馬
は
、
日
本
の
歴
史
を
日
本
の
中
だ

け
で
な
く
、
広
く
ア
ジ
ア
や
世
界
か
ら
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
自
分
の
視
線
を

低
く
し
て
人
物
・
事
象
に
近
づ
き
、
そ
の

後
高
い
と
こ
ろ
か
ら
俯ふ
か
ん瞰
す
る
と
い
う
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
物
事
に
は
両

義
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
複
数
の
視

点
か
ら
物
事
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
つ

ね
に
言
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
い
ま
海
外
に
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
か
か
わ
っ

て
い
る
大
人
の
皆
さ
ん
。
海
外
に
い
て

も
、
母
語
は
日
本
語
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
、

そ
の
日
本
語
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　「
英
語
が
で
き
な
い
か
ら
日
本
人
は
ダ

メ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
い
の
で
す
。
日
本
語
が
ち
ゃ
ん
と
で
き

て
い
な
い
の
に
、
外
国
語
は
で
き
ま
せ

ん
。
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
日
本
語
の

語
彙
を
豊
か
に
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を

つ
け
、
そ
こ
か
ら
想
像
力
と
感
受
性
を
育

て
、
判
断
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

提供：司馬遼太郎記念館雑木林の小径を望む書斎

提供：司馬遼太郎記念館上村洋行さん
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人
司
馬
遼
太
郎
記
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長

司
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遼
太
郎
記
念
館
館
長

https://kafkamuseum.cz/en/
https://www.maisonsvictorhugo.paris.fr/en/
https://www.nmtl.gov.tw/jp
https://www.hessemontagnola.ch
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久
美
子
と
家
族
が
暮
ら
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
郊
外
の
自
宅
周
辺
は
緑
が
多
く
、
家
族

全
員
が
ア
ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
。

近
く
の
公
園
に
は
大
人
で
も
登
る
の
が
た
い
へ

ん
な
し
っ
か
り
し
た
遊
具
が
あ
る
し
、
日
曜
日

に
は
家
族
で
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
へ
行
き
、

冬
に
な
る
と
ソ
リ
滑
り
を
す
る
な
ど
、
自
然
の

な
か
で
過
ご
す
機
会
が
増
え
た
。

　

最
近
子
ど
も
た
ち
と
、Google

マ
ッ
プ
で

東
京
を
見
て
い
て
、「
え
、
近
所
の
公
園
こ
ん

な
に
小
さ
か
っ
た
っ
け
？
」
と
驚
い
た
そ
う
だ
。

　
「
い
ま
で
は
、
さ
ら
に
も
っ
と
田
舎
に
引
っ

越
し
た
い
ね
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
」

家
族
で
い
っ
し
ょ
に

食
事
が
で
き
る
生
活

　

春
に
な
り
天
気
が
よ
い
日
に
は
、
あ
ち
こ
ち

の
家
の
庭
か
ら
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
匂
い
が
す
る
。

　
「
う
ち
も
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
台
を
買
お
う
と
、
夫
が

言
い
だ
し
ま
し
た
」

　

夫
は
料
理
を
す
る
の
が
ス
ト
レ
ス
解
消
法
の

一
つ
。

　
「
日
本
に
い
た
こ
ろ
は
、
夫
は
深
夜
過
ぎ
ま

で
帰
宅
し
な
か
っ
た
し
、
長
男
も
八
時
半
ま
で

保
育
園
に
い
て
夕
食
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
食
事
は
家
族
バ
ラ
バ
ラ
。

で
も
い
ま
は
、
平
日
も
で
き
る
だ
け
い
っ
し
ょ

に
食
事
し
、
土
日
に
は
夫
も
料
理
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

学
校
で
は
お
父
さ
ん
た
ち
が
普
通
に
送
り
迎

え
を
し
、
保
護
者
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
参
加
し

て
い
る
。

　
「
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
夫
婦
平
等
で
す
。

日
本
で
働
い
て
い
た

こ
ろ
は
、
保
育
園
で

子
ど
も
が
熱
を
出
し

た
ら
、
ま
ず
私
に
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
仕
事
を
ど
う
に
か
調
整
す

る
の
は
妻
の
私
。
私
が
ダ
メ
な
ら
お
迎
え
に
行

く
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
夫
と
い
う
こ
と
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
で
す
」

　

赴
任
当
初
は
、
日
曜
日
に
は
す
べ
て
の
店
が

閉
ま
っ
て
し
ま
う
の
に
驚
い
た
が
、
い
ま
で
は

日
曜
日
は
誰
に
と
っ
て
も
家
族
の
日
だ
と
思
う
。

日
本
と
は
違
う
日
常
の
〝
不
便
さ
〞
に
慣
れ
た

の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
「
最
初
の
こ
ろ
、
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
故
障
し
て
、
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
直
ら
な
い
の
で
、
信
じ
ら
れ
な
い
思
い

で
し
た
。
来
週
に
は
直
る
の
？
と
聞
い
て
も〝I 

hope

〞
っ
て
言
わ
れ
て
。
結
局
八
カ
月
か
か
っ

た
の
で
す
が
、
近
所
で
怒
っ
て
い
る
の
は
私
だ

け
。
日
本
で
は
す
ぐ
に
直
る
よ
う
な
恵
ま
れ
た

環
境
に
い
た
の
で
、
許
容
範
囲
が
狭
く
て
イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

で
も
ド
イ
ツ
に
い
る
う
ち

に
私
も
許
容
範
囲
が
広
く

な
っ
て
、
い
ま
で
は
〝
そ

ん
な
も
ん
か
な
あ
〞
っ
て

笑
っ
て
流
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
に
自
分
で
も
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
」

Illustrated by 
Reona Nishinaga

自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
、
冬
は
近
く
で
ソ
リ
遊
び

も
で
き
る

　
二
〇
一
九
年
春
か
ら
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
で
生
活
を
始
め
た
一
家
は
、

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
コ
ロ
ナ

禍
の
一
年
目
を
乗
り
越
え
た
。
人

見
知
り
の
長
男
は
学
校
に
慣
れ
て

き
て
、
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
次
男
も

保
育
園
に
通
い
は
じ
め
、
ド
イ
ツ

で
の
生
活
は
新
た
な
段
階
に
入
る
。

後
編

ド
イ
ツ
で
考
え
る
家
族
の
生
活
と
キ
ャ
リ
ア

取材・文　松島　あおい
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人
見
知
り
も
個
性

　

現
在
長
男
は
小
学
六
年
生
、
次
男
は
五
歳

に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
に
通
う
長
男
は
大
人
し
い
タ
イ
プ
だ
が
、

一
昨
年
Ｅ
Ｓ
Ｌ
を
修
了
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ

て
自
信
が
つ
き
、
よ
く
発
言
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
「
日
本
に
い
た
こ
ろ
は
長
男
の
人
見
知
り
を

な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
た
し
、
学
校
の
先
生

も
私
の
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
で

も
い
ま
の
学
校
で
は
〝
そ
れ
が
彼
の
個
性
〞
と

さ
れ
、〝Good Listener
だ
〞
と
褒
め
て
く
れ

ま
す
。
私
も
視
点
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　

長
男
の
世
界
も
広
が
っ
て

い
る
。
現
在
は
ま
っ
て
い
る

の
は
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ

で
、
速
さ
を
競
う
大
会
に
も

出
場
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

学
校
で
チ
ェ
ロ
も
習
い
は

じ
め
た
。
ド
イ
ツ
は
音
楽
教

育
が
盛
ん
で
、
レ
ッ
ス
ン
は

無
料
だ
。
発
表
会
に
は
間
違

え
て
も
気
負
う
こ
と
な
く
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
、
気
軽

に
人
前
で
演
奏
す
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
長
男
は
学
校

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
参
加

し
て
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

多
彩
な
文
化
背
景
を
持
つ

子
ど
も
た
ち

　

五
歳
に
な
っ
た
次
男
は
、
現
在
ド
イ
ツ
語
と

英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
。

親
の
方
針
と
い
う
よ
り
も
、
地
理
的
な
条
件
や

受
け
入
れ
て
く
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
か
ら
選

ん
だ
の
だ
が
、
次
男
に
は
合
っ
て
い
た
と
思
う
。

　
「
次
男
は
活
発
な
性
格
で
、
公
園
で
も
知
ら

な
い
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
な
か
に
自
ら
入
っ

て
遊
び
た
い
タ
イ
プ
で
す
。
近
所
の
公
園
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
こ
と
ば
は
ド
イ
ツ
語
で
す

か
ら
、
ド
イ
ツ
語
が
わ
か
る
と
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。
今
後
も
、
地
元
の
サ
ッ

カ
ー
な
ど
に
参
加
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

　

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
幼
稚
園
に
通
う
子
ど
も
た
ち

は
多
種
多
様
な
文
化
背
景
を
持
つ
。
ド
イ
ツ
人

と
の
国
際
結
婚
の
家
庭
が
多
い
が
、
欧
州
だ
け

で
な
く
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
系
も
多
い
。
英
語

も
ド
イ
ツ
語
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
は

な
い
久
美
子
た
ち
の
よ
う
な
家
庭
も
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち

は
幼
稚
園
の
年
中
な
が
ら
、
誰
が
ど
ん
な
こ
と

ば
で
話
す
か
よ
く
見
て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
私
は
誰
に
で
も
英
語
で
話
し
か
け
る
の
で

す
が
、
そ
う
す
る
と
次
男
か
ら
〝
○
○
君
の
お

母
さ
ん
は
韓
国
語
、
あ
の
子
の
お
父
さ
ん
は
ド

イ
ツ
語
だ
よ
〞
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
ほ
か
の

子
も
、
私
に
〝
お
は
よ
う
〞
と
日
本
語
で
言
っ

て
き
た
り
し
ま
す
」

　

一
方
、
長
男
の
通
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で
は
、
英
語
が
母
国
語
で
な
い
久
美

子
に
も
早
口
の
英
語
で
話
し
か
け
て
く
る
子
が

多
い
そ
う
だ
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
文
化
も
い
ろ
い
ろ
で

す
。
遊
び
に
行
っ
て
、
お
迎
え
に
行
く
時
間
を

〝
何
時
ま
で
！
〞
と
き
っ
ち
り
決
め
る
家
も
あ

れ
ば
、
す
ご
く
大
雑
把
な
家
も
あ
り
ま
す
。
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
人
の
家
で
〝
夕
食
も
ど
う
ぞ
〞
と

誘
わ
れ
た
ら
、
食
べ
は
じ
め
る
の
が
遅
い
時
間

だ
っ
た
で
、
迎
え
に
行
く
こ
ろ
に
は
う
ち
の
子

は
眠
そ
う
で
し
た
。

　

で
も
私
自
身
は
語
学
力
に
限
り
が
あ
っ
て
、

い
ま
も
人
と
知
り
合
っ
て
も
深
い
話
が
で
き
な

い
こ
と
が
ス
ト
レ
ス
な
の
で
、
息
子
た
ち
は
よ

い
環
境
に
い
る
と
思
い
ま
す
」

母
語
を
維
持
す
る
大
切
さ
を
痛
感

　

一
方
で
、
悩
ま
し
い
の
は
日
本
語
力
の
保
持

ルービックキューブ好き
な人たちが集う大会に参
加した長男

次男とバイリンガル幼稚園の仲よし
の友達
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で
あ
る
。
家
庭
で
は
兄
弟
同
士
で
も
流り
ゅ
う
ち
ょ
う暢
に

日
本
語
で
話
し
て
い
る
の
で
、
一
見
問
題
な
く

思
え
る
。
し
か
し
小
学
二
年
生
で
渡
独
し
た
長

男
は
、
高
学
年
に
な
っ
て
漢
字
な
ど
の
習
得
が

難
し
く
な
っ
て
い
て
、
本
も
英
語
で
読
み
た
が

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
ド
イ
ツ
に
来
る
前
、
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、

〝
母
語
の
保
持
が
大
事
で
す
〞
と
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、
当
時
は
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
に
早
く
英
語
に
切
り
か
わ
っ
て
く
る
と

は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、家
庭
で
何
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
ら
い
い
か
と
相
談
し
た
ら
、〝
英
語

は
学
校
で
や
る
か
ら
、
家

で
は
親
が
母
語
で
は
な
い

こ
と
ば
で
話
さ
な
い
よ
う

に
〞
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　
「
息
子
の
英
語
は
上
達

し
て
も
、
母
語
は
日
本
語

だ
し
、
母
語
が
で
き
な
い

と
第
二
言
語
も
伸
び
な
い

の
で
、
い
ま
は
母
語
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
」

　

最
近
日
本
か
ら
ド
イ
ツ

に
赴
任
し
て
来
た
駐
在
員

の
家
族
に
会
う
と
、
か
つ

て
の
久
美
子
の
よ
う
に

「
子
ど
も
に
英
語
を
学
ば

せ
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

　
「
そ
ん
な
と
き
、
い
ま
は
私
が
〝
母
語
が
大

事
！
〞
と
言
っ
て
い
ま
す
」

　

日
本
で
出
版
社
に
勤
め
て
い
た
久
美
子
は
、

一
般
的
に
子
ど
も
た
ち
が
難
し
い
本
や
長
い
作

品
を
読
ま
な
く
な
る
傾
向
や
、
読
解
力
を
つ
け

る
重
要
性
と
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
世
界
を
広
げ
る

　

日
本
の
出
版
社
勤
務
当
時
は
、
仕
事
が
忙
し

く
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
で
も
ド
イ
ツ
に
来
て
専

業
主
婦
と
な
っ
て
、「
私
に
は
仕
事
し
て
い
る

こ
と
が
大
事
だ
っ
た
」
と
し
み
じ
み
思
う
そ
う

だ
。

　
「
そ
れ
が
わ
か
っ
た
の
が
、
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
」

　

で
は
仕
事
の
何
が
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
尋
ね
る
と
、
ま
ず
「
人
と
か
か
わ
り
、
世

界
が
広
が
る
こ
と
」
と
即
答
し
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
で
新
た
に
知
り
合
っ
た

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
で
も
学
校
で
会
う
マ

マ
友
と
は
子
育
て
の
話
が
中
心
。
仕
事
で
取
材

な
ど
を
す
る
と
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
世

界
が
広
が
る
の
で
す
」

　

現
在
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
日
本
語
の
記
事
の

ま
と
め
を
手
伝
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
仕

事
と
は
少
し
違
う
。
出
世
に
は
そ
れ
ほ
ど
関
心

が
な
い
と
い
う
久
美
子
だ
が
、ふ
と
考
え
て
「
お

金
は
…
…
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
う
。

　
「
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
、
ほ
か
の
人
が
稼

い
だ
お
金
で
生
活
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

い
ま
で
も
夫
が
が
ん
ば
っ
て
稼
い
だ
お
金
を
自

分
で
使
う
の
が
、申
し
わ
け
な
い
気
が
し
ま
す
」

　

自
分
の
使
う
お
金
は
自
分
で
稼
ぐ
、そ
の
「
自

立
」
が
大
事
だ
と
気
づ
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し

そ
れ
を
実
現
す
る
の
は
、
現
在
の
生
活
で
は
難

し
い
。

　
「
私
の
こ
と
だ
け
を
考
え
た
ら
、
日
本
に
帰

っ
て
仕
事
を
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
は
い
ま
こ
こ
で
友
人
を
つ
く

っ
て
い
る
し
、
家
族
全
員
に
影
響
が
及
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
私
が
仕
事
を
失
っ
た
こ
と

を
嘆
い
て
ば
か
り
い
た
ら
、
夫
も
罪
悪
感
を
覚

え
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
悩
み
に
向
き

合
う
よ
り
、
い
ま
の
生
活
を
楽
し
も
う
と
、
最

近
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

ド
イ
ツ
に
来
て
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
自
動
車
の
運
転
だ
。

　
「
日
本
で
は
完
全
な
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

で
し
た
が
、
ド
イ
ツ
で
は
車
で
子
ど
も
の
送
り

迎
え
を
し
て
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
規
制
が
解
除
さ
れ
て
か
ら
は
、

家
族
で
旅
行
す
る
機
会
も
増
え
た
。
最
近
で
は

イ
タ
リ
ア
経
由
で
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
を
車
で

回
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
に
も
旅
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

家
族
の
世
界
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
）

本
欄
で
は
取
材
対
象
家
族
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
46
ペ
ー
ジ
の

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家族旅行でケニアへ行っ
たときマサイ族の人たち
といっしょに
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大

す
る
前
か
ら
、
最
近
の
日
本
の
若
者
は
内

向
き
志
向
で
海
外
へ
の
興
味
関
心
が
少
な

い
と
か
、
安
定
志
向
で
海
外
に
出
よ
う
と

し
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
し
た
後
、

海
外
の
大
学
に
学
部
か
ら
の
正
規
留
学
を

目
指
し
、
進
学
し
た
学
生
が
メ
デ
ィ
ア
を

賑に
ぎ

わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
今
年
四
月
の
兵

庫
県
芦
屋
市
長
選
で
初
当
選
し
た
高
島
崚

輔
氏
は
、
最
年
少
で
の
当
選
者
で
あ
る
と

同
時
に
、
日
本
の
高
校
を
卒
業
後
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
で
学
ん
で
い
た
こ
と
も
話
題
と

な
っ
た
。
現
役
の
海
外
大
生
が
中
心
と
な

っ
て
高
校
生
へ
の
海
外
大
学
進
学
に
関
す

る
情
報
提
供
や
進
学
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
留
学
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
の
理
事
長
で
も
あ
る
高
島
氏

は
、
本
書
の
中
で
海
外
の
大
学
へ
の
進
学

が
増
え
て
い
る
背
景
と
し
て
次
の
三
つ
の

要
因
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
目
は
海
外
の

大
学
に
進
学
し
て
い
る
人
と
触
れ
合
う
機

会
が
増
え
た
こ
と
、
二
つ
目
は
給
付
型
の

奨
学
金
が
増
え
た
こ
と
、
三
つ
目
は
海
外

の
大
学
に
出
願
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
普
及
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
最
近

で
は
都
市
部
の
私
立
難
関
校
に
限
ら
ず
地

方
公
立
校
や
非
進
学
校
で
も
海
外
の
大
学

が
進
路
の
選
択
肢
と
し
て
加
わ
る
よ
う
に

な
り
、
志
願
者
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
と
述
べ
る
。

　

で
は
、
そ
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も

っ
た
高
校
生
た
ち
は
、
日
本
の
教
育
制
度

の
下
で
、
何
を
き
っ
か
け
に
海
外
の
大
学

を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
に
英
語
力
を
身
に

つ
け
、
進
学
を
実
現
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

教
育
分
野
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
で
取
材
、
執
筆
を
し
て
い
る
著
者
の

本
書
で
の
問
題
関
心
は
、
日
本
の
英
語
教

育
や
日
本
人
の
英
語
力
で
あ
る
。
今
回
本

書
で
は
、
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
ま

で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
は

な
い
日
本
の
学
校
で
教
育
を
受
け
、
そ
こ

で
身
に
つ
け
た
英
語
力
で
海
外
の
大
学
に

進
学
し
た
人
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
帰
国
子
女

で
は
な
い
生
徒
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

じ
て
、
日
本
で
ど
の
よ
う
に
し
て
海
外
の

大
学
で
学
べ
る
高
い
レ
ベ
ル
の
英
語
力
を

身
に
つ
け
、
そ
し
て
そ
の
英
語
力
を
留
学

先
で
ど
の
よ
う
に
磨
い
て
い
っ
た
の
か
、

専
門
家
の
見
解
も
交
え
て
、
そ
の
英
語
学

習
法
を
紐ひ

も

解
い
て
い
る
。

　

著
者
は
、
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

結
果
、
日
本
に
い
な
が
ら
高
い
英
語
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
八
つ

の
秘ひ

け
つ訣
を
導
い
て
い
る
。
①
記
憶
に
残
る

「
英
語
は
楽
し
い
」
と
い
う
経
験
、
②
「
英

語
は
欠
か
せ
な
い
も
の
」
と
感
じ
る
環
境
、

③
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
単
語
力
を
爆
上

げ
す
る
、
④
文
法
の「
型
」
を
マ
ス
タ
ー

す
る
、
⑤
独
り
言
で
も
英
語
を
話
す
、
⑥

日
常
を
英
語
に
浸
す
、
⑦
グ
グ
る
力
を
身

に
つ
け
る
、
⑧
や
り
抜
く
力
、
で
あ
る
。

　

ま
た
英
語
の
基
礎
的
な
力
が
つ
い
た
と

こ
ろ
か
ら
、
さ
ら
に
英
語
力
を
伸
ば
す
に

は
、
次
の
二
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
①
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ

ー
カ
ー
と
同
じ
土
俵
に
は
立
て
な
い
と
開

き
直
る
、
②
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
自
分

が
好
き
な
こ
と
を
入
り
口
に
英
語
力
を
上

げ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
飛
躍
的
に
英
語

力
を
伸
ば
し
て
英
語
の
「
壁
」
を
乗
り
越

え
る
に
は
、
③
多
様
な
人
た
ち
と
話
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
上
げ
る
、
そ

し
て
「
世
界
で
使
え
る
英
語
」
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
長
い
道
の
り
を
歩
き
続
け
る

た
め
に
は
、
④
英
語
力
を
伸
ば
す
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
る
、
と
い

う
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。
経
験
者
が
語
る

具
体
例
も
と
て
も
興
味
深
く
、
参
考
に
な

る
。

　

そ
も
そ
も
海
外
の
大
学
に
進
学
し
た
い

と
思
っ
た
時
、
ま
ず
ど
う
す
れ
ば
入
学
で

き
る
の
か
、
入
試
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、

ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か
る
の
か
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
る
が
、
本
書
は

そ
の
よ
う
な
情
報
も
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

か
く
言
う
、
公
立
高
校
に
通
う
う
ち
の

息
子
も
突
然
、
海
外
の
大
学
に
進
学
し
た

い
と
言
っ
て
き
た
。
親
と
し
て
は
、「
い
や

い
や
い
や
、
無
理
で
し
ょ
。
英
語
力
も
、
輝

か
し
い
経
歴
も
、
経
済
力
も
な
い
こ
の
状

況
で
。
日
本
の
大
学
に
行
っ
て
、
交
換
留

学
を
目
指
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
説
得
し
て
き
た
が
、
本
書
を
一
読
し
て
、

こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
か
ら
は
遠
く
感
じ

ら
れ
た
、
海
外
の
大
学
へ
の
進
学
、
学
部

へ
の
正
規
留
学
が
、「
意
外
と
行
け
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
身
近
に
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
日
本
人
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に
も
、
進
路
を
考

え
る
上
で
と
て
も
参
考
に
な
る
と
思
う
。

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
頂
き
た
い
。

（
選
・
評　

見
世 

千
賀
子
）

海外の大学に進学した人たちは

どう英語を学んだのか
加藤紀子　著

ポプラ新書
税込価格　979円
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Ｊ
Ｒ
「
田
町
」
駅
か
ら
北
に
数
分
歩

く
と
、
格
子
の
校
舎
が
見
え
て
く
る
。

北
側
の
正
門
辺
り
は
ま
だ
工
事
が
続

い
て
い
る
が
、
南
側
の
緑
地
沿
い
に
開

放
的
な
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
、
高
級
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
と
見
違
え
る
ほ
ど
だ
。

　

我
が
国
有
数
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
あ
り
、

実
業
界
へ
の
パ
イ
プ
も
多
い
の
で
、
英

語
や
国
際
教
育
に
熱
心
な
雰
囲
気
は
当

然
だ
。
海
外
研
修
も
一
九
八
〇
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
し
、
留
学
生
を
受
け
入

れ
る
経
験
も
豊
富
で
あ
る
。

　

創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
今
年
、

校
名
を「
芝
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
」

と
変
更
し
、
共
学
化
し
た
。
さ
ら
に
は

校
舎
内
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
が
入
居
し
た
。
国
籍
や
言
語
、
価

値
観
な
ど
が
異
な
る
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
が
、
常
時
可
能
で
あ
る
。

進
化
を
止
め
な
い
学
校

　

教
育
理
念
の
「
人
の
中
な
る
人
と
な

れ
」
は
創
立
時
の
こ
ろ
よ
り
変
わ
ら
な

い
　
「
い
ち
ば
ん
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

幸
せ
で
す
。
時
代
に
よ
っ
て
必
要
と
さ

れ
る
も
の
、
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
、
ロ
ケ
ッ
ト
、

ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
な
ど
で
す
。

そ
し
て
、
中
・
高
六
年
あ
る

い
は
三
年
の
間
に
一
度
は
海

外
で
暮
ら
し
て
み
て
ほ
し
い
、

三
週
間
で
も
一
年
で
も
。
も

し
将
来
な
く
な
る
職
業
が
あ

る
と
い
う
の
な
ら
、
自
分
で
職
業
を
創

っ
た
り
起
業
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
ほ
し
い
の
で
す
」

　

世
界
の
状
況
の
変
化
を
先
取
り
し
、

つ
ね
に
最
先
端
を
目
指
し
て
進
化
を
続

け
て
き
た
自
信
が
う
か
が
え
る
。
と
も

す
る
と
先
行
し
す
ぎ
て
保
護
者
の
理
解

が
得
に
く
い
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
基
本

も
忘
れ
て
い
な
い
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
国
内
・
海
外
を
問
わ

ず
大
学
受
験
に
も
対
応
し
ま
す
よ
。
た

だ
し
、
大
学
側
も
一
人
ひ
と

り
の
生
徒
が
『
ど
れ
だ
け
主

体
的
に
物
事
に
取
り
組
ん
で

き
た
か
』
を
評
価
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
本

校
の
生
徒
に
は
非
常
に
有
利

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と

山
崎
達
雄
校
長
は
笑
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
び
と

創
造
の
実
践
に
特
化

　

山
崎
校
長
は
十
五
年
余
り
、
帰
国
生

受
け
入
れ
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
海
外
子
女
教
育
振
興
財

団
の
海
外
巡
回
説
明
会
・
相
談
会
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
う
な
ど
お
世
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
海
外
を
巡
っ
て
い
て
、

そ
こ
で
感
じ
て
い
た
こ
と
は
二
つ
。

　

ま
ず
子
ど
も
も
保
護
者
も
じ
つ
に
多

様
で
あ
り
、
そ
れ
が
尊
重
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
バ
ラ
バ

ラ
な
も
の
が
融
合
し
た
と
き
に
は
、
ほ

ん
と
う
に
大
き
な
力
に
な
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
と
、
日
本
の
教
育
に
十
分
に
触

れ
ら
れ
な
い
人
が
多
く
い
て
、
そ
れ
で

も
そ
う
し
た
環
境
を
乗
り
越
え
て
こ
ら

れ
て
い
る
…
…
そ
ん
な
か
た
た
ち
に
も

機
会
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
す
」

　

だ
か
ら
十
数
年
間
、
世
界
中
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
受
験
を
可
能
に
し
て
き

た
。

学校会員ファイル

共学

海外子女教育振興財団では、帰国子女・海外子女を受け入れている学校にも「学校会
員」として維持会員に加わっていただいており、この欄で毎回一校ずつ紹介しています。

サイエンスラボでの実験

12
階
建
て
最
新
の
校
舎

244

芝
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
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「
中
学
校
の
国
際
コ
ー
ス
は
英
検
二

級
相
当
の
生
徒
が
対
象
で
す
。
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
日
本
人
の
ダ
ブ
ル

担
任
制
で
、
ク
ラ
ス
運
営
は
英
語
で
行

わ
れ
ま
す
。
授
業
に
つ
い
て
は
、
英
語

以
外
に
、
数
学
・
理
科
・
社
会
も
英
語

で
行
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
専
門
性
を

持
っ
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
教

員
が
担
当
し
ま
す
。
本
科
コ
ー
ス
（
三

学
級
）
に
も
帰
国
生
は
い
ま
す
が
、
四

科
（
算
・
国
・
理
・
社
）
の
入
試
を
突

破
し
た
優
秀
な
生
徒
た
ち
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
拡
張
さ
せ

る
新
し
い
学
力
を
養
い
な
が
ら
、
世
界

標
準
の
学
び
で
、
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
人
た
ち
と
共
に
、
自
分
の
夢
を
実
現

で
き
る
力
を
獲
得
し
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
」と
熱
く
語
る
。

　
「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
と
言
う
の
が

口
癖
だ
そ
う
だ
。

　
「
先
生
た
ち
に
は
生
徒
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
や
ら
せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
幸
い
、
私
が
『
挑
戦
、
行
動
、

突
破
、
そ
し
て
貢
献
』
と
し
つ
こ
く
言

わ
な
く
て
も
、
そ
れ
以
上
に
動
い
て
く

れ
ま
す
」と
の
こ
と
。

や
り
た
い
こ
と
に

挑
戦
で
き
る
学
校

　

中
一
の
帰
国
生
ふ
た
り
に
話
を
聞
い

た
。
小
三
か
ら
三
年
半
、
ア
メ
リ
カ
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
で
現
地
校
に

通
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、

帰
国
生
入
試
で
合
格

し
た
そ
う
だ
。

　
「
帰
国
子
女
を
受

け
入
れ
て
い
る
の
で

安
心
な
の
と
、
新
校

舎
が
で
き
る
こ
と

…
…
昨
年
八
月
に
工

事
現
場
を
見
せ
て
も

ら
え
ま
し
た
。
そ
れ

と
、
つ
く
り
た
い
部

活
が
つ
く
れ
る
と
言

わ
れ
た
の
で
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
を
や
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と

言
う
。

　

六
歳
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
航
し
、

二
年
間
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
に
通
っ
た
あ
と
、
Ｕ
Ｗ
Ｃ
で
学
ん
だ

Ｂ
さ
ん
は
、「
芝
国
際
は
塾
の
先
生
に

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
語
の
敬
語
は

難
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
一
期
生

だ
か
ら
先
輩
が
い
な
い
の
は
ち
ょ
う
ど

よ
い
と
（
笑
）。
そ
れ
と
、
宇
宙
ロ
ケ

ッ
ト
を
発
射
で
き
る
と
聞
い
て
、
や
っ

た
ぁ
と
思
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

入
学
後
の
感
想
を
聞
く
と
、「
ア
メ

リ
カ
の
現
地
校
は
平
屋
だ
っ
た
の
で
、

階
段
を
上
り
下
り
し
て
教
室
を
移
動
す

る
こ
と
に
は
…
…
（
笑
）。
で
も
現
地

校
に
は
音
楽
室
が
な
か
っ
た
の
で
、
い

ろ
ん
な
楽
器
が
置

い
て
あ
っ
て
う
れ

し
い
で
す
。
そ
れ

に
現
地
校
の
体
育

館
は
小
さ
か
っ
た

け
ど
、
こ
こ
に
は

立
派
な
の
が
あ
る

（
笑
）」と
Ａ
さ
ん
。

　
「
国
際
ク
ラ
ス

生
な
の
で
、
英
語

と
日
本
語
と
ミ
ッ

ク
ス
で
話
し
て
い

ま
す
。
合
宿
に
持

っ
て
い
く
も
の
の

な
か
に
『
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
に
立
つ
も
の
な
ら

何
で
も
Ｏ
Ｋ
』
と
あ
っ
た
の
に
は
、
驚

き
ま
し
た
」と
Ｂ
さ
ん
。

　

Ｂ
さ
ん
は
ま
た
「
飛
行
機
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
に
な
る
の
が
夢
だ
っ
た
け
ど
、
技

術
の
進
歩
で
将
来
は
な
く
な
り
そ
う

（
笑
）。
だ
か
ら
宇
宙
飛
行
士
を
目
指

し
た
い
。
そ
れ
と
、
自
分
で
仕
事
を
創

る
。
た
と
え
ば
民
間
人
で
も
宇
宙
旅
行

が
で
き
る
よ
う
に
」と
語
る
。

　

Ａ
さ
ん
は
「
私
は
初
対
面
の
人
が
苦

手
だ
っ
た
け
ど
、
こ
の
学
校
で
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
と

し
て
く
れ
る
の
で
、
苦
手
意
識
が
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
」と
言
う
。

　

仲
間
と
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
を
進

め
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。

（
取
材
・
文　

小
山 

和
智
） ネイティブスピーカーによる授業（高校）

ケースメソッドの授業（中学）

所在地	：	〒108-0014 東京都港区芝4-1-30
TEL	：	 03-5427-0666 ／ Fax：03-3451-0902
URL	：	 https://www.shiba-kokusai.ed.jp
交通	：	ＪＲ山手線・京浜東北線「田町」駅より徒歩
	 	  5分。または都営浅草線・三田線「三田」駅

より徒歩2分
生徒数	：	中学校（1年生）＝男子65人 女子70人
	 	 	 高等学校（1年生）＝男子123人 女子141人
帰国生数：中学校　＝男子27人、女子34人
　　　　　高等学校＝男子22人、女子27人
教職員数：専任 53人（うち外国人 9人）
　　　　　非常勤 25人（うち外国人2人）
帰国生入試の出願資格：
　海外生活経験１年以上、帰国後３年以内。

https://www.shiba-kokusai.ed.jp


❶ 北
ほっかいどう

海道ではごみを捨
す

てることを、ごみを〇〇ると言
い

います。それは何
なん

でしょう？

●Ａ  おこる　　　　●Ｂ たてる　　　　●Ｃ なげる　　　　●Ｄ なぐる
❷ 北

ほっかいどう

海道にないものは、次
つぎ

のうちどれでしょう？

●Ａ  地
じ し ん

震　　　　　 ●Ｂ 台
たいふう

風　　　　　 ●Ｃ 雷
かみなり

　　　　　 ●Ｄ 梅
つ ゆ

雨

本
ほんしゅう

州、四
し こ く

国、九
きゅうしゅう

州と共
とも

に日
に ほ ん

本列
れっとう

島を構
こうせい

成し、最
さいほく

北
に位

い ち

置する主
しゅよう

要な島
しま

。いちばん広
ひろ

い都
と ど う ふ け ん

道府県で国
こ く ど

土
面
めんせき

積の約
やく

２割
わり

を占
し

めます。産
さんぶつ

物が充
じゅうじつ

実していて
観
かんこうち

光地としても人
に ん き

気が高
たか

く、都
と ど う ふ け ん

道府県魅
みりょくど

力度調
ちょうさ

査で
は毎

まいとし

年トップレベルです。道
どう

鳥
ちょう

は「タンチョウ」、
道
どう

花
か

は「ハマナス」、道
どうちょう

庁所
しょざいち

在地は札
さっぽろし

幌市。

なんで、「北
ほっかいどう

海道」っていうの？

明
めいじ

治時
じだ い

代に定
さだ

められましたが、律
りつりょうせい

令制の五
ご

幾
き

七
しち

道
どう

の七
しち

道
どう

（東
とうかいどう

海道、東
とうさん

山道
どう

、北
ほくりく

陸道
どう

、山
さんいん

陰道
どう

、
山
さんよう

陽道
どう

、西
さいかいどう

海道、南
なんかいどう

海道）に沿
そ

って「北
ほっかいどう

海道」の
字
じ

をあてて採
さいよう

用されました。北
ほっかいどう

海道は唯
ゆいいつ

一の
「道
どう

」ですが、「道
どう

」含
ふく

めての地
ちめい

名でもあります。

さて北
ほっかいどう

海道の形
かたち

は何
なに

に見
み

えるかな？

鮭
さけ

と野
やさい

菜を蒸
む

し焼
や

きにして味
み そ

噌で味
あじ

つけした料
りょうり

理。石
いしかり

狩地
ちほう

方の漁
りょうし

師
が船
せんじょう

上でドラム缶
かん

からつくった鉄
てっぱん

板で鮭
さけ

を焼
や

いて食
た

べたのが発
はっしょう

祥とい
われています。
　「チャンチャン焼

や

き」という名
なまえ

前の由
ゆらい

来は「ちゃちゃっとつくれるか
ら」、「お父

とう

ちゃんがつくるから」、「焼
や

くときに鉄
てっぱん

板とヘラがチャンチ
ャンと音

おと

を立
た

てるから」など、諸
しょせつ

説さまざまです。若
わかもの

者の間
あいだ

ではマヨ
ネーズをかけて食

た

べるのも人
にんき

気になっているとか。

＊クイズの答
こたえ

は奥
おくづけ

付（P. 46）をご覧
らん

ください。

凧
たこ

？

青森県青森県

岩手県岩手県
秋田県秋田県

宮城県宮城県山形県山形県

福島県福島県新潟県新潟県

栃木県栃木県

茨城県茨城県

千葉県千葉県
埼玉県埼玉県

群馬県群馬県

東京都東京都
神奈川県神奈川県

山梨県山梨県

長野県長野県
富山県富山県

石川県石川県

福井県福井県

滋賀県滋賀県

三重県三重県
奈良県奈良県

岐阜県岐阜県

愛知県愛知県 静岡県静岡県

和歌山県和歌山県

大阪府大阪府

京都府京都府
兵庫県兵庫県

鳥取県鳥取県

岡山県岡山県

香川県香川県

高知県高知県愛媛県愛媛県

島根県島根県

広島県広島県

徳島県徳島県山口県山口県

福岡県福岡県
佐賀県佐賀県

長崎県長崎県 熊本県熊本県
宮崎県宮崎県

鹿児島県鹿児島県

沖縄県沖縄県

大分県大分県

北海道

青森県

岩手県
秋田県

宮城県山形県

福島県新潟県

栃木県

茨城県

千葉県
埼玉県

群馬県

東京都
神奈川県

山梨県

長野県
富山県

石川県

福井県

滋賀県

三重県
奈良県

岐阜県

愛知県 静岡県

和歌山県

大阪府

京都府
兵庫県

鳥取県

岡山県

香川県

高知県愛媛県

島根県

広島県

徳島県山口県

福岡県
佐賀県

長崎県 熊本県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

大分県

北海道

　　  と 　   　   どう     ふ　　　　  けん1都1道2府43県
～ め・ぐ・り ～

ほ っ か い ど う

北海道

ク イ ズ

北北
ほ っ か い ど う
ほ っ か い ど う

海海道道のの名名
め い ぶ つめ い ぶ つ

物物料料
り ょ う り
り ょ う り

理理
をを紹紹

しょうしょう

介介
か いか い

するよ～するよ～
鮭
さ け

のチャン
チャン焼

や

き
ＢＢＱのように、外

そと

で豪
ごうかい

快にまるごと

一
いっぴき

匹を鉄
てっ

板
ぱん や

焼きにして食
た

べたりも！

あいうえお順
じゅん

で紹
しょうかい

介していきます。

発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。
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「
自
ら
調
べ
、
考
え
、
発
信
し
、

行
動
す
る
」
た
め
に

JO
ES D

avos N
ext 2023

は
世
界

各
地
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
世
界
的
な

課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
仲
間
た
ち
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
学
び
の
場
。

基
調
講
演
の
対
象
は
「
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
ど
な
た
で
も
」。
食
卓
に
並
ぶ

シ
ー
フ
ー
ド
を
起
点
に
、
海
の
課
題
を

考
え
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち

も
ラ
イ
ブ
で
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

九
月
七
日
開
催
の
パ
ー
ト
１
基
調
講

演
の
講
師
は
、
五
・
六
月
号
で
ご
紹
介

し
た
（
公
財
）
笹
川
平
和
財
団
海
洋

政
策
研
究
所
所
長
の
阪
口
秀
博
士
。
博

士
も
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
を
心
待

ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
講
演
は
日
本
語
で
、
英
語

と
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
同
時
通

訳
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
２
は
協
働
作
業
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

小
五
か
ら
中
三
ま
で
が
対
象
で
、

日
本
語
か
英
語
を
選
ん
で
参
加

で
き
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た

学
生
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
今

年
も
募
集
し
、
今
後
研
修
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
同
士
の
出
会
い
の
場
に

　

学
校
参
加
の
場
合
、
希
望
に
応
じ
て

他
の
参
加
校
と
の
交
流
を
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。
昨
年
は
少

人
数
の
在
外
校
同
士
が
つ
な
が
っ
て
、

ふ
だ
ん
の
授
業
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い
同
世
代
の
児
童
生
徒
と
の
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
、
研
究
発
表
の
場
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
学
校

ぐ
る
み
の
つ
き
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

JO
ES
 D
avos N

ext 2
0
2
2

の
成
果
動
画
を
公
開
中

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
ち
ゃ
ん
と
成
果
が
出
る
の
？
」

　

昨
年
、
何
度
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
質

問
で
す
。
そ
の
答
と
し
て
、
昨
年
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る「
成
果
動
画
」

の
一
部
を
公
開
し
ま
し
た
。
内
容
も
プ

レ
ゼ
ン
の
構
成
も
、
各
グ
ル
ー
プ
に
す

べ
て
お
任
せ
。
で
き
あ
が
っ
た
多
彩
な

動
画
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.joes.or.jp/kojin/

jdnext/jdnext_report

※
公
開
に
あ
た
っ
て
は
名
前
を
削
除
す
る

な
ど
の
措
置
を
し
た
う
え
、
全
員
か
ら

掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
会
始
動

JO
ES D

avos N
ext

を
支
え
る
運

営
委
員
会
は
、
昨
年
度
の
メ
ン
バ
ー
が
、

昨
年
の
熱
量
を
そ
の
ま
ま
に
引
き
続
い

て
務
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
、
昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
終
了

直
後
か
ら
「
そ
の
先
」
を
見
据
え
て
ふ

り
返
り
を
行
い
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
四
月
末
の
第
一
回
運
営
委
員
会

は
、
今
年
度
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
な
く
、
す
で
に
実
務
的
な
内

容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
場
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

熱
い
議
論
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
ア

イ
デ
ィ
ア
の
実
現
に
向
け
て
、
日
々
歩

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Davos Next 2023への道

◆申し込み締め切り◆
●基調講演
　ライブ配信視聴：
　　8月31日（木）正午
　オンデマンド配信視聴：
　　12月15日（金）正午
●グループワーク・交流会
　6月30日（金）正午
※いずれも日本時間
申し込みサイト　https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）

が
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
い
で
実

施
す
る「JO

ES D
avos N

ext 2023

」。

季
節
が
夏
に
向
け
て
加
速
す
る
の
に
歩
調

を
合
わ
せ
、準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

六
月
一
日
か
ら
い
よ
い
よ
今
年
度
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
い
て
申
し
込
む
参
加
者
も
多
く
、エ
ン

ト
リ
ー
と
共
に
期
待
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
事
務
局
に
届
い
て
い
ま
す
。（

只
木
良
枝
）

2023年度のエントリー開始

https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext
https://www.joes.or.jp/kojin/jdnext/jdnext_report




お申し込み・お問い合わせ・資料請求はお気軽にどうぞ。
お電話で  国際部  +81-3-5954-1161
パソコン・携帯で　早稲田アカデミー　帰国生 検索

2 0 2 3年　帰国生合格実績　Webで公開中！

小４～小６　対象
詳細・お申込は
こちら思考力＝言語能力×想像力

早稲田アカデミーが帰国生のためにデザインした、
受験の枠組みを超えた思考力を身に付ける最高級の学習環境。

理性 感性知性

プレ夏期講習会
一時帰国・本帰国の受験生へ 志望校合格への土台をつくります

小６・中３　生徒対象

詳細・お申込は
こちら

オンライン受講可

7/3月～14金の平日（全10日間）
【３科目】10：00～15：00（昼休憩１時間）　　　　　
科目／【小６】国語・算数・英語　【中３】英語・数学・国語　　校舎／LOGOS AKADEMEIA

一時帰国しての
ご参加も可能です！

夏期講習会

早稲田アカデミー オンライン校
海外からも、首都圏の難関校にチャレンジできる

ハイレベルの
志望校別対策 双方向Web授業

「海外からも、首都圏の難関校受験にチャレンジしたい…」
そんな方に向けた待望のサービスをスタートします。
これまでに培った「双方向Web授業」の経験とノウハウを結集して、
対面と変わらぬ志望校別対策授業をご自宅で。

詳細・お申込は
こちら

講座受講生滞在国（例）
アメリカ・オーストラリア・シンガポー
ル・タイ・中国・マレーシア・ドイツ

一方通行では伝わらない“熱”を、
まるで教室で授業を受けている
かのような臨場感を、「双方向
Web授業」にて。

特長 2 
早稲田アカデミーオリジナルシス
テム「早稲田アカデミーEAST」を
使い添削課題にも対応し、欠席し
た場合や復習用としてオンデマン
ド授業映像をご用意。

特長 3 特長 1 
対面と同じように、早稲田アカデ
ミーが誇るトップ講師の「完全志
望校別対策講座」を、早稲アカオ
リジナルテキストで受講できる。

小６・中３　生徒　対象

帰国生対象
学校説明会・個別相談会

小１～中３　生徒・保護者様

無料

帰国生受け入れ校の先生による学校説明会・
個別相談会を開催いたします。
（同日開催：竹内薫氏　教育講演会）

  7/29土開催 詳
細・お
申
込
は

こ
ち
ら

詳
細・お
申
込
は

こ
ち
ら

詳
細・お
申
込
は

こ
ち
ら

7/27木開催
帰国生集まれ講座
小６・中３　生徒・保護者様

無料

入試の面接や作文の中で「学校に求められて
いる帰国生像」をご説明し、ご家庭でアピー
ルポイントを考えるためのヒントをお伝えし
ます。
海外からもZoomでご参加いただけます。

https://www.waseda-ac.co.jp/info/2021/detail/online_school.html


全学部で帰国生対象の
入学試験を実施しています

順天堂大学
〒113-8421東京都文京区本郷２丁目１番１号
TEL：03-3813-3111　https://www.juntendo.ac.jp

　医学部
　Faculty of Medicine
　医学科

　国際教養学部
　Faculty of International Liberal Arts
　国際教養学科

　保健医療学部
　Faculty of Health Science
　理学療法学科／診療放射線学科

本郷・お茶の水キャンパス（本部）  Hongo-Ochanomizu Campus

　スポーツ健康科学部
　Faculty of Health and Sports Science
　スポーツ健康科学科（3年次より6コース制）

さくらキャンパス  Sakura Campus

　医療看護学部
　Faculty of Health Care and Nursing　
　看護学科

浦安キャンパス  Urayasu Campus

　保健看護学部
　Faculty of Health Science and Nursing
　看護学科

三島キャンパス  Mishima Campus

　医療科学部
　Faculty of Medical Science　
　臨床検査学科／臨床工学科

　健康データサイエンス学部［2023年
4月開設］

　Faculty of Health Data Science
　健康データサイエンス学科

浦安・日の出キャンパス  Urayasu Hinode Campus

仁
人在りて我在り、

他を思いやり、慈しむ心。
これ即ち「仁」

学 是

JUNTENDO SPIRITS

不断前進
現状に満足せず、

常に高い目標を目指して
努力を続ける姿勢

理 念

三無主義
出身校・国籍・性別の差別なく、

優秀な人材を求め、
活躍の機会を与える

学 風

JUNTENDO UNIVERSITY

　薬学部［2024年4月
設置構想中］

　Faculty of Pharmacy
　薬学科

https://www.juntendo.ac.jp/


〒102-0073 東京都千代田区九段北1-12-12　TEL.03-3262-4161（代表）   FAX.03-3262-4160

WAYOKUDANWAYOKUDAN
KUDAN GLOBAL CLASS

www.wayokudan.ed.jp

イベント等の詳しい情報はHPをご覧ください

「和」と「洋」のハイブリッド型教育で
真のグローバルマインドを育てる

■ レベル別英語授業 
■ 各種英語資格試験対策
■ 豊富な海外語学研修 
■ 日本文化教育（茶道・華道・礼法）
■ 苦手教科は基礎から徹底サポート 
■ PBL型授業で思考力を鍛える

https://www.wayokudan.ed.jp/
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都
会
と
自
然

を
満
喫
で
き

る
場
所

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

東
部
の
大
西
洋
沿
岸

に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、

北
東
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、
西
は
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
、
南
西
の
一
部
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
に

隣
接
し
て
い
る
。
人
口
は
約
九
三
〇
万
人
。
州
内

の
半
分
近
く
が
森
と
い
わ
れ
、
川
や
湖
が
点
在
し
、

野
生
動
物
も
多
く
棲せ

い
息そ
く
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
。

　
陸
地
面
積
は
全
米
五
十
州
中
四
十
七
位
、
人
口

密
度
で
は
第
一
位
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
と
は
ハ
ド
ソ
ン
川
を
挟
む
位
置
に
あ

る
た
め
、
川
を
越
え
て
通
勤
す
る
住
民
も
多
い
。

経
済
は
、
薬
品
、
金
融
、
化
学

品
開
発
、
通
信
、
電
気
機
器
等

を
中
心
と
す
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
は
都
会
と
自
然
の
両
方

を
一
度
に
満
喫
で
き
る
〝
ガ
ー

デ
ン
ス
テ
ー
ト（
庭
園
の
州
）〞

で
あ
る
。

　
本
校
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く

は
バ
ー
ゲ
ン
郡
の
ハ
ド
ソ
ン
川

近
く
に
住
み
、
毎
日
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
通
学
し
て
い
る
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

〝
誰
も
が
居
心
地
の
い
い
学
校
〞

　
本
校
は
一
九
九
二
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

学
校
の
分
校
と
し
て
開
校
し
、
昨
年
度
開
校
三
十

周
年
を
迎
え
た
。
現
在
も
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
あ
る
教
会
の
一
部
を
借
用
し
て

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
校
舎
は
自
然
豊
か

な
環
境
に
囲
ま
れ
た
住
宅
街
に
位
置
し
、
リ
ス
や

ウ
サ
ギ
、
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
や
野
鳥
も
頻
繁

に
訪
れ
る
。

　
現
在
児
童
生
徒
数
は
三
十
八
人
。
教
職
員
は
派

遣
教
員
十
一
人
、
日
本
人
講
師
三
人
、
ア
メ
リ
カ

人
講
師
五
人
、
事
務
職
員
二
人
、
養
護
教
諭
一
人

の
計
二
十
二
人
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
四
つ

の
学
校
教
育
目
標
「
す
す
ん
で
学
習
し
よ
う
・
思
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ニ
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ら
見
た
マ
ン
ハ
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タ
ン

校
舎
全
景

中
等
部
宿
泊
学
習
（
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー
）

初等部３年　道徳

The New Jersey Japanese School
URL  https://www.newjerseyjapaneseschool.org
児童生徒数　小＝19人　中＝19人

海外校シリーズ
●ニュージャージー州●

ニュージャージー日本人学校

https://www.newjerseyjapaneseschool.org
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い
や
り
の
心
を
も
と
う
・
健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く

ろ
う
・
ア
メ
リ
カ
社
会
を
理
解
し
よ
う
」
の
も
と
、

〝
Ｎ
Ｊ
フ
ァ
ミ
リ
ー
〞
を
合
い
こ
と
ば
に
日
々
の

び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
本
校
の
特
色
の
一
つ
は
、
少
人
数
指
導
で
あ
る
。

各
学
年
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
場
面

で
も
物
事
を
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
が
確
保
さ
れ
、

思
考
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
発
言
や
発

表
の
機
会
が
多
く
、
認
め
ら
れ
励
ま
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
肯
定
感
・
自
己
有
用
感
が
育
ま
れ
、

誰
も
が
主
役
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
番
目
の
特
色
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
践
で

あ
る
。
運
動
会
や
メ
イ
プ
ル
祭（
文
化
祭
）等
の

大
き
な
学
校
行
事
に
加
え
、
休
み
時
間
や
集
会
等

に
お
け
る
縦
割
り
活
動
に
お
い
て
は
、
互
い
を
尊

重
す
る
気
持
ち
や
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
教
員
も
初
等
部
・
中
等
部
両
方
の
授
業
を
受

け
持
つ
た
め
、
つ
ね
に
情
報
を
共
有
し
、
連
携
し

な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り

見
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
三
番
目
の
特
色
は
、
英
語
教
育
の
充
実
お
よ
び

現
地
理
解
教
育
の
推
進
で
あ
る
。
日
本
人
教
師
に

よ
る
英
語
の
授
業
以
外
に
も
、
初
等
部
一
年
か
ら

三
年
ま
で
は
週
四
時
間
、
中
等
部
を
含
む
四
年
生

以
上
は
週
三
時
間
、
ア
メ
リ
カ
人
講
師
に
よ
る
習

熟
度
別
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ（English as a second 

language

）
が
あ
る
。
ま
た
、A

rt

も
専
門
性

に
優
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
講
師
が
担
当
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
英
語
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
現
地
校
と
の
交
流
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
、
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー
で
の
宿
泊
学
習
、
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
へ
の
修
学
旅
行
（
二
〇
二
二
年
度
）、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
の
講
義（
中
等
部
）、
社

会
科
見
学（
国
連
本
部
、
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
、
日
系

テ
レ
ビ
局
訪
問
等
）、校
外
学
習（
フ
ァ
ー
ム
体
験
、

警
察
・
消
防
署
見
学
等
）等
の
実
施
に
よ
り
、
ア

メ
リ
カ
社
会
の
現
地
理
解
も
深
ま
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
児
童
・
生
徒
会
の
年
間
テ
ー
マ
は
、

「
温
故
知
新
〜to a colorful future

〜
」。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
過
去
の
伝
統
を
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
の
輝
か
し
い
未
来
に
向
け

て
共
に
歩
む
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
本
校
は
、

こ
れ
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
つ
つ
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
〝
誰
に
と
っ
て
も
居
心
地
の
よ

い
Ｎ
Ｊ
校
〞
づ
く
り
を
進
め
、
世
界
で
活
躍
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
を
確
実

に
進
め
て
い
く
。

（
二
〇
二
三
年
四
月
現
在
）

子 ど も た ち か ら

初
等
部
１
〜
３
年　

フ
ル
ー
ツ
ピ
ッ
キ
ン
グ

初等部　ＥＳＬ授業中等部　ＵＮＩＳ（国連国際学校）との交流初等部　ジャック・オー・ランタンづくり

スケート教室
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赤
道
直
下
の
活
気
あ
る

都
市
国
家

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
中
心
に

あ
る
赤
道
直
下
の
国
で
あ
る
。
お
よ
そ
六
十
の
島

か
ら
な
り
、
最
も
大
き
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
は
東

西
に
四
十
二
㌔
㍍
、
南
北
に
二
十
三
㌔
㍍
の
大
き

さ
が
あ
り
、
北
の
マ
レ
ー
半

島
と
は
ジ
ョ
ホ
ー
ル
水
道
で

隔
て
ら
れ
て
い
る
。
一
年
を

通
じ
て
高
温
・
多
湿
で
は
あ

る
が
、
十
一
月
か
ら
一
月
に

か
け
て
は
比
較
的
涼
し
い
。

年
間
の
平
均
気
温
は
二
十
六

〜
二
十
七
度
で
、
降
水
量
は

二
〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超
え
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
東
南

ア
ジ
ア
・
東
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
中
東
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
結
ぶ
交
通
の
要
所

で
あ
る
た
め
、
古
く
か
ら
海

運
産
業
や
航
空
産
業
が
発
達

し
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
国

家
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
口
や
消
費
の
規
模
は
小
さ

い
も
の
の
、
英
語
や
中
国
語

の
話
者
の
多
さ
か
ら
、
多
国

籍
企
業
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　
国
家
予
算
の
お
よ
そ
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
が
教
育
に
充
て
ら
れ
、
国
民
の
教
育

に
対
す
る
関
心
も
非
常
に
高
い
。
英
語
と
母
語
の

二
言
語
に
よ
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
高
い
教
育
水
準
を
誇
っ
て
い
る
。
国
際

的
な
学
習
到
達
度
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）に
お
い
て

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

シンガポール

シンガポール島

シンガポール金融街とマーライオン

マリーナベイとマリーナベイ・サンズホテル

借用校舎

小学部４年　国語

シンガポール日本語補習授業校
The Japanese Supplementary School, Singapore
URL  http://www.jss.edu.sg
児童生徒数　小＝270人　中＝59人

シンガシンガシンガシンガシンガシンガシンガシンガシンガシンガシンガ
海外校シリーズ
●シンガポール●

シンガポール
補習授業校

小学部１年　国語

中学部３年　国語

http://www.jss.edu.sg
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我
が
校
の
特
色

　
本
校
は
、
現
地
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
に
通
学
す
る
日
本
国
籍
を
有
す
る
子
ど
も

が
、
ふ
た
た
び
日
本
国
内
の
学
校
に
編
入
し
た

際
に
ス
ム
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
よ
う
学
年
相
当
の

国
語
力
を
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
国

語
科
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能
を
も
と

に
、
活
用
型
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本

の
伝
統
文
化
を
体
験
す
る
学
習
を
と
り
入
れ
、
日

本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
育
成
し
て

い
る
。

　
授
業
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
か
ら
三
時
間
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
を
借

用
し
て
行
っ
て
い
る
。
年
間
四
十
日
の
一
二
〇
時

間
で
教
育
課
程
を
組
み
、
四
月
入
学
と
六
月
、
十

月
の
編
入
学
で
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ
を
実
施
し

て
い
る
。

　
現
在
、
本
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
は
、
ふ
だ
ん
通
っ
て
い
る
メ
イ
ン
校
で
の

英
語
を
主
体
言
語
と
し
た
授
業
に
加
え
、
本
補
習

授
業
校
で
の
日
本
語
を
主
体
言
語
と
し
た
国
語
授

業
を
受
け
る
こ
と
で
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
本
校
で
は
子
ど
も
の
能
力
を

引
き
出
す
た
め
に
課
題
解
決
型
の
授
業
を

目
指
し
て
お
り
、
ペ
ア
学
習
や
グ
ル
ー
プ

学
習
な
ど
を
通
し
て
協
働
的
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
伝
統
文
化
体
験
学
習
で
は
、
日
本
の
四

季
折
々
の
行
事
を
「
学
校
行
事
」
と
し
て

年
間
六
回
程
度
実
施
し
て
い
る
。
春
夏
秋

冬
の
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
は
、
子
ど

も
た
ち
の
興
味
関
心
が
高
い
。
海
外
で
生

活
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

積
極
的
に
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
す
る

こ
と
は
、
そ
の
奥
深
さ
や
魅
力
に
つ
い
て

触
れ
、「
日
本
の
心
」
を
肌
で
感
じ
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
意
欲
的
な
体
験
学
習

と
な
っ
て
お
り
、
世
界
の
中
の
日
本
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
む
一
助

と
な
っ
て
い
る
。（

二
〇
二
三
年
四
月
現
在
）

書
道
（
小
学
部
３
年
以
上
）

節
分
集
会
（
豆
ま
き
）

運
動
会　

中
学
部
綱
引
き

子 ど も た ち か ら

子 ど も た ち か ら

お月見集会

こどもの日集会
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デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
は
、
ド
イ
ツ

西
部
に
位
置
す
る
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
州
都
で
す
。

ラ
イ
ン
河
の
両
岸
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
広

が
る
街
に
は
、
日
本
企
業
の
み
な
ら
ず

世
界
中
の
企
業
が
拠
点
を
置
き
、
国
際

商
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
市
の
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る

本
校
は
、
一
九
七
一
年
に
欧
州
で
二
番

目
の
日
本
人
学
校
と
し
て
誕
生
し
、
一

昨
年
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
四
〇
〇
人
ほ
ど
の
児
童
生
徒
が

学
ん
で
い
ま
す
。
教
育
目
標
は
「
豊
か

な
心
を
も
ち
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、

学
び
続
け
る
子
ど
も
の
育
成
」で
、
小
・

中
併
設
の
よ
さ
を
生
か
し
た

学
び
合
い
、
ド
イ
ツ
の
姉
妹

校
と
の
交
流
活
動
、
地
元
の

催
し
へ
の
参
加
、
施
設
見
学

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。本

校
校
歌
の
歌
詞
は
三

番
ま
で
あ
り
、
健
康
的
で
希

望
に
燃
え
た
軽
や
か
な
口
語

定
型
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
は
明
る
く
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
や

す
い
曲
で
す
。
作
曲
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

杉
谷
昭
子
氏
、
歌
詞
は
中
村
瑞
枝
氏
。

一
番
か
ら
三
番
ま
で
日
独
の
天
地
人
を

踏
ま
え
、
父
な
る
ラ
イ
ン
河
を
背
景
に

下
記
の
詩
が
歌
わ
れ
ま
す
。

一
番　

ラ
イ
ン
の
か
お
り
に
心
も
清
し

（
希
望
と
清
心
）

二
番　

ラ
イ
ン
の
ほ
と
り
に
雄
々
し
く

た
て
り（
大
願
と
雄
魂
）

三
番　

ラ
イ
ン
の
流
れ
に
自
由
に
生
き

る（
明
朗
と
自
由
）

　

校
歌
は
本
校
に
在
籍
し
た
者
に
と
っ

て
、
ド
イ
ツ
在
住
の
大
切
な
思
い
出
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。YouTube

に
も
本
校
に
在
籍
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

校
歌
を
掲
載
し
た
り
、
ド
イ
ツ
の
思
い

出
場
面
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
公
開
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
校
卒
業
生
同
士

の
結
婚
式
で
日
本
人
学
校
の
仲
間
と
い

っ
し
ょ
に
歌
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。

　

本
校
の
同
窓
会
支
部
が
東
京
に
あ
り

ま
す
が
、
世
代
を
超
え
た
同
窓
会
で
校

歌
斉
唱
は
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
同
窓
生
に
と
っ
て
幼
年
時

代
や
青
春
時
代
の
多
感
な
時
期
に
ド
イ

ツ
で
、そ
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本

人
学
校
で
過
ご
し
た
時
間
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。
校
歌
は
人
生
の
大

切
な
一
部
を
担
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

一日
本
の
空
と
　
ド
イ
ツ
の
空
を

結
ぶ
光
の
　
朝
あ
け
に

希
望
に
あ
ふ
れ
て
　
は
ば
た
く
わ
れ
ら

ラ
イ
ン
の
か
お
り
に
　
心
も
清
し

お
お
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
　
日
本
人
学
校

二日
本
の
土
と
　
ド
イ
ツ
の
土
を

ふ
み
し
め
な
が
ら
　
湧
き
出い

ず
る

あ
ら
た
な
ね
が
い
を
　
ひ
め
た
る
わ
れ
ら

ラ
イ
ン
の
ほ
と
り
に
　
雄
々
し
く
た
て
り

お
お
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
　
日
本
人
学
校

三日
本
の
友
と
　
ド
イ
ツ
の
友
を

つ
な
ぐ
歌
声
　
高
ら
か
に

あ
か
る
く
世
界
に
　
の
び
ゆ
く
わ
れ
ら

ラ
イ
ン
の
流
れ
に
　
自
由
に
生
き
る

お
お
　
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
　
日
本
人
学
校

学校のホームページからデュッセルドルフ日本人学校の校歌を聞いてみよう
https://www.jisd.de（学校案内→本校について）

小学部　
ライン河畔での遠足

作
詞
　
中
村
瑞
枝

作
曲
　
杉
谷
昭
子

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校
校
歌

ラ
イ
ン
河

　
　
　
日
独
友
好

　
　
　
　
　
そ
し
て
未
来
へ

校歌の広場
各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を各校自慢の校歌を
紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました紹介してもらいました
各校自慢の校歌を
紹介してもらいました

https://www.jisd.de
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海
外
で
な
く
て
も
、
い
ま
ま
で
の

環
境
と
別
れ
て
新
生
活
に
飛
び
込
ん

で
い
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
私

に
も
そ
う
い
う
経
験
が
何
回
も
あ
り

ま
し
た
。
今
回
の
記
事
は
、
そ
う
い

う
自
分
の
経
験
を
も
と
に
し
て
話
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
っ
た
く
の
私
事
に
な
り
ま
す
が
、

結
婚
し
て
か
ら
い
ま
ま
で
、
も
う
十

五
回
も
引
っ
越
し
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
少
な
く
と
も
あ
と
二
回

程
度
は
引
っ
越
す
予
定
で
す
。

　
移
動
を
重
ね
た
お
か
げ
で
身
の
回

り
の
も
の
は
少
な
く
な
り
、
親
し
く

お
つ
き
合
い
す
る
友
達
も
そ
ん
な
に

増
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
か
も
、

海
外
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
多
か
っ

た
の
で
、
親
戚
づ
き
合
い
も
け
っ
こ

う
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
あ
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
次
に
ど
ん
な

新
し
く
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
い
つ
も

い
ら
れ
る
の
で
、
動
く
人
生
に
も
よ

い
こ
と
は
あ
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
状
況
に
別
れ
を
告

げ
、
新
し
い
生
活
に
向
か
う
と
き
、

気
持
ち
の
う
え
で
ど
ん
な
こ
と
を
大

切
に
し
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
生
活
に
向
け
て

　
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
て
も
欲
し
い

答
は
見
つ
け
ら
れ
ず
、
モ
ノ
の
準
備

の
こ
と
ば
っ
か
り
書
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
は
誰
か
に
聞
か
な
く
て

も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
、
順

序
よ
く
こ
な
し
て
い
く
し
か
な
い
で

す
ね
。
モ
ノ
の
準
備
と
い
う
こ
と
に

限
っ
て
い
え
ば
、
赴
任
や
帰
国
が
決

ま
れ
ば
雑
事
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

目
の
回
る
忙
し
さ
に
な
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
に

は
、
い
ま
か
ら
始
ま
る
新
生
活
で
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
自
分
の
中
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
楽
し
み
な
が
ら

準
備
を
す
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
だ
と

思
い
ま
す
。「
や
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を

つ
く
り
、
や
れ
る
こ
と
か
ら
こ
な
し

て
い
け
ば
、
そ
の
リ
ス
ト
が
減
っ
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
不
安
や
焦
り
が

少
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
た
だ
、
ほ
ん
と
う
に
聞
き
た
い
こ

と
は
心
の
準
備
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
点
に
つ
い
て
お
子
さ
ん
の
心
の
問

題
を
中
心
に
考
え
て
み
ま
す
。

　
海
外
赴
任
が
決
ま
っ
て
慣
れ
親
し

ん
だ
場
所
か
ら
暮
ら
し
た
こ
と
の
な

い
場
所
に
お
子
さ
ん
を
含
め
家
族
み

ん
な
で
行
く
と
き
、
そ
し
て
、
海
外

で
の
滞
在
が
終
わ
り
日
本
に
戻
る
と

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
　

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

奥
田

修
也

＜プロフィール＞（おくだ しゅうや）
ドイツのデュッセルドルフ日本人学校教諭、ベ
ルギーのブラッセル日本人学校校長、中国の
北京日本人学校校長として海外で多くの子ど
もたちや保護者に接した。2018 年から海外
子女教育振興財団の教育アドバイザーとして、
渡航前・赴任中・帰国後の家族の教育に関す
るさまざまな相談を受けている。

「お別れ」と「新生活」に向けて、
気持ちを整理するために
しておくとよいことを
教えてください。
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き
、
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に
考
え
れ

ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

  
戸
惑
い
・
不
安

　
慣
れ
親
し
ん
だ
日
本
の
生
活
か
ら

離
れ
、
ま
だ
住
ん
だ
こ
と
の
な
い
海

外
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
海

外
の
場
合
は
日
本
国
内
の
移
動
よ
り

も
っ
と
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
北
京
に
赴
任
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
と
き
、
仕
事
の
こ
と
は
な
ん

と
で
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
が
、
ま

っ
た
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
場

所
で
も
あ
り
ま
し
た
し
、
生
活
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か

ず
、
不
安
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
、YouTube

な
ど

の
動
画
を
見
ま
す
と
、
中
国
の
ど
こ

か
で
水
道
か
ら
赤
黒
い
水
が
出
て
い

る
様
子
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
り
、

漬
け
物
に
す
る
た
め
の
高
菜
が
犬
も

歩
い
て
い
る
よ
う
な
普
通
の
道
路
に

大
量
に
置
か
れ
た
り
し
て
い
る
風
景

を
見
た
り
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

が
た
び
重
な
る
と
、
よ
い
印
象
を
持

て
ず
、
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
北
京
に
行
っ
て

み
る
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た

く
目
に
せ
ず
、
日
本
よ
り
よ
っ
ぽ
ど

進
ん
だ
社
会
状
況
に
接
す
る
こ
と
に

な
り
、
滞
在
中
ず
っ
と
快
適
に
暮
ら

せ
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ

か
ら
渡
航
さ
れ
る
か
た
に
は
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　「
赴
任
地
に
つ
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

情
報
を
い
ま
十
個
持
っ
て
い
た
ら
、

そ
の
う
ち
八
個
は
そ
の
地
に
行
け
ば

解
決
す
る
、
あ
る
い
は
『
な
ー
ん
だ
、

こ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
、
こ
れ
な

ら
大
丈
夫
！
』
と
解
決
す
る
問
題
で

す
。
で
も
、
残
り
の
二
個
ぐ
ら
い
は

ほ
ん
と
う
に
た
い
へ
ん
な
問
題
が
起

こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
家
族

で
解
決
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
家
族
の

強
い
絆き
ず
な

が
生
ま
れ
、ま
た
海
外
生
活

の
醍だ
い
ご
み

醐
味
と
い
え
る
も
の
が
あ
る
の

で
す
」

　
た
だ
、
何
も
準
備
を
し
な
い
で
行

っ
て
も
解
決
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

と
は
い
え
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て

か
ら
出
て
く
る
細
か
い
問
題
も
た
く

さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
淡
い

夢
を
見
な
い
で
、
事
前
に
現
地
の
情

報
を
得
て
よ
く
考
え
、
計
画
を
立
て

て
準
備
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
本
論
に
入
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
お
別
れ
と
新
生

活
に
向
け
て
の
気
持
ち
を
整
理
す
る

た
め
に
し
て
お
く
と
よ
い
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
。

１
移
動
に
向
け
て
の
お
子
さ
ん
の

心
の
基
盤
づ
く
り
を
し
っ
か
り

と
し
て
お
く

　
多
く
の
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

保
護
者
の
仕
事
の
都
合
に
よ
り
突
然

海
外
に
行
く
、
あ
る
い
は
突
然
日
本

に
帰
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
よ
う
な

状
況
に
強
制
的
に
追
い
込
ま
れ
る
わ

け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
激
変
を
受
け

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
心
の

状
態
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
す
べ
き
こ
と
は
、
家
族
で
移
動
す

る
こ
と
に
関
し
て
夫
婦
で
よ
く
話
し

合
い
、
考
え
を
す
り
合
わ
せ
て
お
く

こ
と
。
そ
の
基
礎
と
し
て
お
互
い
を

ふ
だ
ん
か
ら
尊
重
し
、
支
え
合
う
こ

と
で
良
好
な
関
係
を
育
ん
で
お
く
こ

と
で
す
。

　
次
に
、
親
と
し
て
お
子
さ
ん
自
身

の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。お
子
さ
ん
が
、移

動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

感
情
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
お
子
さ

ん
が
適
応
す
る
力
は
ど
う
な
の
か
な

ど
。

２
人
間
関
係
を
修
復
し
、
す
べ
て

の
人
々
に
対
し
て
肯
定
的
な
ま

と
め
を
し
て
お
く

　
た
と
え
ば
喧け
ん
か嘩
し
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
友
達
が
い
た
ら
、
今
回
引
っ

越
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
、

い
ま
ま
で
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
た
う
え
で
、
で
き
る
も
の
な
ら

仲
直
り
す
る
。
ま
た
、
海
外
に
行
く
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場
合
な
ら
、
し
ば
ら
く
距
離
を
隔
て

る
こ
と
に
な
る
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
と
よ
い
時
間
を
つ

く
る
。
先
生
や
近
所
の
人
な
ど
に
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を
伝
え
る
な

ど
、
い
ま
ま
で
の
時
間
が
素
晴
し
い

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
子

さ
ん
自
身
が
感
じ
ら
れ
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

３
す
べ
て
の
こ
と
に
別
れ
を
告
げ

る
　
人
や
場
所
、
自
分
の
持
ち
物
な
ど

に
き
ち
ん
と
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
お
別
れ
会
な
ど
を
学
校
や
近
所
の

人
が
し
て
く
れ
る
と
い
う
場
合
、
大

切
な
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
お
別
れ
会
を
通
し
て
い
ま
別
れ

の
最さ

な
か中
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
お
子

さ
ん
が
意
識
す
る
の
も
哀か
な

し
み
の
な

か
で
育
ま
れ
る
成
長
の
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ

た
人
に
お
礼
の
手
紙
を
渡
し
に
行
く

の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
思
い
出
の
場
所
を
心
に
と
ど
め
て

お
く
た
め
に
、
家
族
み
ん
な
で
そ
こ

に
行
き
、
写
真
を
撮
る
な
ど
と
い
う

の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
帰
国
後
そ

こ
に
戻
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
と
、

そ
の
場
所
も
時
間
と
共
に
過
去
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
甘
い
思
い

出
と
共
に
写
真
を
見
て
懐
か
し
む
こ

と
も
お
子
さ
ん
の
成
長
に
と
っ
て
は

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
お
子
さ
ん
自
身
の
持
ち
物

で
す
が
、
大
事
に
し
て
い
る
も
の
は

持
っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
船
便
に
乗
ら
な
い
も
の
ま

で
持
っ
て
い
く
の
は
無
理
で
し
ょ
う

が
、
お
子
さ
ん
が
そ
こ
で
の
生
活
で

大
事
に
し
て
い
た
も
の
、
た
と
え
ば

食
器
な
ど
も
少
し
は
荷
物
に
入
れ
て
、

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
の
継
続
し
た
時

間
が
た
だ
切
ら
れ
る
だ
け
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
持
っ
て
い
け
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
い
ま
ま
で
大
事
に
し
て
き
た

時
間
を
慈
し
み
な
が
ら
別
れ
る
こ
と

も
お
子
さ
ん
の
成
長
に
と
っ
て
は
大

切
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
を
通
し
て
別
れ

を
意
識
し
、
新
し
い
行
き
先
に
思
い

を
馳は

せ
る
、
こ
れ
で
新
し
い
場
所
へ

の
準
備
は
完
了
で
す
。
さ
あ
、
新
し

い
地
へ
出
発
！

　
さ
て
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
海
外
に

行
か
れ
る
ご
家
族
や
日
本
に
戻
っ
て

こ
ら
れ
る
ご
家
族
に
向
け
て
、
私
が

い
ま
ま
で
受
け
て
き
た
教
育
相
談
の

内
容
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
交
え
、
ち

ょ
っ
と
変
わ
っ
た
エ
ー
ル
を
書
い
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
未
来
に
思
い
を

馳
せ
て
ほ
し
い

　
海
外
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
ご
家

庭
の
多
く
は
、
お
子
さ
ん
に
せ
っ
か

く
海
外
に
行
く
の
だ
か
ら
と
い
う
考

え
で
、
英
語
力
の
向
上
を
求
め
る
傾

向
が
過
去
は
た
い
へ
ん
強
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
最
近
は
少
し
違
う

傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
は
英
語
力
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
に
あ
る
学
校
な
ら
で
は
の
特
色

あ
る
学
習
や
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ

た
学
習
力
、
そ
し
て
困
難
に
適
応
す

る
力
、
そ
の
よ
う
な
力
を
備
え
る
こ

と
を
お
子
さ
ん
の
未
来
に
思
い
描
い

て
い
る
ご
家
族
が
増
え
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
素
晴
し
い
で
す
ね
。

　
私
は
そ
こ
に
も
う
一
つ
プ
ラ
ス
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
倫

理
感
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
海
外
で

育
っ
た
経
験
の
あ
る
お
子
さ
ん
は
今

後
の
日
本
や
世
界
に
お
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い

く
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
は
、
世
の

中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
雑
多
な
情
報
の

な
か
か
ら
正
し
い
こ
と
を
賢
明
に
選

び
取
り
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
も
と

に
「
善
き
心
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
自

分
の
考
え
を
組
み
立
て
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
そ
の
過
程
を
通
し
て
日
本
や

世
界
の
将
来
を
支
え
る
ひ
と
り
に
な

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　
海
外
子
女
の
前
途
は
、
こ
れ
か
ら

も
洋
々
で
す
！
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デュッセルドルフ補習授業校から作品が届きました！

詩



月刊 海外子女教育 2023.739 発行：海外子女教育振興財団　改変ならびに再販を禁じます。

書
写



二
〇
二
三
年
度
第
一
回
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ

ー
を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
）
は
五
月
二
十
四
日
、
本
財
団
の
綿

引
宏
行
理
事
長
と
浅
原
賢
業
務
執
行
理

事
、
葭
和
宣
事
業
部
長
が
ホ
ス
ト
と
な

り
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
組
織
に
進
化
し
て

い
く
た
め
に
、
昨
年
に
続
い
て
今
年
度

第
一
回
の
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ

ッ
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
。
コ
ミ
ッ
テ
ィ

ー
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
有
識
者
五
人
。

　

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
東
京
大
学

大
学
院
情
報
学
環
客
員
教
授
の
辻
村
清

行
氏
、
環
太
平
洋
大
学
学
長
の
大
橋
節

子
氏
、
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
等

学
校
長
お
よ
び
早
稲
田
渋
谷
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
校
副
校
長
の
高
際
伊
都
子
氏
、
ド

リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ク
ー
ル
を
主

宰
し
大
学
や
高
等
学
校
で
顧
問
や
講
師

を
務
め
て
い
る
山
本
秀
樹
氏
。
そ
し
て
、

こ
の
た
び
新
た
に
島
根
県
教
育
魅
力
化

特
命
官
で
（
一
財
）
地
域
・
教
育
魅
力

化
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
代
表
理
事
の
岩

本
悠
氏
が
加
わ
っ
た
。

　

ま
ず
、
綿
引
理
事
長
が
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
は

「
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

教
育
の
支
援
を
通
し
て
社
会
の
期
待
に

こ
た
え
る
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
」
を

大
切
に
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
共
に
「
学
校
教
育
・
家
庭
教
育
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
加
え
、

教
育
の
場
を
生
か
し
て
国
際
交
流
・
国

際
相
互
理
解
の
発
展
に
取
り
組
む
こ

と
」
を
新
た
な
役
割
と
し
て
い
る
と
述

べ
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
現
状
と
課
題
の
ほ
か

次
期
中
期
計
画
に
お
け
る
方
向
性
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　

続
け
て
、
本
年
四
月
に
文
部
科
学
省

と
外
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
在
外
教
育

施
設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」
を
紹
介
し
、

「
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

子
ど
も
が
内
外
で
活
躍
貢
献
で
き
る
よ

う
、
在
外
教
育
施
設
振
興
法
を
使
っ
て

支
援
し
て
い
く
こ
と
」
お
よ
び
「
世
界

各
地
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く

こ
と
」
を
目
標
に
、
昨
年
六
月
の
在
外

教
育
施
設
振
興
法
成
立
後
、
そ
の
さ
ら

な
る
進
化
に
向
け
て
支
援
の
対
象
領
域

を
広
げ
た
事
業
展
開
お
よ
び
問
題
提
起

を
行
っ
て
い
る
旨
を
報
告
し
た
。

　

加
え
て
、
そ
れ
ら
の
成
功
に
欠
か
せ

な
い
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
内
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を

全
力
で
行
っ
て
い
る
と
話
し
、
コ
ミ
ッ

テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
意

見
や
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
に
フ
ラ
ン
ス
で
現
地

校
に
通
い
、
ミ
ネ
ル
バ
大
学
の
日
本
連

絡
事
務
所
代
表
を
務
め
た
経
験
を
持
つ

山
本
氏
は
自
ら
を
ふ
り
返
り
、「
帰
国
子

女
と
し
て
い
ち
ば
ん
悩
ん
だ
の
は
『
日

本
人
っ
て
何
？
』
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
問
題
だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
て
く
れ
る

教
育
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
と
教
員

は
心
強
い
と
思
う
。
日
本
的
な
思
考
習

慣
や
理
念
が
外
国
人
に
も
わ
か
る
よ
う

な
概
念
に
整
理
さ
れ
て
い
れ
ば
、
日
本

へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
。
概
念
の
整
理

等
に
は
、
本
来
の
目
的
と
は
違
う
方
向

に
導
か
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も
伴
う
が
、

対
話
を
重
ね
て
再
構
成
し
て
い
く
価
値

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
」と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
中
長
期
計
画
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
っ
て
は
「
理
想
像
を
描
き
つ

つ
、
現
実
を
見
る
こ
と
」
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門
家
で
ビ
ジ
ネ

ス
の
世
界
で
も
豊
富
な
経
験
を
持
つ
辻

村
氏
は
、「
文
部
科
学
省
と
外
務
省
か

ら
出
さ
れ
た
基
本
的
方
針
に
『
国
家
戦

略
と
し
て
在
外
教
育
施
設
の
設
立
を
支

援
す
る
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
』
と
書
き
込
ま
れ
た
こ
と

は
素
晴
し
い
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
Ｊ

Ｏ
Ｅ
Ｓ
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
拡

大
充
実
と
そ
の
推
進
が
欠
か
せ
な
い
」

と
期
待
を
込
め
て
語
っ
た
。

　

ま
た
、
中
長
期
計
画
で
は
つ
ね
に
基

本
に
戻
り
「
や
り
た
い
こ
と
、
目
指
す

こ
と
」
を
組
織
と
し
て
明
確
に
し
研
ぎ

澄
ま
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
職
員
に

対
し
「
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
人
ひ

と
り
が
次
期
計
画
を
進
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

帰
国
生
が
多
く
通
う
私
立
中
学
校
・

高
等
学
校
の
校
長
と
し
て
広
く
教
育
に

携
わ
っ
て
い
る
高
際
氏
は
、
子
ど
も
向

け
の
日
本
語
教
材
の
少
な
さ
に
触
れ
、

今
後
、
日
本
が
本
気
で
移
民
を
受
け
入

れ
る
覚
悟
が
あ
る
の
か
を
問
わ
れ
て
い

る
と
、
次
の
よ
う
に
要
望
し
た
。

　
「
母
語
と
し
て
の
日
本
語
教
育
の
教

材
は
『
そ
こ
で
生
き
る
』
た
め
の
も
の
。

移
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

違
う
母
語
を
持
つ
外
国
人
に
日
本
語
を

小
さ
い
う
ち
か
ら
学
ば
せ
る
教
育
が
必

要
に
な
り
、
教
材
開
発
を
急
が
な
く
て

は
い
け
な
い
。
移
民
に
限
ら
ず
、
ひ
い

て
は
『
日
本
人
』
の
定
義
を
広
げ
な
い

と
い
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
。『
日
本
語
』

は
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
学

ぶ
『
国
語
』
と
は
違
う
。
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
に

は
『
日
本
語
』
と
『
国
語
』
の
違
い
を
は

っ
き
り
さ
せ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
」

　

さ
ら
に
、
日
本
人
学
校
に
つ
い
て
は

「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
同
等
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
学
校
経
由
で
得
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
や
教
育
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
教
員
研
修
の
ほ
か
、
企
業
と
コ

ラ
ボ
し
た
在
外
教
育
施
設
な
ら
で
は
の

ニュースニュース
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会
社
見
学
企
画
等
か
ら
学
校
の
魅
力
を

地
道
に
積
み
上
げ
て
い
け
る
と
い
い
だ

ろ
う
」と
提
案
し
た
。

　

日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
ロ

ー
バ
ル
教
育
に
精
通
し
て
い
る
大
橋
氏

は
日
本
の
教
育
が
抱
え
て
い
る
課
題
は

根
深
い
と
言
い
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
教
育
は
他
国
に
輸
出
す
る
商
品

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
国
内
で
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
へ
の

魅
力
が
ひ
ど
く
下
が
っ
て
い
る
の
を
見

る
と
、
日
本
人
の
感
性
や
教
育
観
に
は

好
意
的
な
人
が
多
い
が
、
未
来
に
つ
な

が
る
の
は
日
本
語
で
は
な
い
と
思
わ
れ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
未
来
に
向
け
た

次
の
価
値
を
創
造
す
る
学
び
を
す
る
た

め
に
は
会
話
よ
り
対
話
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
大
切
す
べ
き
だ
と
考
え

る
」と
意
見
し
た
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け

「
未
来
は
子
ど
も
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

未
来
は
予
想
外
の
も
の
。
予
測
で
き
な

い
こ
と
に
直
面
し
た
際
、
乗
り
越
え
る

力
を
子
ど
も
た
ち
に
つ
け
た
い
と
い
う

の
が
念
願
。
ど
ん
な
問
題
が
起
き
て
も

『
生
き
る
』
と
い
う
力
を
育
て
ら
れ
る

教
員
の
育
成
お
よ
び
教
育
の
シ
ス
テ
ム

や
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え

て
い
き
た
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

海
外
を
肌
で
感
じ
て
育
っ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
に
は
帰
国
後
、
世
の
中
を
リ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
て
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
次
世
代

の
日
本
に
思
い
を
馳は

せ
た
。

　

高
校
時
代
に
カ
ナ
ダ
に
行
っ
た
際
、

日
本
の
学
校
教
育
に
疑
問
を
持
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
二
十
カ
国
の
地
域
開
発
の
現
場

を
巡
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
学
校
を

設
立
し
た
経
験
も
あ
る
岩
本
氏
は
教
育

の
魅
力
化
に
焦
点
を
当
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

　
「
開
か
れ
た
日
本
に
し
て
い
く
た
め

に
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
拡
張
し
て

い
け
る
よ
う
な
『
日
本
教
育
』
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。『
日
本
』
と
い
う
教

科
を
設
定
し
て
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
等
で
教
材
を

開
発
し
、
在
外
教
育
施
設
に
向
け
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
授
業
配
信
を
行
う
と
い
っ

た
こ
と
に
取
り
組
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う
。

在
外
教
育
施
設
の
な
か
に
は
日
本
の
地

方
の
小
規
模
校
に
似
て
い
る
学
校
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
環
境
的
に
自
校

の
中
で
す
べ
て
を
や
ろ
う
と
す
る
の
は

困
難
。
身
の
回
り
の
リ
ソ
ー
ス
を
学
び

の
学
習
教
材
に
変
え
て
い
く
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
持
っ

た
人
材
や
機
能
等
を
入
れ
て
回
し
て
い

け
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
特
に
世
界
各
地

に
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
在
外
教
育
施

設
だ
か
ら
こ
そ
認
め
ら
れ
る
実
践
を
入

れ
て
い
け
れ
ば
在
外
教
育
施
設
の
魅
力

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

　

今
回
の
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
視
聴
し
た
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
職
員
か
ら

は
「
外
か
ら
の
視
点
で
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
活

動
に
対
し
て
定
期
的
に
ご
意
見
を
伺
え

る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
勉
強
に
な

る
。
た
と
え
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で

あ
っ
て
も
免
許
や
管
轄
の
問
題
が
あ
る

な
ど
、
改
革
に
は
多
方
面
で
の
調
整
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
。
次
期
中
期
計
画
の
実
現
を

目
指
し
、
ま
ず
は
原
点
に
戻
っ
て
仕
事

を
整
理
し
、
子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
、

い
ま
で
き
る
こ
と
か
ら
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
た
。

　

今
年
の
秋
、
第
二
回
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

在
外
教
育
推
進
議
員
連
盟
、

第
二
十
回
総
会
を
開
催

　

六
月
五
日
（
火
）、
自
民
党
在
外
教

育
推
進
議
員
連
盟
（
会
長
：
遠
藤
利
明

衆
議
院
議
員
）
の
第
二
十
回
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

（
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
て
、
日
本
貿
易
会
や
日

本
在
外
企
業
協
会
と
連
携
し
、
関
係
省

庁
な
ど
に
振
興
法
基
本
方
針
に
基
づ
く

在
外
教
育
施
設
の
教
育
環
境
の
い
っ
そ

う
の
拡
充
を
継
続
的
に
求
め
て
い
る
。

　

今
回
は
、
日
本
人
学
校
運
営
委
員
長

会
お
よ
び
補
習
授
業
校
運
営
委
員
長
会

を
代
表
し
て
、
三
菱
商
事
株
式
会
社
の

柏
木
豊
代
表
取
締
役
常
務
執
行
役
員
が

出
席
し
、
現
場
で
の
経
営
・
運
営
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
た
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
か
ら
は
綿
引
理
事
長
が

「
在
外
に
お
け
る
新
た
な
教
育
資
源
確

保
に
向
け
た
特
別
免
許
状
付
与
の
仕
組

み
づ
く
り
」「
安
定
し
た
在
外
経
営
、
国

内
へ
の
還
元
を
目
指
し
た
幼
稚
部
へ
の

派
遣
教
員
研
修
制
度
適
用
拡
大
・
教
育

実
習
制
度
適
用
」「
多
様
性
あ
ふ
れ
た
豊

か
な
学
び
を
実
現
す
べ
く
現
在
存
在
し

な
い
子
ど
も
向
け
日
本
語
、
継
承
日
本

語
教
材
作
成
」を
特
に
お
願
い
し
、
世
界

の
先
端
で
日
本
の
教
育
が
試
さ
れ
る
在

外
教
育
施
設
に
お
い
て
「
新
た
な
教
育

資
源
・
新
た
な
教
育
の
場
・
新
た
な
学

び
方
」が
展
開
で
き
る
よ
う
切
望
し
た
。

●「Panda

杯
全
日
本
青
年

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
二
〇
二
三
」

募
集
開
始

主
旨　

ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
中
国
に
対

す
る
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
素

直
に
綴つ

づ

り
、経
験
や
考
え
を
発
信
す
る
。

テ
ー
マ　

＠Japan　

わ
た
し
と
中
国

文
字
数　

一
六
〇
〇
字
以
内
。

応
募
資
格　

十
六
〜
三
十
五
歳
の
日
本

人（
日
本
在
住
者
に
限
る
）。

応
募
期
間　

五
月
八
日
〜
九
月
三
日

ニュースニュース
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詳
細　

中
国
外
文
局
ア
ジ
ア
太
平
洋
広

報
セ
ン
タ
ー
東
京
支
局
募
集
係

http://w
w
w
.peoplechina.com

.cn/
tjk/pandazw

/
第
十
五
回
日
本
語
大
賞

（
日
本
語
検
定
委
員
会
）

目
的　

日
本
語
の
美
し
さ
や
言
葉
の
力

を
見
直
し
、
日
本
語
で
正
し
く
表
現

で
き
る
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
る
。

テ
ー
マ　
「
推
し
」の
言
葉

※
作
品
に
は
独
自
の
タ
イ
ト
ル
を
か
な

ら
ず
つ
け
る
こ
と
。

募
集
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
、
一
般

募
集
期
間　

六
月
一
日
〜
九
月
十
五
日

　

＊
九
月
十
六
日
消
印
有
効

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
・
応
募
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
語
検
定
委
員
会

日
本
語
大
賞
係

https://w
w
w
.nihongokentei.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

二
〇
二
三

目
的　

身
近
な
世
界
と
の
接
点
か
ら
、

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
行

動
す
べ
き
か
を
考
え
る
。

テ
ー
マ　

地
球
に
生
き
る
私
た
ち
―
未

来
へ
つ
な
げ
る
た
め
に
―

募
集
対
象　

中
学
生
・
高
校
生

募
集
期
間　

六
月
七
日
〜
九
月
十
三
日

主
催　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会
内

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校

生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
運
営

事
務
局

https://w
w
w
.jica.go.jp/hiroba/

program
/apply/essay/collect/

九
月
以
降
、
月
刊『
海
外
子
女

教
育
』
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
マ
ガ
ジ

ン
」
に
移
行

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
が
設
立
さ

れ
た
一
九
七
一
年
か
ら
発
刊
し
続
け
て

き
た
本
誌
『
海
外
子
女
教
育
』
で
す
が
、

本
年
八
月
号
を
も
っ
て
終
刊
と
し
、
九

月
以
降
は
ウ
ェ
ブ
版
「
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
マ
ガ

ジ
ン
」
に
移
行
し
ま
す
（
本
財
団
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
運
営
。
購
読
無
料
）。

　

媒
体
は
変
わ
り
ま
す
が
、
記
事
の
基

本
的
方
針
は
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
受
け

継
ぎ
、
動
画
を
と
り
入
れ
る
な
ど
新
た

な
試
み
も
加
え
な
が
ら
読
者
の
皆
さ
ま

の
ご
期
待
に
こ
た
え
て
い
く
所
存
で
す
。

　

よ
り
よ
い
マ
ガ
ジ
ン
に
な
る
よ
う

「
不
易
流
行
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
し
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
愛
顧
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

帰
国
生
の
た
め
の
国
内
学
校

説
明
会
・
相
談
会（
オ
ン
ラ
イ

ン
・
名
古
屋
会
場
）開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
か
ら
本
帰
国
ま
た
は
一
時
帰
国

さ
れ
た
小
学
生
〜
高
校
生
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
帰
国
後
の
進
学
に
関
す

る
学
校
情
報
や
相
談
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
二
〇
〇
二
年
か
ら

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
お
よ
び
名
古

屋
会
場
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン　

五
月
〜
九
月
末
特

設
サ
イ
ト
上
に
て

●
名
古
屋
会
場　

七
月
二
十
五
日
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
（
愛
知
県
産
業
労
働

セ
ン
タ
ー
）

　

な
お
、
参
加
の
申
し
込
み
や
開
催
状

況
等
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
案
内

す
る
ほ
か
、Facebook

やT
w
itter

、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
配
信
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.joes-event.jp

海
外
で
使
用
す
る
教
科
書
の

無
償
配
付
に
つ
い
て

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
滞
在
予
定
が
一
年
以
上
（
永
住

は
除
く
）
の
日
本
国
籍
を
持
つ
小
・
中

学
生
は
無
償
で
教
科
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
地
到
着
当
初
に
使
用
す

る
教
科
書
は
海
外
で
は
用
意
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら
ず
出
国
前
に
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
の
海
外
滞
在
中
の
教
科
書
に

関
し
て
は
在
留
地
を
管
轄
す
る
在
外
公

館
（
大
使
館
・
総
領
事
館
等
）
が
配
付

を
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
到
着
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か

に
在
外
公
館
に
「
在
留
届
」
を
提
出
し
、

教
科
書
受
領
の
た
め
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.joes.or.jp/kyokasho/

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

・
静
岡
聖
光
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

・
広
島
県
立
広
島
叡
智
学
園
高
等
学
校

・
暁
中
学
校
・
高
等
学
校

八
月
十
四
日
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

　
（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
八
月
十

四
日
を
夏
季
休
業
日
と
い
た
し
ま
す
。

ニュースニュース
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毎年夏の恒例特集、ミュージアム。
毎回、「こんなに魅力的なところが
あるんだ！」とワクワクする。そし
て、一生かけてもすべてを回るのは
ムリで、まだまだ知らない館が山ほ
どあるのだろうなあと、ため息が出
る。今年も残り６カ月、あといくつ
行けるかな、どこに行こうかな。（松）
�残念だが、外国人に対する人権を
配慮した労働環境や入国管理が実現
される道は遠のいた。差別意識やエ
スノセントリズムが横たわっている
ように思わざるを得ない。でもさあ、
海外に住む子供たちが自分の母国
を「外国人を差別する恥ずかしい国」
と思わなくてすむ国になろうよ。（然）
�終刊号を目前にして、性教育の特集
をお送りすることとなった。編集部とし
てはひとつの挑戦であるが、企画自体
は時代の要請ともいえよう。グローバ
ルな視点を配し、様々な考え方を提供
できたのではないかと思う。子どもの
想像力は実に豊かだ。ご家庭で対話
する際の一助となれば幸甚である。（島）

8月号「特集」の予定は…

2023年7月号　No.605

海外子女教育月刊

●日本の文化やことばの魅力と難しさ
●受入校を取材して

１都１道２府４３県めぐり　クイズ解答

① C　②D

かつて愛用していた原稿用紙とフィルムカメラ。
いずれも使わなくなって久しい。この写真はスマホ
で撮り、文章はキーボードで打っている。特集２で
書かれている通り、「自筆原稿」というものはなくな
った。あ、そうだ！取材メモだけはいまでも紙に鉛
筆で走り書きだ。　　　　　　　　　　　　　　（淳）

https://www.joes.or.jp


●生徒が主体的につくりあげる駒場
東邦の学校行事修学旅行先はプレ
ゼン大会を通じて自分で決める！
│││││││││││││││││
●日本一「面倒見の良い」女子大
学、岐阜女子大学に行ってみた！
│││││││││││││││││
●「福祉」ってなんだろう？
　東北福祉大学で聞いてみた。
│││││││││││││││││
●専門家に聞いた！
　理学療法士ってどんな仕事？

…etc

WEB限定記事

東大合格者速報でおなじみの
大学通信が発信する学校情報。
わりと真面目に教育と学校と
その他の情報について
発信しています。

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

https://univpressnews.com/


大学通信の情報力を集結した

https://univ-online.com/

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町3-2-3
TEL.03-3515-3591（代表）　FAX.03-3515-3558
h t t p s : / /un i v - on l i n e . com/

受験シーズンの話題を独
占する「高校別大学合格
者数」情報をはじめ、大学
入試・進学に関する最新
データやトピックスを

いち早く公開!

https://univ-online.com/
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